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壁の事情




　三月のある日のこと。

　肌寒い日もあるけど、今日はポカポカ陽気で温かく、時々吹き抜ける春風も心地いい。空を見上げれば雲ひとつない晴天で、まるでこの日に合わせてくれたかのように満開になった桜の花びらが、風に乗ってひらひらと宙を舞っていた。

　そんな素敵な天気の今日、私、石いし川かわ広ひろ香かは大学を卒業した。

「無事に卒業できてよかったよねー」

「本当！　単位ちょっとヤバかった！」

　卒業式も終わり、卒業証書の入った丸筒を持って会場の周辺を歩きながら、友達ふたりがとなりでそんな会話をしている。

　風が吹くと、ふたりが着ている袴はかまがひらっと揺れた。

「本当だね。これで晴れて社会人だ！」

　私はふたりに、そして自分自身にむかって、元気よくそう言った。

　就活は大変だったけど、無事に内定もらえたし！

「そうだね。特にヒロは、大きいとこ内定もらえたし、すごいよね！」

「そ、そんなことないよ」

「謙けん遜そんはいいから。でもヒロ、ひとつ質問していいかな？」

「ん？　なに？」

「なんで袴じゃなくてスーツなの？」

　ひとりがそう言うと、もうひとりも「私もそれ気になってた」と言う。

　ウチの大学の卒業式では、卒業生の女子は、ほとんど袴姿だった。もちろん、スーツで出席しちゃいけない決まりはないから、私のほかにもスーツの女子はいた。でもそれは数名で、ある意味、目立っていた。

「学校に袴のレンタルが来た時、ヒロ、全然試着しに行かないから気になってたんだけど、まさかスーツとは」

「あ、ははは。袴とか窮きゅう屈くつそうでニガテで」

「えー？」

　思わず笑ってごまかしたけど、本当は、私もみんなと一緒に袴にしたかった……。

「じゃ、そろそろ帰ろうか。うちらは更衣室で着替えてからかな。ヒロはどうする？」

　思い出話に花を咲かせながら、会場を一周し終わったころ、友達がそう言った。

「私はこのまま帰るよ。ちょっと寄りたいところもあるし」

　ふたりは「分かった」と言って私に手を振り、「明後日の謝恩会でね！」と言い残して、背を向けて更衣室へと向かっていった。

　謝恩会かぁ。残念だけど私は行けそうにないな。まあ、それを嘆いても仕方ない。それよりも、気持ちを切り替えて〝いろいろ〟とがんばらなくちゃ。

　そう決心して、私は駅の方へと歩いていった。ただ、駅はいったん通り過ぎ、ある場所へと向かった。

「来月から、ここで働くんだ……」

　そこに着いた私は、足を止め、空を見上げた。

　最上階がよく見えないほど高くて、近代的なビル――化粧品メーカー『コスメチア』。化粧品の国内シェアトップで、世界的にも有名な企業。ＣＭはいつも話題になるし、健康食品や美容医療などの事業も展開している。

　就活、苦労した甲斐があった。こんな大企業で働けるなんて。ここで働けば、きっと……。

　なんて、つい実感を得るために寄り道しちゃったけど、いつまでも道端で突っ立っているわけにもいかない。不審者に間違えられて、内定取り消し、なんてことになったらたまらない。

　私は来た道を戻ろうと振り返った。その瞬間、誰かとぶつかってしまった。

　チャリンチャリンという音が辺りに響いた。ぶつかった人が小銭を落としてしまったみたいだ。

「す、すみません！」

　私は慌ててしゃがみ込み、その人と一緒に、散らばったお金を拾い始めた。

「あっ、あっちにも転がってますね！」

　少し離れた場所まで硬貨を拾いに行こうと私が立ち上がると、その人は、

「あ、別にいいですよ、大した金額じゃないし適当で」

　と言う。

「なに言ってるんですか！」

　私は思わず、声を荒げてしまった。

「一円に笑うものは、一円に泣くんですよ!!」

　そう言って硬貨を拾いに行き、男性に渡した。

「本当にすみませんでした。全部拾えたはずです！」

「あ、どうも」

　その男性は、古ぼけたブラウンのジャンパーを着ていて、髪はボサボサだった。前髪が長く目が隠れていて表情はよく見えなかった。ただ、前髪の間から見えた肌が、とてもキレイな人だなと感じた。

　二十代後半かな。

「本当に失礼しました。では」

　頭を下げて、その場を後にする。

　はぁ。人にぶつかっちゃうなんて。ダメだなぁ、私。しっかりしなきゃ。




　それから数十分かけて、私は自宅へ帰った。

　といっても、昨日からひとり暮らしをしているアパートだ。築四十五年越えのオンボロで、正直、崩れてしまうんじゃないかと思う時もある。

　家賃は月に二万二千円。とにかく、私は家賃の安いところに住みたかったのだ。

　荷物は昨日、お姉ちゃんとその友達に手伝ってもらってなんとか全部入れたけど、荷ほどきは卒業式の準備もあって昨日はあまりできなかった。

　これから本格的にやらなきゃ。

　部屋で、スーツからＴシャツとジャージのズボンに着替えて、荷ほどきを開始した。これからこの部屋でとんでもない事件が起こるまで、あと十五分。




「さて、次はこの段ボールかな」

　壁側に積み上げてあった段ボールを見ながら、ひとりごとをつぶやく。

　ひとり暮らしだとひとりごとが増える、って聞いたことがあるけど、本当かな。だとしたら、このアパートで暮らす以上は気をつけないと。このアパートはとなりの人との隔たりは壁一枚、という寮みたいな造りで、しかも、その壁がとても薄そうだから。ひとりごととか、簡単に聞かれちゃいそう。

　っていうか、この部屋でエッチとかしたら、すぐバレそう。いやいや！　彼氏いないし、彼氏を作る時間も余裕も今の私にはないし、そんな心配はしなくてもいいんだけど！　あ、でもとなりの人がそういうことしていたら、困っちゃうな。

　あとはゴキブリが心配だな。虫が苦手ってわけじゃないけど、ゴキブリだけは無理。今までは家族に退治してもらっていたけど、これからはそういうわけにもいかないし。古い建物だし、けっこう出そうだなぁ。今度、薬局でゴキ用の殺虫剤を買ってこよう。

　そんなことを考えていた、その瞬間。

　――カササササササ!!

　さっそく出た！

「ひゃぁぁ!!」

　私は大声をあげ、バランスを崩して、壁のそばに積んであった段ボールに背中から突撃してしまった。すると、

　――ベリ。ベリベリバリバリバーン!!

　今までの人生で聞いたことのない大きな音が響き渡り、私は背中から倒れ、気づいたら仰向けに転がっていた。

　状況判断は、意外に早くできた。

「大丈夫ですか？」

　転がったままの私に、見知らぬ男性が頭上から声をかけてくれた。

　壁側の段ボールに私の全体重がかかった結果、私は段ボールごと壁を突き破って大きな穴を開け、隣人の部屋に転がり込んでしまったのだ。

　しかも、その隣人は、

「昼間の……」

　会社の近くで会った、肌のキレイなあの男性だった。










お金の事情




　私が壁に穴を開けた時の大きな音はアパート中に響いたと思うけど、この異変に気づいた人はいないようだった。

　このアパートは二階建てで、一階と二階に三つずつ部屋がある。一階の一部屋には大家さんが住み、二階は一部屋は空き部屋だから、住人は、一階は大家さんを含めて三人、二階はこの男性と私、と全部で五人しかいない。幸いなことに、私たち以外の住人は皆、たまたま留守だったみたいだ。




「申し訳ありません……」

　私は土下座をして謝罪した。

　壁の穴は、身長百五十五センチの私が中腰になれば楽々通れるくらいの、なかなかの大きさで。

　ちなみに、ゴキブリは壁の穴からこの部屋にカサカサと移動したので、今、私の目の前にいる隣人の男性が、スリッパでパシンとやってくれた。なにからなにまで本当に申しわけない。

「とりあえず、顔上げたら？」

　正面に座っている隣人さんにそう言われ、私は恐る恐る顔を上げた。

　隣人さんは昼に会った時と同じボサボサ髪だったけど、肌はやっぱりキレイだった。昼間はジャンパーを着ていたけど、今は薄手のＴシャツ姿だったので、細身でモデルみたいな体型なのが分かった。ジーンズを穿いた足がとっても長いのも、座り込んだ状態でもよく分かった。

　そして、肌だけじゃなく、声も透き通っていてキレイだった。

「ほ、本当に申し訳ありませんでした。わ、私、昨日引っ越してきた、石川広香と申します。二十二歳です」

「あ、はい。初めまして。俺は響ひびき涼りょう太たと言います。二十九歳です」

　私の挨あい拶さつに、その隣人――響さんも普通に返してくれて、ひとまず、安心した。

　無表情で、抑よく揚ようのない話し方だったけど、激怒している様子はなく、怖い人でもなさそうだった。

「あの、偶然ですね。昼間も会って」

「そうだね。偶然」

「あっ、昨日もご挨拶に伺ったんですが、お留守だったみたいで」

「ああ、そうだったんだ。昨日は仕事が終わらなくて、夜まで帰れなくて。今日は土曜だから休みだったけど」

「そ、そうなんですね」

「で、この壁どうしようか」

「う……」

　どうするといっても修理するしかないんだけど。でも、でも今は……。

「そんなに心配しなくても、こんなの明らかにアパートの老朽化が原因でしょ。全額とはいかなくても、大家さんがかなり負担してくれると思うけど」

　壁の穴を見ながら響さんが言う。

　無表情だから分かりづらいけど、たぶん私を安心させようとそう言ってくれていると思うので、きっと優しい人なんだろうな。ていうか、壁に穴を開けられて激怒しない時点で、優しいよね。

「それでも、無理で……」

「え？」

「少しの間、壁の修理を待っていただけませんか？」

「なんで？」

　この事情は、仲のいい友達にも話していないし、できることならこのまま誰にも知られたくない。けれど、この状況では説明せざるを得ない。壁に穴が開いたのは、百パーセント私が悪いし。

　そう思い、私は〝石川家の事情〟を話した。

「あの、実は、私の家、お金がないんです」

「お金がない？」

「はい。私は父と姉と私の三人家族で……あ、母は私が小さいころに病気で他界しました。で、私の家は、ここから少し離れた市内で蕎麦屋をしていたんですが、もともと経営難だったうえに、父が知り合いの借金の連帯保証人になっていて。その今年の年明けに夜逃げされまして」

「ドラマみたいだね」

「そ、そうなんですよ」

　私は話を続けた。

「蕎麦屋を売り払って、ひとまずは落ち着きまして。借金は残っていますが、すぐにどうこうという悪い状況ではなくなりました。でも、父は心労がたたって倒れ、今は姉と一緒に長野に住む祖父母の家で暮らしています」

「大変だね。お父さん大丈夫？」

「はい。一時期は入院していましたが、幸いすぐに退院できて。祖父母と姉もついているので、なんとか。本当は私も大学を辞めて長野に移ろうとしたんです。でも、あと少しで卒業だったし、こっちで大手の企業に内定も決まっていたので、父と姉から『東京に残って働きなさい』と言われて。『借金のことで広香に迷惑かけたくない、お前はお前の人生をがんばれ』って。すごく悩みましたが、家族のせっかくの気持ちも大事にしたかったし、大手の企業で働いたら、結果的にお金は稼げるかもって」

「そっか」

「ちなみに卒業前に蕎麦屋と一緒に実家も売り払ってしまったので、この部屋に引っ越してくる昨日までは、友達の家に泊まったり野宿したりして乗り切りました」

「野宿って」

「そのくらいの覚悟が必要だったんです。どんな困難が立ちふさがろうとも、どんな大きな壁が立ちふさがろうとも、がんばろうって思っていました。なのにまさか、大きな壁が立ちふさがるどころか、壁にこんな大きな穴を開けちゃうなんて……」

「ビックリだね」

　本当に自分でもビックリだ。家賃の安さ重視でこのアパートを選んだのが裏目に出てしまった。

「そんなわけで、学生時代の貯金はすべて家族に渡してしまったので、今は本当にお金がないんです。若干の生活費はありますが、それもギリギリしかなくて。お願いします、初任給が出るまで修理は待っていてくれませんか。その間、私にできることならなんでもしますから!!」

　私は必死で、もう一度土下座した。

　都合のいいお願いだとは百も承知だった。でも、本当にお金がない。卒業式の袴のレンタル代や謝恩会の参加費も出せなかったし、生活費もギリギリだし、実家にも頼れない。友達に頼るのも嫌だ。すると、

「俺は別に構わないよ」

　響さんは、意外にもすんなり承諾してくれた。

「ほ、本当ですか？」

　私が恐る恐る顔を上げて見つめると、響さんは「うん」と答えた。相変わらず無表情で抑揚のない話し方で、だけど確かにそう言ってくれた。

「あ、ありがとうございます！」

　私は何度も何度も響さんにお礼を言った。そして、

「先ほども宣言したとおり、壁が直るまでの間、私にできることはなんでもします！」

　と私が言うと

「ていうか、君はそれでいいわけ？　夜中、俺がこの壁から君の部屋に侵入してエッチなこととかするかもしれないよ？」

「エ、エッチですか？」

　ど、どうしよう。やっぱり響さんも男性ということでしょうか。で、でも……。

「ま、万が一そうなったとしても、元はと言えば私が悪いので」

「変わった子だね、君は」

　響さんはそう言って「まぁ、そんなことはしないけどね」と付け足した。よ、よかった。

「じゃ、じゃあとりあえず、なにか布とか使ってせめて穴を隠して……」

　私がそう言いながら立ち上がり、いったん自分の部屋に戻ろうと背を向けると、

「ねぇ」

　響さんが声をかけてきた。

「は、はい。なんですか？」

　振り返ると、響さんは無表情で私を見ていて、

「壁が修理されるまでの間、なんでもする、って言ったよね？」

「え、は、はい」

　た、確かにそう言ったし、覚悟もしてたけど。でも、そんなことを言い出す感じがなかったから、ちょっとだけ戸惑ってしまった。すると響さんは、

「君、彼氏いる？」

　と聞いてきた。

「え？　い、いないですけど」

　彼氏？　急になんだろう。ま、まさか本当に身体を要求!?　で、でもさっき、そういうことはしないって！

「じゃあ、さっそく要求するけど」

「は、はい」

「俺と結婚してくれない？」

「は、はい、え？」

　今、なんて？

「なんてね。冗談だよ」

　私がなにか言うよりも先に、響さんは無表情でそう答えた。

　じょ、冗談？　まぁ、冗談ならいいんだけど、口調も表情も、ちょっと本気に見えたような……。

　その後、私は部屋に戻った（なんとなく、一応玄関から）。だけど、響さんに言われた『結婚してくれない？』を思い返して、なんかちょっと、ちょっとだけ、ドキドキしてしまった。

　た、ただの冗談なのに！　なぜか、一瞬でも本気っぽく感じてしまったから！

〝あれ以来〟恋愛をしてこなかったからなぁ、私。だから恋愛経験値が低くて、こんな冗談でもすぐにうろたえてしまうのかもしれない。




　その後、私の荷物から百均で買ってあった予備のカーテンを取り出して、ハサミで裁断し、壁の穴部分に充てがい、私の部屋側から画びょうを刺して固定して、形だけは穴をふさいだ。ふさいだ、なんてほどではないけれど、少なくともお互いの部屋は見えない状態にはなった。

　こんな応急処置をしたところで、その気になれば簡単に侵入できるけど。でも、なんとなく響さんはそういうことはしない人だと思った。出会ったばかりの男性を信用しすぎだろうか。人を信用しすぎて私もいつか、債務者に逃げられるようなことがあるかもしれないとも思う。

　ちなみに壁に画びょうで穴を開けていいものかと悩んでいたら、「こんなに大きな穴開けといて、画びょうの穴気にするの？」と響さんにツッコまれた。きっと変わった女だと呆れられたに違いない。




「で、ではお休みなさい。本当に、申しわけありませんでした！」

　カーテンの処置が終わったあと、私はもう一度、玄関から響さんの部屋に行き、改めて頭を下げた。

「そんなに何度も謝らなくていいよ。君が気にしなければ、俺はしばらくこの状態でも構わないから」

　うぅ……優しい人だ……。本当にごめんなさい！




　翌日から会社の入社式までの二週間、私は長野の家に行き、お父さんとお姉ちゃんと過ごした。体調の悪いお父さんやお姉ちゃんと、少しでも長く一緒にいたかった。

　お父さんの具合は思ったよりはよさそうで、ひとまず安心だった。




　入社式の前夜に、私はアパートに戻ってきた。

　部屋で荷物の整理を軽く済ませると、安物ではあるけれど、迷惑をかけたお詫びのお土産を響さんに買ってきたので、それを渡しにとなりに向かった。チャイムを押すと、部屋から出てきた響さんから「壁から入ってくればいいのに」とクスッと笑われてしまった。いつも無表情な響さんの笑みを初めて見た。

　手渡した袋の中を見て、響さんは言った。

「これなに？　おまんじゅう？」

「あ、信玄餅です」

「長野に行ってきたのに、なんで山梨のお土産？」

「すっ、すみません！　ギリギリまで長野の家で家事や父の看病をしていたら、そこでお土産を買う時間がなくて、結局、長距離バスで立ち寄ったサービスエリアで。あ、でも、おいしいんですよ。前に大学の友達に買っていった時も好評でしたので、その」

「そうなんだ、ありがとう。食べたことないし、うれしいよ。あ、お茶淹いれるよ。一緒に食べよう」

「え!?　いえいえ！　そんなご迷惑おかけするわけには……!!」

　私は両手を顔の前でブンブン振ってそう言ったけど、

「なんでも言うこと聞いてくれるんでしょ？　ひとり暮らししていると、時々誰かと話したくならない？　俺だけかな？　あ、男の部屋に入るのは危険って思ってる？　いいじゃん、身の危険を感じたら、壁の穴から自分の部屋に避難すれば」

　そう言って響さんは、またクスっと笑った。壁の穴、もしかして響さんの笑いツボに入ってますか？

「さ、入って」と響さんは私を部屋の中へと促す。迷っていると背中を押され、私は結局、部屋に入ってしまった。

　私、完全に流されやすい。やっぱり保証人にならないほうがいいタイプだろうな。でも、響さんが身の危険を感じるような行動をすることは本当にないと思う。二週間留守にしていたけど、響さんが私の部屋に入った形跡はまったくなかったから。カーテンが外された様子もなかったし。もし悪い人だったら、のぞくくらいはすると思う。信用しすぎかもしれないけど、やっぱり、響さんのことはいい人だと思うんだよね。

　響さんは部屋の丸テーブルの上に信玄餅を置くと、「そこ座って」と言った。腰をおろすと、ふたり分のお茶も用意してくれた。

「へぇ～、おいしいね」

　響さんは食べながら言う。

　よかった、口に合ったみたいだ。

「響さんは、いつもこのくらいの時間には帰られているんですか？」

　ふと響さんの部屋の壁かけ時計を見ると、ちょうど二十時ごろだった。

「もう少し遅いことが多いかな。帰れないくらいに忙しい時もあるしね」

「なんのお仕事をされているんですか？」

「普通の会社員」

「そうですか」

　どんな会社なのか知りたい気もしたけど、知り合ったばかりの人（しかもすごく迷惑かけてる……）のことにあまり踏み込んじゃいけない気もして、それ以上は聞かなかった。

「石川さんは何日から仕事始まるの？」

　信玄餅を食べ終え、一息ついたところで響さんにそう聞かれた。

「明日です。明日入社式なんです」

「へぇ。そういえば、初めて会った時、化粧品の会社の前にいたよね。もしかしてあそこに勤めるの？」

「あ、そうなんですよ。卒業式の帰りにふらっと寄ってみました」

「やっぱそうなんだ。あそこ、就職の競争率、高かったんじゃない？」

「はは、そうですね」

　響さんは、無表情で感情が分かりづらいこともあって、最初こそ緊張したけど、話してみると案外、接しやすい人だなぁと思う。そして会社の話になったこともあり、私はふと、あることを思い出した。

「そういえば、就活中に会社の説明会に行った時に、そこで働く先輩たちが妙なウワサ話をしてるのをたまたま聞いちゃったんです」

「妙な？」

「はい。専務のせいで仕事辞める女性社員が何人もいる、みたいな。嫌ですよね、よっぽど性格悪い人なんでしょうか」

　すると響さんも「そういう上司、どこにでもいるよね」と言ってくれた。

「響さんの会社にもいるんですか？　そういう人」

「社長がちょっとね。ソリが合わないかな」

「そうなんですね」

　響さん、普通の会社員って言ってるけど、そんなふうに悩むってことは、普段は社長の近くで働いているってことかな？　一般の社員と社長は、しょっちゅう顔を合わせたり一緒に仕事をしたりしないイメージがあったけど、でもそれは会社によるよね。

「どこの会社にも、いろんな上司の人がいるんですね」

「石川さんは、いい上司と仕事ができるといいね」

「はい！　ありがとうございます！」

　明日から始まる社会人としての新生活にいろいろ不安もあったけど、だからこそ励ましてもらえたことがとてもうれしかった。

　長居するのは悪かったので、ゴミを片づけてからすぐに自分の部屋に戻った（玄関から！）。










上司の事情




「それでは、これより配属先を発表いたします」

　翌日。私の社会人生活の一日目だ。

　午前中は入社式、その後に新入社員と管理職との昼食会を挟み、最後に新入社員の配属先がそれぞれ発表され、各自の部署に移動し、仕事が始まる――というのが、この会社の入社式の毎年の流れとのことだった。

「配属先、どこになるかな」

　となりに座っていた同期のトモカちゃんが、こそっと私に話しかけた。

「広香は希望の部署とかあるの？」

「んー、深夜まで残業させてもらえるとこ。あっ、いやなんでもないっ」

　バカ、私。まだ仕事は始まってもいないのに、既に残業手当はどのくらい出るんだろうとか気になってるなんて。

　もちろん同期にも、家の借金のことは言ってない。人に言うことでもないしね。でも私、なにかの拍子にポロっと言っちゃいそう。さっきもつい変なこと口走っちゃったし。気をつけないと！

「では、五十音順に発表していきます。名前を呼ばれた人は返事をしてください」

　人事部長がマイクを持ち、会場の前方でそう言う。

「まず――赤あか井い拓たく也やくん。製造技術部」

「はい」

「続いて、石川広香さん。商品企画部」

「は、はい」

　商品企画部か。がんばろう。

　その後もひとりひとり、名前と配属先が発表されていった。ちなみにトモカちゃんは商品デザイン部だった。

「続きまして、専務からのお話があります」

　配属先の発表が終わったあとの人事部長のその言葉に、私は、いや同期のほとんどはゴク、と唾を飲み込んだ。変な緊張感も走ったと思う。

　専務。彼のせいで仕事を辞める女子が多いというウワサのある、専務。そのウワサを聞いていたのは私を含めて数人いたようで、その後、同期全員の間に広まって話題になっていた。

　いったい、どんな人なんだろう。

「それでは専務、どうぞ」

　人事部長がそう言うと、後方の扉がガチャ、と開いた。

　その瞬間、私の心臓は止まるかと思った。

　入ってきたのは……響さんだった。目を疑ったけど、間違いない。髪は整えられていたし、スーツを着ていたから雰囲気はかなり違ったけど。

「え、あれウワサの専務？　若っ。あー、でも社長の息子だもんね。ていうか、性格は分かんないけど、めっちゃイケメンじゃない？　って、広香？」

　トモカちゃんが小声で話しかけてきたけど、私はパニックになってしまっていた。

　確かに、響っていう名字はウチの会社の社長と同じだな、とは思った。社長の息子が若くして専務になっているというのも知っていた。けど、あのボロアパートのおとなりの響さんがその専務だとは、夢にも思わないよ!!

　しかも私、会社の専務（つまり社長の息子）の部屋の壁に、あんな大穴を開けてしまった!?

　響さんは、私がこの会社に勤めることを知っていたのに、なんでなにも言わなかったのかは分からないけど、私、クビになるんじゃ!?

　響さんの、いや、専務のありがたいお言葉は、私の耳にはほとんど届かなかった。

　話が終わると、新入社員は十分後に配属の部署へ向かうように、と指示を受けた。

「広香、どうした？　急に顔色悪くなってない？　貧血？」

　トモカちゃんが私の肩をツンツンとつつきながら聞く。

「え、いや、うん。大丈夫……」

　全然大丈夫じゃないけど、事情を話せない以上は、そう答えるしかなかった。

　専務は、入社式が終わるとすぐに部屋を出ていってしまった。

「広香～、部署一緒だなっ！」

　後ろからそう声をかけてくれたのは、同期の北きた嶺みね大だい樹きくんだった。

「偶然だよなっ、同じ大学の同じ学部だった者同士で同じ部署なんてさっ！」

「う、うん。大学で話したことはあんまりなかったけどね」

「なんだよ、そんな冷たいこと言うなよ～。てか、顔色悪くない？」

「いや、その」

「生理？」

「……」

　落ち着け、私。大樹くんは天然なだけで、悪気はないんだ。ただ今の私に、大樹くんの常にテンション高めな性格に対応できる自信はない。

　そのうち、各配属部署から先輩が迎えに来てくれた。新人社員はその先輩たちについてそれぞれの部署へと向かうようにと指示されていたので、私と大樹くんも、女性の先輩と一緒に商品企画部へ向かうことになった。

「私は月つき野の璃り恵え、入社五年目です。あなたたちの教育係なので、分からないことがあったらなんでも聞いてください」

　廊下を歩きながら、月野さんは言った。ファッションもメイクも歩き方もキレイで、隙のない人だった。

「あ、じゃあさっそく質問してもいいですか？」

　大樹くんが、右手をピッと挙げながら言った。月野さんが「ええ、もちろんよ。なに？」と笑顔で答えると、大樹くんは、

「残業代ってつきますか？　あんまりタダ働きしたくないので」

　と、とんでもない質問をぶつけた。

　ほかにも喫煙所の場所とか、休日出勤の有無など、まじめに仕事をしたくないかのような質問を連発して、月野さんの顔を引きつらせていた。

　でも今の私には、大樹くんをフォローする余裕がない。私の頭の中は響さん＝専務のことでいっぱいで。すると、

「石川さんは、質問はない？」

　月野さんが明るく尋ねてくれた。

「あ、えと、せ、専務って、どんな方ですか？」

　あ、しまった。私も変な質問しちゃったかな？

「なに？　もしかして専務に惚れちゃった？」

　月野さんがくすりと笑いながら言う。

「ちっ、ちがいます、そういうわけじゃ……」

「専務カッコイイもんね～。御曹司だし、仕事もできる。二年前に海外で大ヒットしたメイクブランドを推進したのも、当時、部長だった響専務。今も、メイクからファッションまでトータルでブランドを立ち上げようと、海外の支店と組んで新プロジェクトを画策しているの。グローバル事業の推進者として専務以上の適任者はいないわ」

「す、すごい方なんですね」

「そうね。でも、好きにはならないほうがいいかも。仕事はできるけど、女性社員に相当冷たいっていうウワサがあるのよ。セクハラするとか、飽きたらポイ、なんて話もあるし。まあ、それでもどういうわけだかモテることには変わりないんだけどね」

「え？」

「別に社内恋愛が禁止ってわけじゃないけど、そういうわけで、専務はやめといたほうがいいんじゃない？」

　セ、セクハラ？　飽きたらポイ？　響さんが？　でも、そういうウワサが社内で本当に流れているってことは、もしかしてもしかする？　そんな人には見えなかったけど。壁の穴をそのままにしておくのも、やっぱりマズかった？　いや、でも万が一そういうことになっても、悪いのは自分だって言っちゃったわけだし！

「さ、着いたわ。ここが商品企画部よ」

　私がいろいろ考えているうちに、商品企画部に到着したみたいだ。みな、電話をかけていたり、パソコンで作業していたりと、仕事に集中していた。部屋を出入りする人も多く、とても忙しい部署だということが伝わってきた。

　月野さんは、部屋の真ん中辺りのデスクの前で足を止めた。

「この人が、入社七年目の私の先輩、鹿しか野の礼れいさん」

「鹿野です。よろしく」

　月野さんも素敵な人だけど、鹿野さんはそれよりもさらに「大人」って感じのキレイな女性だった。月野さんと鹿野さんは仲がいいみたいで、「璃恵ちゃん」「礼さん」と呼び合っていた。

　化粧品の会社なんだし、キレイな人がたくさん働いているのは自然なことなのかもしれない。だけど、自分はお世辞にもそんなタイプじゃない。背は低いし、童顔で、この間は、なんと中学生に間違われたくらいだ。こんな私が、こんな先輩たちと一緒に働いていいんだろうか、なんて思った。

「いや、それ以前に明日には専務にクビにされるかもしれないんだけどね……」

「ん？　広香、なにか言った？」

　私の小さなひとりごとをキャッチした大樹くんには、「なんでもないよ」と返した。

「それから」

　月野さんが話を続けたので、私はうつむいていた顔をパッと上げた。

「あそこの窓側のデスクにいるのが、私たちの直属の上司に当たる古ふる谷たに係長よ」

　月野さんの声に気づいた古谷係長は、一瞬だけ顔を上げて、軽く笑って私たちにペコ、と頭を下げるとすぐに視線をデスクに戻した。三十代前半くらいの、細身で優しそうな男性だった。

「今はみんなバタバタしているし、部の人が揃う五時になったらゆっくり紹介するから、とりあえず紹介はこのふたりだけね。それから、悪いんだけど私も今からミーティングに参加してこないといけないの」

　デスクの上から資料を用意しながら、月野さんが言った。

「は、はい、分かりました。わ、私たちはなにをしてればいいですか？」

「う～ん。じゃあ、いきなり雑用押しつけるみたいで悪いんだけど、これやってもらってもいい？」

　それはこれから使う新品の伝票に、『株式会社コスメチア』というゴム印を押していく、という簡単な作業だった。




　月野さんが出ていったあと、私と大樹くんはさっそく作業を開始したけど、

「なんだか退屈じゃない？」

　数分経ったころ、大樹くんがヘラッと笑いながらそんなことを口にした。

「し、仕事中にそんなこと言っちゃダメだよ」

「でも月野さんが出ていく前に、『おしゃべりしながら作業してていいよ』って」

「た、確かにそうだけどっ」

　だからっていきなりそんなこと言い出すなんて！　大樹くんって本当に天然だな！

「せ、せめて声の音量下げようよ」

「ああ、ごめんごめん。じゃあ小声で話すね。あのさ、広香は出世欲とかある？」

「え？」

「俺は実はあんまりない。のんびり、それなりに楽しく仕事やれればそれでいいかなって。広香は？」

　私はゴム印を押す右手を止め、顔を上げた。そして大樹くんをまっすぐに見つめて、

「私は、出世したいと思ってる」

　そう答えると、彼は少し驚いたような顔をした。私は積極的なタイプではないし、ハキハキしているわけでもない。仕事で出世したい、と思っているのが意外だったんだと思う。

　大樹くんは「ふーん、そっか」と答えて、出世トークはそこですぐに終了した。大樹くんから始めた話題だったけど、大して興味はなかったんだと思う。

　本当はバリバリ仕事がしたいってわけじゃない。仕事ができるようになって、少しでも多くお金を稼ぎたいのだ。




　五時になると商品企画部のほとんどの人たちが戻ってきたので、自己紹介をした。部長、次長、先輩、みんな優しくていい人そうだった。

　その後、月野さんから「定時過ぎたし、今日はもう帰っていいよ。仕事は明日から教えるね」と言われたので、私と大樹くんは揃って部署を出た。

「ねえ広香、せっかく同じ部署になったんだし、このまま飲みに行かない？」

　オフィスの長い廊下を歩きながら、大樹くんは私にそう言った。

「あ、えと、ごめん」

「ん？　なんか用ある？」

「その……」

　飲みに行くお金がない、とか、この時間に帰れば、スーパーのタイムセールに間に合うから、とかは言えなかった。

　それよりなにより、今日はのんびり飲んでいる場合じゃなくて、早く帰って〝やらなきゃいけないこと〟が!!

「いいじゃん行こうぜ。明日からがんばっていこうって、気合を入れる意味でもさ！」

「えと……」

　どうしよう。気持ちはすごくうれしいんだけど。

　大樹くんは天然で、たまに「え？」って思うことを言ったりもするけど、誰に対してもフレンドリーだし、とてもいい人だ。私も本当は、一緒に行きたい。だけど、そんな彼にだから、極力ウソはつきたくなくて。

「私、詳しくは言えないんだけど、あんまりお金なくて」

「え？」

「ご、ごめん。じゃあ、また明日。バイバイ」

「うん、また明日な」

　会社の玄関で、私は大樹くんと別れた。

　ごめんね大樹くん。何年先になるか分からないけど、いつか一緒に飲みに行こうね！

　そして私は、スーパーに行く前に、急いで会社の近くのデパートで〝あるもの〟を買った。お金はないけど、それでも、これは絶対に買わなきゃいけないものだった。




　夕食を作って食べ終わったあと。私はそわそわしながら、壁の穴を隠しているカーテンを何度も見ていた。そして二十一時を過ぎたころ。

　――ガチャ。

「！」

　となりの部屋の玄関が開く音が聞こえたので、私はデパートで買った〝それ〟を持ち、自分の部屋を出た。そして、となりの――専務の部屋の玄関をコンコンとノックすると、すぐに専務が出てきた。

「あ、石川さん」

「お帰りなさい！　そして、すみませんでしたぁああ!!」

　私は九十度以上腰を曲げて頭を下げながら、両手で紙袋を専務に差し出した。

「え、なにこれ」

　専務は私から紙袋を受け取ったものの、そう答えただけだった。私はびくびくしながら顔を上げて、専務と目を合わせた。

「あの、私、知らなくて！　専務が専務だと知らなくて！　あぁっ、変な日本語なんですけど、その、まさかおとなりに勤務先の専務が住んでいるとは思わなくて！」

「思わないだろうね、普通は。ていうか俺も言わなかったし、知らなくて当然だと思うんだけど」

「い、言ってください！　あ、いや、偉そうにすみません。その、その……」

　私がオロオロしていると、専務はこれまでと変わらない無表情で、でも優しい声で「とりあえず、中に入りなよ」と言ってくれた。でも、

「い、いえ、まさか専務のお宅におじゃまするわけには！」

「昨日入ったじゃん」

「そ、それはまさか専務が専務だとは思わなかったので！　あぁ、また変な日本語に！」

「いいから、入りなよ。そこで立ち話されるほうが困るから」

　そう言われ、私は恐縮しながら専務の部屋に入った。昨日とは違う緊張感がある。

　部屋に入ると、テーブルの前に座った。正面に専務が座る。

「まず、これいらない」

　専務は、さっき受け取った紙袋を私に返してきた。

「えっ、で、でも！　お詫びなんです！　壁に穴を開けてしまったお詫び！　いや、専務だと知ったから急にお詫びを買ってくるなんてあれなんですけど……」

「いや、もうもらったじゃん、信玄餅」

「それはそうなんですけど」

「ちなみにこれ、中身なに？　食べもの？」

「はい。ハムです」

「なんでハム？」

「え？」

　蕎麦屋の実家では、普段の食事も和食中心だったから、デパートのハムって最高のごちそうだと思っていたんだけど、世間一般的にはそうじゃないんだろうか。

「とにかく自分で食べて。借金のある人にこんなものもらっても、うれしくないよ」

　表情が変わらないから余計にそう思うのかもしれないけど、専務の言葉にはどこか重みがある。

　本当に迷惑なのかもしれない。私は返された紙袋をギュッと抱きしめた。紙袋がクシャッと音を立てる。

「あ、別に迷惑ってわけじゃないから」

　フォローするかのように、専務はそう言ってくれた。声色も優しかった。なので私も、素直にコクンとうなずいた。

「いろいろ聞きたいことがあると思うんだけど、なにから言えばいい？」

　専務がそう言ってくれたので、私は真っ先に、

「なんで、専務だってこと言ってくれなかったんですか？　私、コスメチアの社員だってちゃんと言ってあったのに！」

　と聞いた。

　もしかしたら言わなかったんじゃなくて、言えなかったのかも。なにか深い理由があったのかも、という考えもないことはなかったんだけど、

「言わないほうが楽しいかなって」

　専務から返ってきたのは、まさかのそんな言葉で。

「私、専務のこと『優しくていい人』って思っていたんですが」

「え、本当に？」

　専務は相変わらず表情ひとつ変えずにそう答えた。

「俺、自覚はないんだけど、昔から『Ｓっ気ある』って言われる」

「そ、そうなんですね」

　言われるまでもなく完全にＳっ気のある人だ。でも、自覚はないって、自覚があるより厄介だ。だけどそう語っている専務は、やけに澄んだ瞳をしている。

「で、実際に楽しかったですか？」

　私がそう聞くと専務は、

「会社で君の驚いた顔を見た時はおもしろかった。でも、こうして頭下げてハム持ってこられると心が痛む」

　と答えた。痛む良心を持っているなら、もっと早く痛めてほしかった。

「でも専務は、なんでこんなボロアパートに住んでいるんですか？」

　私は、次の質問を専務にぶつけてみた。

　専務なら、もっといい住まいに暮らせるお金があるはず。それでなくても社長の息子なのだから、きっと立派な実家もあるだろうし。

「昨日も言ったけど、社長と気が合わなくてね」

「社長って……お父様、ですよね？」

「うん、仕事だけならいいんだけど、家でも顔を合わせるのがめんどくさくて」

　そう専務は答えた。

「社長のことは、どんな方なのかほとんど知らないのですが、性格が合わない、ってことですか？」

「まあそれもあるんだけど。なんか、自分の価値観とか理想像を無理やり押し付けてくるからダルい」

「そうなんですか」

「それに、実家にいると許嫁いいなずけに優しくしなきゃいけないしね」

「ああ許嫁、え？」

　私の日常生活では耳にしない単語に、つい思いきり聞き返してしまった。

「許嫁、あ、婚約者って言ったほうが伝わるのかな？　いや、正式に婚約はしてないけど。ただ、俺が家にいると、父親が婚約者を家に呼んじゃうから。優しく接しないと、父親にネチネチ言われるしね」

　なんだか異次元の話だ。婚約者なんて、漫画やドラマの世界だけのように感じていた。そういうことがあるのが頭では分かっていても、実際に身近で話を聞くと驚いてしまう。だけど私がそう言うと専務は、

「え、俺の周りの人たちにはけっこういるよ、婚約者」

　らしい。

　周りの人、というのが親戚なのか友人なのかは分からないけど、どちらにせよ、専務はそういう世界で育ってきたんだろうな。やっぱり、私とは住む世界が違うっていうか。

「もしかして、ご実家にはメイドやセバスチャンとかもいるんじゃ？」

　さすがにそこまではいないかな、と思いながら聞くと、

「メイドというか、使用人として働いてくれている女性ならいるよ。子どものころからいろいろ世話してくれてた」

　と答えてくれる。

「そ、そうなんですね。でも、家を出てきたりしたら、その方も驚くんじゃないですか？」

「別に突発的に家出してきたわけじゃないし。父にも使用人にもきちんと伝えてきたよ。父が嫌いだから家を出ますって」

「えええ!?　そんなこと言ったんですか!?」

「うん。なにか変？」

「そ、そんなマジメに聞かれても……で、社長はなんて？」

「好きにしろって。別に家を出たくらいでいろいろ言われる年齢でもないしね。それに、いつかは戻ってきて俺が会社を継ぐって思っているんだよ。だから婚約者の件も保留にしてくれている。ほら、今は婚約者の子をほったらかしにしているわけだから」

　話を聞けば聞くほど、現実味がわかない。長年、どちらかというと貧乏な生活をしていた上に、今は実家に借金まである私からしたら、何もかも遠いお話だ。

「そんなわけでひとり暮らしをしているんだ。最初はこのアパートに住む予定はなくて、会社のある沿線のマンションに住もうと思っていたんだけど」

「会社のある沿線？　あの、もしかして、Ｓ駅にある高級タワーマンション、なんてことは」

「え、うん。よく分かったね。でも、そんなに高級かな？」

「えぇえ！」

　す、少なくとも一般人にはとてもとても住めないですよ!!

「俺はさ、あのマンションを下見して帰る途中で目にしたこのアパートに、心を奪われたんだよ。最初は解体工事の途中の建物かと思ったんだけど、普通に人が住んでいるアパートでビックリした。今まで見たことのない建物だったから、まじまじ観察しているうちになんだか住みたくなってきて」

　今まで抑揚のないしゃべりを続けていた専務だったけど、テンションが上がったのかやや身を乗り出し、頬と口もとも緩ませながら、楽しそうに言った。

　ていうかそれ、どんな理由ですか!!

　そして専務は極めつけに、

「こんなアパートには、普通、滅多に住めないんじゃないかと思って」

　確かに見るからにガタガタだし、隙間風がハンパじゃないし、階段もサビだらけですけど。

「ずっとあのただっ広くて堅っ苦しい家に住んでいたせいかな。こんな不自由そうな場所でのびのびと暮らしてみたいって思ったっていうのもある」

「ひ、広くて堅苦しいとか、不自由な場所でのびのびとか、妙な日本語ですが」

　専務はとんでもないことを言っている。そして、ここに住むしかなかった私は『普通じゃない』と遠回しに言われた気がする。

　とはいえ、専務は相変わらず〝澄んだ瞳〟だ。

　無自覚なＳはやっかいだ。本人に悪気がないから、責めることもできない。それに、専務は少なくとも悪い人ではない。悪い人なら壁の穴のことで脅してくるかもしれないけど、そうしないどころか、私の初任給まで修理を待つと言ってくれている。

　でも『専務のせいで辞める社員が多い』『女性社員に手を出す』といったウワサの真偽については、確かめられなかった。

　少々言動にＳっ気はあるけど悪意はないし、たとえ悪意だと勘違いしても、それが原因で仕事を辞める人が続出するほどのものとは思えなかった。

　なにかほかに理由があるんじゃないかとは思ったけど、ここでそれを聞いたら、ウワサに翻ほん弄ろうされてるみたいで、専務に失礼な気がした。ウワサのことは、しばらく聞かないでおこうと思った。

「とりあえず、聞きたいこととかはもう大丈夫です」

「そう。じゃあ明日から本格的に仕事も忙しくなるだろうし、早く寝なさい」

　そう言われ、私も「はい」と答えて立ち上がった。専務も一緒に立ち上がる。

「あれ、玄関から帰るの？　壁から帰れば？」

「だ、だから壁からは行き来しませんよ」

「気をつけて帰ってね。となりだけど」

「ありがとうございます。さすがに大丈夫です」

　私は専務に背を向け、玄関で靴を履いた。すぐとなりだけど、今日はもともと謝罪のつもりで来たから、サンダルじゃなくてパンプスだった。

　その時だった。

「君が結婚してくれれば、少々強引だけど、俺は父の縛りから解放される気がする」

　え？と振り向いた瞬間、専務の右腕が玄関のドアに触れた。私は専務とドアの間に挟まれてしまった。そのままゆっくりと、顔が近づいてきた。

　ち、近い近い近い近い近い近い!!

　私にとって昨日までの〝響さん〟は、髪もボサボサで顔もよく見えない男性だった。でも今の〝専務〟は、会社から帰宅したばかりだったから、髪はサラサラで、顔も隠れてない。目も眉もまつげも、その整った顔のすべてがよく見える。

　そういえば、初めて会った時から肌がとてもキレイな人だと思っていたけど、それって化粧品会社に勤めているからなのかな。なんて、今はそんなことはどうでもよくて!!

「ち、近いです!!　そ、それに結婚なんて！　ど、どういうことですか！」

　自慢じゃないけど、恋愛経験値がかなり低い私は、男性とこんなに顔を近づけたことは今までなかった。しかも突然の結婚申し込み、なんていうとんでもない状況まで加わり、パニックに陥ってしまった。

　すると専務は言った。

「会社を継ぎたくないわけじゃないんだけど、人生をなにもかも他人に決められるのが嫌なんだ」

「は、はあ？」

「だから、婚約者と結婚するくらいなら、君と結婚したい」

「どんな理由!?」

　ひどい！　それって女なら誰でもいいってことでしょ！　ひどすぎるよ、そんな理由で私と結婚なんて！　私にも人権ってものがある!!

「と、とにかく離れてくださいっ！」

　私が胸板を押すと、専務はあっさりと壁ドン状態から私を解放してくれた。

「別に、誰でもいいってわけじゃないよ。どうせ結婚するなら君みたいにかわいい子がいいし、ちゃんと常識があってマジメそうなところも俺の好みだし」

「褒めていただいてありがとうございます。でもうれしくないですっ。か、帰ります！」

　私は慌てて玄関から飛び出した。

　そして自分の部屋に入るとその場に座り込んだ。

　突然『結婚したい』って何？　理由もとんでもないし！　でも、至近距離で見つめてきたあの表情に、さっきは驚くばかりだったけど、思い返すと胸がドキッとしてしまうなんて……。私、どうかしちゃったのかな。

　いや、あくまで男性にあんなに真っすぐ見つめられて、しかも壁ドンされたことにドキドキしただけ。結婚しようって言葉にときめいたわけじゃない。

「とりあえず、クビって言われなくてよかった」

　専務の言うとおり、明日からの本格的な始動に備えて、早く寝よう。










先輩の事情




　翌日から、本格的に仕事が始まった。

　仕事は基本的に、指導係の月野さんが教えてくれる。

　専務とは社内で会うことはほとんどなく、たまにすれ違うくらいだった。そして、すれ違ってもお互い会釈するだけだった。

　また、私は新入社員なので毎日定時には退社していたけど、専務はあれ以降毎晩帰りが遅く、アパートでも会話することはなかった。

　仕事は、相変わらず雑用が多めだったけど、新商品の提案書の確認や、ラフ案のチェックなど、少しずつ商品企画部らしい仕事もさせてもらえるようになった。

　大樹くんはというと、初日に不マジメともとれる質問を連発していた人とは思えないほど、書類の作成も早く、提案する企画も的確だった。大樹くんは、驚くほど仕事ができる人だった。飲み込みが早いのだろうか、毎日テキパキと仕事をこなしていた。またコミュニケーション能力が高いこともあり、先輩にも上司にも気に入られていた。

　実は私は、大学一年生のころ、ほんの少しの期間、大樹くんと付き合っていたことがあった。

　初めての彼氏で、別れたあとは、誰とも付き合っていない。

　といっても、入社式の時に彼に言った『大樹くんとは大学でほとんど話したことはなかった』というのも、本当のことで。

　出会いは大学の友だちの紹介だったのだけれど、その三日後の夜、大樹くんはＬＩＮＥで突然〔とりあえず付き合ってみよう〕というメッセージを送ってきたのだった。

　とりあえず付き合う？　とりあえず友達じゃなくて？そう思ったりもしたけど、友達から『それもいいじゃん！』と言われたのもあり、私と大樹くんは〝友達〟という過程を吹っ飛ばし、〝とりあえず彼氏彼女〟になったのだった。

　でも、自由奔ほん放ぽうでマイペースな大樹くんに私はどうにもついていけず、キスもしないまま一カ月で別れを告げた。手は繋いだけど、恋人らしいことをしたのはそれだけだった。

　大樹くんもあっさり了承してくれたので、気まずい別れじゃなかったけど、それから顔を合わせることもめっきりなくなった。そして大学四年生の秋、会社の内定式で偶然の再会を果たした、というわけだった。

　だから同じ会社、しかも同じ部署に配属されるとは驚きだった。大樹くんはマイペースだから、そうでもなさそうだったけど。

　大樹くんと付き合っていたころ、マイペースに加えてアクティブで天然な彼とのデートは、私には本当にハードなものだった。

　自転車で四十キロのサイクリングをさせられたり、〝出る〟とウワサの廃墟の探検に真夜中に付き合わされたり、『ギネス級のクワガタを探しにいきたい』と怪しい森の中に連れていかれて遭そう難なんしかけたり。

　一カ月とは思えないほどの濃い思い出（すべて嫌な）を刻み込まれた私は、恋愛をする体力をすっかり使い果たしてしまい、新しい恋愛をする気がなくなってしまったのだった。

　私の恋愛偏差値が相当低いのは、そういうわけだ。今はその思い出も薄れ、借金さえなければ今度こそ素敵な恋愛がしたいと思っているけど。

　まあ、それはともかく。大樹くんがこんなに仕事をがんばっているんだ。私もがんばらなくちゃ。




　そんなある日のことだった。

「係長～、そろそろコーヒー淹れましょうかっ？」

　月野さんがそう尋ねると、係長は「あ、うん。ありがとう」と答えた。給湯室へ向かおうとする月野さんを、私は引き止め、

「あの、コーヒーなら私が淹れますっ」

　と声をかけた。

　早くいろんな仕事ができるようになりたい。けど雑用も引き受けて、周囲の人たちに気を回せるようになりたい。大樹くんみたいに、もっとコミュニケーションもとっていきたいし。

　でも、月野さんは、

「ありがとう。でも大丈夫よ」

　と給湯室へ向かっていった。でも私はついていき、食い下がった。

「あの、やらせてください。私、今、手が空いていますし」

「私も空いているから大丈夫よ」

「私、まだできる仕事も少ないですし、やれることはやりたいと思っていて、その」

「じゃあ、あとで部長にコーヒー淹れてあげてくれる？　係長のは私が淹れるから」

「あ、それなら部長のコーヒーと一緒に、係長のも私が淹れますよ」

　すると月野さんは、眉み間けんにシワを寄せ、明らかにイラっとした口調で、

「いいから席に戻りなさい。係長のは私が淹れるって言ってるでしょ」

　と、言った。

　はい、と小さく返事をすると、月野さんは廊下に出ていった。

　怒らせた、かな。怒っていたよね、月野さん。やらなくていいって言われたのに、私、しつこかったかな。でも、なんで部長のコーヒーは私が淹れて、係長のだけ月野さんなんだろう。

　そんなことを考えていると、

「あれ、困ったな」

　という係長の声が聞こえてきた。

「どうかしましたか？」

　自分のデスクに戻る前に、係長のデスクに近づき、そう聞いてみると、

「ん～、あのね、ほかの部から送ってもらったファイルを開きたいんだけど、うまく反応しなくて」

　と係長が言うので、私は後ろから、パソコンをのぞいてみた。

「あ、これならファイルをこっちのフォルダに移せば対応すると思いますよ」

「えっ、本当？　ちょっとさ、やってくれない？　どうもこういうのニガテで」

「はい」

　よかった。私にもできることがあった。

　私は係長の横に移動し、マウスに手を伸ばして処理を始めた。その途中で、月野さんがコーヒーを持って、給湯室から戻ってきた。

「石川さん、なにやってるの？」

　月野さんは、いつもより低い声で私にそう聞いた。

　あれ、普段は「広香ちゃん」って呼んでくれているのに？

「あ、あの、係長のデータの処理を……あ、できました」

　私がそう言うと、係長が、

「あっ、本当だ！　ありがとう石川さん、助かったよ～、またなにかあったら頼むね」

　と言ってくれた。すると月野さんは、

「係長っ、コーヒーどうぞ！」

　と言って、係長のデスクにコーヒーを置き、なぜか私をギロッと睨にらみ、デスクへと戻っていった。

　ど、どうしよう。コーヒーの件もそうだけど、もしかして係長の仕事に私が手を出しちゃいけなかったのかな。でも係長は喜んでくれたし……。




　その日も私は定時で仕事を上がれることになった。でも、月野さんと鹿野さんが見当たらなかったので、挨拶をするため、廊下に出てふたりを探していた。

　挨拶もそうだけど、あれから月野さんに避けられ続けていて、まだ謝れていない。

　すると、給湯室から月野さんと鹿野さんの声が聞こえてきた。

「……若いからってさ……」

「案外、男に媚びるタイプで……」

　ドキッとした。もしかして、私のこと？

「あ、広香ちゃん」

　給湯室に入っていった私の姿に気づくと、月野さんはパッと笑顔で私の名前を呼び、手を振ってくれた。

　あ、よかった。名前で呼んでくれた。声も明るいし、今の会話は気のせいかな？

「あ、あの。私これで上がります。お先に失礼しますっ」

「了解ー。お疲れさまー」

「あ、あと、今日はすみませんでした。私、しつこかったり係長の仕事に手を出したり、なんか、月野さんを怒らせてしまったみたいで」

「えー？　なにも怒ってないよ？　むしろ気にさせちゃったならごめんね」

　月野さんは明るくそう言ってくれた。

　昼間から避けられていると思ったのは、私の考えすぎだったのかな？

「あ、あの、じゃあお疲れさまでした！　明日もお願いします！」

　月野さんと鹿野さんにそう言うと、私はふたりに背を向けて給湯室を出ようとした。その時、

「そーいえば広香ちゃんてさぁ」

　後ろから月野さんに声をかけられ、私は振り返る。

「はい、なんですか？」

「気を悪くしたら申し訳ないんだけど、もう少し服装、なんとかならない？」

「え……？」

「ウチは化粧品会社だしさ、もう少しキレイな格好したほうがよくない？　その服、安っぽく見えるよ」

「え、は、はい……」

　オシャレには正直、無む頓とん着ちゃくで、あまり洋服も持ってない。会社は私服での勤務だから、本当は就職前にもっといい服を揃えたいと思っていたけど、お金がなくてできなかった。

　すると今度は鹿野さんが、

「あとさぁ、そのヘアスタイル。広香ちゃん、顔が幼いから、その真っ黒い髪を後ろでひとつに束ねただけだと、中学生みたいだよ」

　と言う。

「あ、私クセっ毛で、下ろしていると広がってきちゃうので、縛りたくて……」

「そんなの美容院行ってケアしてもらえばよくない？　染めてもいないし、パーマもかけてないし。っていうか、今どきの中学生のほうがまだオシャレかも」

　そう鹿野さんが言うと、月野さんとふたりでクスクス笑った。

　あ、私、悪意向けられている？

「あ、イヤミを言ってるわけじゃないからね？」

「そうそう、アドバイスだから」

　ふたりにそう言われ、私は、

「は、はい。ありがとうございます」

　と、答えるしかなかった。




　その後、給湯室を出ていくと、

「え……」

　入り口のすぐ横の壁に、専務が腕を組んで寄りかかっていた。

　な、なんで専務がここに？　あ、役員室のあるフロアって階が近かったっけ。ていうか、ここにいるってことは、今の会話、聞いていたんだよね？

　そう思って焦ったけど、それはすぐに恥ずかしさに変わって、私は顔がカァッと熱くなるのを感じながら、

「お疲れさまです！」

　と、それだけ言って、急いで会社をあとにした。




　帰宅途中、夕食の買い物のためスーパーに寄る。でも、給湯室で話をしていたせいか、タイムセールに間に合わなかった。仕方がないので、賞味期限ギリギリで安くなっていた、もやしと缶詰を買った。

　さっきの月野さんと鹿野さんの言葉は、買い物の間もずっと頭の中を回っていた。

『ダサくない？』

『中学生みたい』

　私だって、本当は服を買ったり、美容院へ行ったり、おいしいものを食べたりしたい。昔から嫌なことがあると甘いものが食べたくなったけど、でも今は、ケーキを買うお金すら私には惜しかった。




　家に帰って、もやしと缶詰でなるべくお腹の膨れる料理を作る。借金ができる前から実家は裕福っていうわけではなかったし、石川家の食事は基本的に私が作っていたから、私は節約料理が大の得意だ。

　二十時を回ったころ、となりの部屋の玄関が開く音が聞こえた。

　専務、今日は早めに帰れたんだ。そういえば給湯室での件、聞かれていたよね。

　となりの部屋の電灯がついたのが、壁の穴のカーテン越しに分かる。すると、

「石川さん、いる？」

　壁の向こうから、専務にそう尋ねられた。

「は、はい、います」

「渡したいものがあるんだ。玄関まで回るの面倒くさいから、カーテン外してくれない？」

　私は「は、はい」と答え、急いでカーテンを外すと、専務の姿が目の前にあった。そして、

「はい」

　専務はそう言って、白い箱を私に差し出した。

「え、なんですかこれ？」

「ケーキだよ」

「え!?」

　ちょうどケーキ食べたいと思ってたー、じゃなくて！

「ど、どうして？」

「先輩にいろいろ言われてストレス感じて、甘いものでも食べたいだろうと思って」

「……」

「ついでに言うと、本当は甘いもの食べたいのに、お金がないからって諦めそうだなと思ったから」

　なにもかも見透かされて、ちょっと怖いくらいです。でも、うれしい。だけど、

「そ、そんな、いただけません。きょ、今日、先輩方に言われたことは事実だし、それでなくても会社の上司に、しかも専務に、私なんかが気を遣わせてしまうわけには」

　話している途中で、私のお腹が盛大にグーと鳴った。

　さっき夕飯を食べたばっかりだというのに。そんなにこのケーキが食べたいのか、私のお腹は。

　恥ずかしくて、両手をお腹にあてながら私はうつむいた。

　すると専務は、

「なにかいい匂いがする」

　と言って、鼻をクンクンと鳴らし始めた。

「え？　私の部屋からですか？　たぶんさっき作った夕飯の匂いです」

　匂いなんてとっくに消えていると思うけど。専務、鼻がいいんですね。

「なに作ったの？」

「もやし炒めです」

「なにそれ。食べてみたい」

「え!?」

「あ、そうだ。このケーキあげるから、君の料理食べさせてよ。余ってればだけど」

「余ってはいますが……」

「じゃ、決まり。お邪魔します」

「あっ、あのっ」

　止める間もなく、専務は壁の穴から私の部屋に入ってきた。

「ケーキ、どうすればいい？」

「え、えと、じゃ、じゃあその、いただきます。すみません本当に。あ、テーブル用意します」

　私は、食事の時以外は部屋の隅に置いている木製の丸テーブルを、部屋の真ん中に持って来て、専務にその前に座ってもらった。

　そして台所に行き、ケーキの箱をパコッと開けてみる。

「わあ、すごい」

　中には、キラキラしたかわいいケーキが三つ入っていた。

「専務、三つありますけど、私がふたついただいてもいいということでしょうか」

　お皿の用意をしながら、専務にそう尋ねる。

「え？　石川さんが三つ食べればいいじゃん」

「え!?　そそ、そういうわけには！」

「俺はもやしをもらうから、ケーキはいいよ。甘いものそんなに好きじゃないし」

「そ、そうですか？」

　そう言われ、それ以上はなにも言えなくなる。

　でも、こんなにおいしそうでかわいいケーキ（しかも三つ）と、もやし炒めの残りを交換するなんて、詐さ欺ぎみたいだ。

　とりあえず、入っていたチョコレートケーキと、もやし炒めの余りをそれぞれお皿にとり、テーブルに運んだ。

「お口に合えばいいのですが……」

　たかがもやしを炒めただけの料理なのに大げさだったかな、と言ってから思ったけど、ひと口食べた専務は、

「うまい！　うまいよ、なにこの素朴な味！」

　と言った。褒ほめられてるのかけなされてるのかよく分からなかったけど、でも、無表情ながらもその目の奥がキラキラと輝いているように見えた。

「あの、そんなにおいしいですか？」

「うん。食べたことないし」

「ありがとうございます。専務のお家では、もやし炒めとか食べないんですね」

　でも、どんな理由でも、自分が作った料理をおいしいと言ってもらえるのはうれしかった。

「あ、あの、私もケーキいただきますね」

　私もチョコレートケーキをフォークで口に運ぶ。

「おいしっ!!」

　衝撃だった。

　口の中に広がる、甘くてほろ苦いチョコレートの味。その甘さは後を引き、それでいてくどくなく、優しい。口に入れた瞬間、溶けて消えてしまいそうな舌触りも心地いい。

　この味を私のボギャブラリーではうまく表現できず、結局、「本当においしいです」という、単純かつ一番分かりやすい言葉を出すのがやっとだった。

　ていうかちょっと待って、こんなにおいしいケーキ、いったい値段はいくら？

「このケーキ、もしかして一つ千円くらいするんじゃ？」

　私が恐る恐る尋ねると専務は言った。

「うん、そのくらいかな。あ、二千円だったかな」

「にっ、せん!?」

　驚いてケーキを吹き出しそうになったけど、〝もったいない!!〟と貧乏性が出て必死に吸い込もうとしたら、咳き込んでしまった。

「なにしてんの？　大丈夫？」

「い、いやいや二千円って！　え、ひとつ!?　三つでじゃなくて!?」

　食べかけのケーキと専務の顔を交互に見ながら、私は激しく動揺する。

　二千円のケーキなんて、食べたのはもちろん見たのも初めてです！

「普通そのくらいじゃない？　自分で買ったことなかったからよく分からないけど」

「どこで買ったんですか、こんなケーキ……」

　私はまた震える手でケーキをぱくりと口に含んだ。

　値段を知ってからのほうが、よりおいしく感じてしまったのは、私が卑しいせいだろうか。

「元気は出た？」

　不意に、専務にそう尋ねられる。

「嫌な思いするよね。先輩にああいうこと言われると」

「えと……」

　会社でのことを思い出して、また気持ちが沈みかける。

「だ、大丈夫です。気にしていません！　私にもいけないところがあったし！」

　専務にこれ以上気を遣わせるわけにはいかない。ケーキを食べて元気が出たこともあり、私は明るく振るまった。

　実際、確かに落ち込んだけど。でも、それは先輩たちに言われたということだけが原因じゃない。化粧品会社のＯＬなのに、洋服や化粧品を満足に買えない、それどころか食べたいものすら我慢する日々。そういう今まで耐えてきたものが一気に心にきてしまったようで……。

　でも、それを顔や態度に出さないようにしなきゃと思う。人に迷惑をかけたり、心配させたりしたくないから。

　専務には気を遣わせてしまったけど。もう大丈夫、大丈夫。私は平気だ。

　すると、うつむきがちになっていた私の頭に、専務の大きな右手がポン、と乗った。

「専務？」

　顔を上げて、専務を見つめると……。

「ん？」

　それ以上はなにも言わない。でも、いつもの無表情が、少しだけ柔らかくなったように見えた。もやしを食べて目を輝かせていたさっきとも、なんだか違う。

　微笑んでる？

　意地悪な笑みでもない。純粋な優しさの笑みだっていうことは、すぐ分かった。だから余計に、いつもと違う表情に、思わずドキ、としてしまった。

「まあ、あれだね」

　専務は私の頭から手を離して言った。

「給湯室での会話をすべて聞いたわけじゃないから推測だけど、君が古谷係長にコーヒーを淹れようとしたら止められ、君が食い下がったら月野さんが怒って、月野さんと鹿野さんが一緒に君にイヤミを言ったってとこかな」

「なんで分かるんですか!?」

　エスパー!?　専務はエスパーですか!?

「なんとなくそう思っただけだよ。月野さんが、古谷係長に近づく女性社員に態度がキツいっていう話を聞いたことがあったから。君に教えといてあげたらよかったね。ごめんね」

「え！　いえいえ！　そんなとんでもないです!!」

　私は顔の前で両手をぶんぶんと振り、「専務が謝ることではないです!!」と伝えた。

　でも、そうか、そうだったんだ。私、人の恋愛事情にも、本当に鈍感なんだよね。

「けど、それだけの情報でコーヒーのくだりまで当てちゃうなんてすごいですね」

「それもなんとなくだけどね。君、しっかりしているし、マジメで素直だから、仕事の面で怒られるとかなさそうだし」

　専務はサラリとそう答えてくれた。

　今、自分のことに否定的になっているからかな。なにげない専務のその言葉が、社交辞令だろうけど、なんだかすごくうれしかった。

「でも、私にも悪いところがあったことに変わりはないですね」

　ケーキを食べ終わり私は言った。

「なんで？　石川さんは一方的に八つ当たりされただけじゃないの？」

「いえ、同じ女性として、誰が誰を好きとか、そういうのは雰囲気で分かるべきでした」

「その優しさがいつか身を滅ぼさないといいけど」

　そう言って専務はまた小さく笑った。その微笑みも優しかった。

「ケーキ、本当にありがとうございました」

　専務がもやし炒めを完食したころを見計らって、私は改めてお礼を言った。

「いやいや、こちらこそごちそうさまでした」

　専務もそう言って頭を下げてくれた。

「商品企画部の女性社員って、思ってたより気が強そうだね。君にケーキをあげたことも黙っていたほうがいいね。君が俺にえこひいきされているとか周囲に思われそうだ」

「それは、その」

　確かにそう思われるのは怖い。そんなふうに思う人はいないって信じたいけど、ケーキをもらったのは事実だ。でも、これは立派なえこひいきに入るのでは？

「今日のはえこひいきにはならないよ」

　私の心を見透かしたかのように専務が言った。

「ほ、本当にならないですか？」

「うん。代わりにもやしももらったし。そもそも今日のは、別に落ち込んでいる新入社員の石川さんのために買ってきてあげたケーキじゃなくて、お世話になっている、隣人の石川さんに買ってきたケーキだから」

　だからいいんだよ、と専務は言った。

　お世話になっているなんて。それどころか壁に穴を開けて、大変な迷惑をかけてしまっているのに……。

　それに、専務が私を元気づけるためにケーキを買ってきてくれたのは明らかで。

　気を遣わせて申し訳ない、と何度も何度も思う反面、それがうれしくもあって。

「ありがとうございます」

　私はそう答えた。

「あと、同じアパートに住んでいることも隠しておこう。バレたところでどうってことないけど、変に誤解されることもあるかもしれないし、わざわざ言うこともないかなって」

「そうですね」

　それに関しても同意だったので、私はもう一度うなずいた。

「ふたりだけの秘密ね」

　専務はそう言った。

　専務と〝ふたりだけの秘密〟。その言葉にほんの少しだけうれしさを感じたのはなぜだろう。










デートの事情




　だけど、それから私は月野さんと鹿野さんのちょっとしたターゲットになってしまったようで。いじめとまではいかないけど、接し方が明らかにキツくなって、今までみたいに親しく話してくれることはなくなった。

　呼び方も、「広香ちゃん」ではなく、「石川さん」に変わった。

　無視される、とまではいかないし、仕事は教えてくれるから思いつめるほどではないかもしれない。それでも、普通に接してくれていた人たちが急に冷たい態度に変わるのは、やっぱり悲しかったし、寂しかった。

　大樹くんは変わらず私と仲良くしてくれている。彼は天然だから、私が月野さんと鹿野さんに冷たい態度をとられていることに気づいていないのかもしれないけど。

　いや、でも今までに増して、仕事中に大樹くんから話しかけられる回数が増えた気がする。やっぱり、気にしてくれているのかも。

　学生時代、周りの友達とは当たり前のように仲良くしてきた。誰かにこんなに分かりやすく嫌われたのは初めてで、しかもそれが毎日続いているので、原因が自分にあるとはいえ、気持ち的にだいぶん疲れてしまっていた。

　ようやく土曜日になっても、月曜日のことを考えると、気が重かった。

　いつまでこういう感じが続くのかな。もう一回謝るのはおかしいかな。嫌だな。もっと楽しく仕事したいな。それは甘い考えかな、と、くよくよ考えてしまっていた。




　そして日曜日。

　昨日よりさらに気持ちが重い。ひとりで部屋で考え込んでいないで、なにか気晴らしでもするべきかな。でも、なにをしたらってまた考えてしまう。

　そうしたら突然、

「デートしない？」

　専務の声がカーテンの向こうから聞こえた。

　え、なに今の？　ひとりごと、じゃないか。あ、誰かと電話しているのかな？

　すると、

「ちょっと、ムシ？」

　そう言われ、私はバッとカーテンの方を振り返る。

「え、え？　もしかして私に話しかけていましたか？」

「当たり前でしょ。ほかに誰がいるの」

　私が話しかけると、同じように専務も私に返事をしてくれる。

「す、すみません！　誰かに電話されているのかと思いまして！」

「電話の第一声は普通、『もしもし』とか『お世話になってます』とかじゃない？　いきなり『デートしよう』で始まる電話ってないと思うんだけど」

「あ、す、すみません。以前、付き合っていた人は電話の第一声が『廃墟行こうぜ』とか『クワガタ捕まえようぜ』とかだったので」

「え、なに、その元彼。どんな人なのか顔見てみたいんだけど。まあいいや、今日ってヒマ？」

「え、今日ですか？　え、えと？　とっ、とりあえずカーテン開けます」

　画びょうを外してカーテンをはがすと、専務が現れた。

　髪はボサボサで、ボロボロのジャンパーを着ていて、つまり初めて会った時と同じ格好をしていた。

「その格好は？」

「石川さん、今すぐ出かけられる？　しばらく待っててもいいけど」

　私の言葉には返事をせず、専務はそう尋ねる。

　一緒に出かけるのは決定事項なのだろうか？

「あの、出かけようと思えばすぐ出かけられます。でも、デートって？」

「五分後にアパートの入り口に集合ね。じゃ」

　そう言って専務は、穴から見える範囲から姿を消してしまった。そのあとすぐに、玄関のドアを閉める音が聞こえたので、専務が外に出ていったのが分かった。

　予定はないし、むしろなにかしたいとは思っていたけど、突然いったいなに!?

　私は戸惑いながらも、とりあえず出かける支度を始めた。




　支度といっても、財布と携帯電話を持って、上着を着て、鍵をかけるくらいだったので、たぶん五分もかからなかったと思う。

「すみません。お待たせしました」

　アパートの階段を下りたところで待っていてくれた専務に声をかけると、専務は、

「本当に五分で来た。せっかくのデートなんだから、時間かかってもいいからオシャレしてくればよかったのに」

　と言う。

「い、いえ、その、急にデートと言われましてもよく分からないというか。ていうか専務も普段着じゃないですか。髪もボサボサだし」

「これは変装も兼ねてるから」

　専務は、ジャンパーのポケットから眼鏡を取り出してかけた。

「それってダテですか？　ていうか変装って？」

「これから街に行くわけだし、休日に君と一緒にいるところを会社の誰かに見られたらマズいから。ちなみに眼鏡はダテ」

「確かにその格好なら誰も専務だって気づかないと思いますが。会社にいる時とはイメージが違いすぎますし。でも、その、街？　街に行くんですか？　デートって？」

「石川さん、すっぴん？」

「私の話を聞いてますか？　すっぴんですが」

「そう。じゃ、とりあえず行こうか」

　専務はスタスタと歩きだしてしまった。

「あ、あのっ」

　私も慌てて専務の後を追いかけた。

　駅まで向かう途中、何度か行き先を尋ねたけど、教えてくれなかった。これ以上粘っても無駄だと思ったので、到着するまで我慢しようと、私は聞くのをやめた。

　代わりの話題というわけではないけれど、一緒に電車に乗ってから、

「初めて会った時もその格好でしたよね。眼鏡はかけてませんでしたけど。あれも変装だったんですか？」

　と、尋ねた。

「まぁね」

「誰かと一緒にいたんですか？　見られて誤解されたら困るような人と」

「あの日はひとりだったよ。会社の近くに用があってあそこにいたんだけど、誰かに見つかったら面倒だなと思って。眼鏡はさすがにいらないかなと思ったけどね」

「誰かって、家の人ですか？」

「そうそう。家出中には違いないからね。別に誰にも探されてはいないけど」

「そうでしたか」

「ていうか、俺のことより自分のこと気にしたら？」

　言葉と同時に、突然、専務の右手が私の髪にスッと伸びてきた。

「ひゃ？」

「君こそ、髪、はねてるよ」

「え、は、はね……」

「うん、これでよし。女の子なんだからさ、いつでもキレイでいないと」

　ましてや俺たちは、化粧品会社で働いているんだから、と専務は言った。

　ビ、ビックリした。男の人に髪を撫なでられるなんて（正確には撫でられたわけじゃないけど）初めてだったから。

　それに、専務の手が髪に触れる感触は、とても優しいものだった。




　しばらくすると、専務が電車を降りたので、私も慌てて続いた。着いた先はファッション街として有名な駅だった。大学生の時に友達と何度か来たことはある。

　駅を出て、専務はすたすたと慣れた様子で歩いていく。

「専務、この辺りにはよく来られるんですか？」

「たまにね」

「お買い物ですか？」

「買い物というか、勉強というか。こういう街に来ると、仕事で役立つ情報を得られることもあるから」

　なるほど。化粧品もファッションと共通するものがあるし、私たちの仕事は流行に敏感でいることも大事だもんね。休みの日も常に仕事のことを考えているんだなぁ。すごいな。

　でも、専務はどこに向かっているんだろう。

「ここ入るね」

　専務はそう言って、一軒の店の中へと入っていった。そこには、いかにも高級そうな洋服がずらりと並んでいた。こんなお店、もちろん私は入ったことはない。

「専務、ここ女性向けのショップですよ」

　そう話しかけるけど、専務は店内を見渡しながら「知ってる」と答える。

「あ、誰かにプレゼントですか？　もしかして、例の婚約者さんですか？」

「ううん」

「じゃあお姉さんとか、妹さんですか？」

「ううん。石川さんならどの服が好き？」

「私ですか？」

　女子の意見を聞きたいってことかな。こんな高そうな服は着たことがないから、すぐにはアドバイスができず、私も辺りを見渡しながら悩む。

　あれもかわいい、これもかわいい。うーん、やっぱりすぐには決められない。

「どこに着ていく服かにもよりますよね。デート用の服なのか、普段着なのか、とか」

　そう言うと、専務は「会社用なら？」と聞いてきた。

「うーん、仕事にもよると思いますが、私服勤務のＯＬさんなら、この服はどうでしょう？　色も落ち着いてるし、それでいて襟がかわいいです！」

　私は近くのマネキンが着ていたブラウスを指差した。

　専務がプレゼントをしようとしている女性の年齢が分からないけど、私に意見を聞くということは、私と年が近い人なんだろう。それなら、色味は明るいけど子どもっぽくなく落ち着いていて、さらに細部のデザインが凝っていてオシャレな感じがする、このブラウスがいいんじゃないかと思った。

　すると専務は、

「そうなんだ。じゃあそれは決まり。あとで買う」

　そう言ってまた別の服を見始める。

「で、でも、年齢や好みにもよると思うので、私の意見だけで決めるのは……」

「それは大丈夫だから、次はこの辺りの服でかわいいと思うもの教えて」

「え、ええ？」

　専務はやっぱり、私とまともに会話する気なんてないのだろうか。

　私はさらに〝この辺り〟の服を見渡した。

「あー、ちょっと待ってくださいね！　どれもかわいくて悩んでしまいますっ」

　そう答えると、専務は近くにいた同いの年くらいの店員さんに声をかけた。そして、

「すみません。こっからここまで、全部」

　と、サラリと言った。

「ちょっと待って！」

　私は慌てて専務の腕を掴み、止めた。

「なに？」

「なに、じゃないですよ!!　ご利用は計画的にお願いします!!　ていうか『ここからここまで全部』ってセリフ、マンガとドラマ以外で初めて聞きましたよ！」

　息を荒らげながらそう伝えると、ひとまず店員さんに「大丈夫ですので」と伝えた。店員さんはすぐにその場から離れた。冗談だと思ってくれたのかもしれない。

「お金のことなら別にどうってことないのに」

「ど、どうってことなくないです！」

　私は動揺して、でも私にしては珍しく、自分の意見をしっかり伝えてもいた。

「今言ったばかりじゃないですか。人の好みはさまざまなんですから、私の意見だけで決めないでください！　私ならカレーの材料を選ぶのだってもっと時間かけますよ！」

「カレーの材料なんて、にんじんとじゃがいもと玉ねぎ買うだけじゃん」

「重さとか大きさとか形とか色とか値段とか、いろいろ見るところあるじゃないですか！　特に値段！　専務はお金の使い方が大胆すぎます!!」

　二千円のケーキを三つ買ってきてくれたことも驚いたけど、さすがに今の買い方は驚きを超えて衝撃だった。

　すると専務は言った。

「だってどの服もかわいいって言ったじゃん」

「私はね！　実際プレゼントされる人がどう思うか……」

「いいんだよ。君へのプレゼントだから」

「え？」

「だから、君へのプレゼント」

　専務の言葉を理解するのに、数秒かかってしまった。

「私へ、ですか？」

「だからそう言ってるじゃん」

「な、なんでですか！　この前、えこひいきにならないように、って話したばかりなのに！」

「だから上司からじゃなく、アパートの隣人からのプレゼントだから気にすることはなにもない」

「どこの世界にアパートの隣人に『ここからここまで全部』の洋服をプレゼントする人がいるんですか！　いただく理由がありません！」

　デート、って言っていたのはそういうこと!?　私に服をプレゼントするのが出かける理由だったの!?

　私は必死だったけど、専務は至って冷静に答えた。

「俺は君に結婚してほしいから、君のためになにかしたくて。この前も言ったでしょ」

　確かに、この前も言われた。結婚してほしい、と。でも、

「そんな、婚約者の代わりに結婚してほしいだなんて言われても困りますから！　結婚はできません！　だから、服をプレゼントしていただく理由はなにひとつ……」

　言っている途中で、突然、専務の顔が私にグイッと近づいた。

　そして専務は右手で私の顎あごをクイ、と持ち上げると、

　――ちゅっ。

　専務の唇が、私に、触れた。

「××△△○○～～ッツ!!!?」

　キスなんてしたことのない私はパニックになった。といっても、唇じゃなくて、唇すれすれ、の、頬へのキスだったけど。

　それでも、まったく意味が分からない！　なんで急にキスしたんですか!?

　一方、専務は、表情も態度もまったく変えずに、恐ろしいくらい冷静に言った。

「今、俺は、君にセクハラをしました」

「え!?」

「会社に訴えられたら、俺はクビになってしまうかもしれない」

「??」

「お詫びに、服をプレゼントさせてください」

「……」

　そ、そんな強引な。

　結婚したいのも、その相手は誰でもよくて。それには応えられないから、服をプレゼントしてもらう理由もない。でも、

「私、ファーストキスでした！」

　突然、私がそう言い出すと、専務は驚いたような顔をした。

「ビ、ビックリしましたか？　二十二歳にもなってキスの経験すらないんです、私」

「付き合っていた人、いたって言ってなかった？　廃墟に誘ってきた人」

「その人とは一カ月しか付き合っていないので、手を繋ぐまでしかしていません。だから、唇すれすれとは言え、私にとっては立派なファーストキスだったんです。ですので、わ、私に似合いそうな洋服を、一着だけ、一緒に選んでくださいっ」

　キスにもセクハラ発言にも驚いた。でも私はこの際、自分の気持ちに、そして専務の好意に素直になろうと思った。

　私も、本当はキレイでかわいい洋服が欲しい。

　専務が気にかけてくれているのも、素直にうれしい。

　もちろん頬へのキスをセクハラで訴える気なんてまったくないけど、洋服を選ぶなら自分はセンスがないから、私よりずっとセンスのありそうな専務に付き合ってもらいたいと思ったのだ。

　でも、さすがに誰かの代わりに専務と結婚することはできない。なので、

「代金はもちろん私が払います。でも、今は持ち合わせがないので、初任給が出たら、壁の修理代と一緒に支払います。すみませんが、今日は、その……」

　私がそう言うと、専務は、

「本当は俺が出してあげたいけど。君がそう言うなら」

　と、微笑んでそう言ってくれた。

　それから、私たちは店の中をゆっくり見て回った。専務が「似合いそう」と言ってくれた服を何着か試着したりもした。

　専務は会社の上司だ。それは分かっている。だけどこうしているとなんだか、普通のデート、みたいで。少し、ドキドキしてしまった。

　専務は毒舌で、時々グサッとくることを言ってくるけど、本当はすごく優しい。突然、婚約者と結婚したくないから私と結婚したい、なんて無茶を言ったりもする。私に優しいのはそのためだろうけど、でも優しくされるのがうれしいことには変わりなかった。

　なんで、専務のせいで仕事を辞める人が多いのかな。

　月野さんが言っていたみたいに、女性社員に次々手を出している、とは思えない。いや、さっきキスされたけど、でもそれは私のためだし。

　それに私は、専務がとなりで笑ってくれると、すごくうれしいけどなぁ。




　結局、最初に見たブラウスが一番いいと思った。専務も「あれが一番似合うと思う」と言ってくれた。

　約束どおり、会計は今日のところは専務にしてもらった。

　この代金は、初任給で必ず返します！

「ありがとうございました」

　店を出てから、私は改めてお礼を言った。だけど専務は、今買った洋服の入っている袋を、渡してくれなかった。

「あの、専務？」

　私が首を傾かしげ、専務を見つめると、「じゃ、次行こうか」と言われる。

　てっきりこれで終わりかと思ったのに、専務がまた歩き出したので、私も急いでついていく。

　次に専務が足を止めたのは美容院の前だった。これまた私のような庶民には縁がない高級そうなところだ。

　専務は中へ入っていくと、オロオロしていた私の腕をグイッと引っ張り「この子、よろしく」と、美容師さんの前に差し出した。

「はい!?」

　再びパニックに陥っている私を、美容師さんは「かしこまりましたー」と言って引っ張っていく。そして待ってください、と言う間もなく、鏡台の前でケープをつけられた。

　専務と美容師さんがなにやら相談をしているのが鏡越しに見える。そして、私に視線を向けた美容師さんが「どのくらいカットしますか？」と尋ねてきた。

「カ、カット!?　いえ、ダメです！　伸ばしてるんで！」

　慌てて言うと、美容師さんは「じゃあ毛先だけ揃えときますね」と答えたので、少し安心していると、また聞いてきた。

「カラーはどうしますか？」

「カラー!?　い、いえ、私は黒髪のままで！」

「でも、少し色を変えるだけで、かなり印象変わると思いますよー」

「で、でもですね！　染めるのは絶対、私っぽくないといいますか！」

　確かに、月野さんたちにもヘアスタイルがよくないと言われたけど。あ、私が月野さんたちにああ言われたから、専務は美容院に連れてきてくれたんだろうか。そうはいっても、この状況は急すぎる！　それに髪は黒のままがいい。

　すると「じゃあ、パーマ」と専務が言う。

「パ、パーマ？」

　私が鏡越しに聞き返すと、

「絶対似合うと思う」

　そう言って、専務は私の頭にぽんと右手を置いた。鏡に映るその様子を見て、ちょっと恥ずかしくなる。

「あ、あの専務、でも私、パーマなんて似合わないと思いますし」

「じゃ、そんな感じでこの子をよろしくお願いします」

「本当にお願いですから、私の話を聞いてください！」

　それにまた答えてくれず、専務は美容院を出ていった。たぶん、後で迎えに来てくれるとは思うけど。

『似合うと思う』

　さっきの専務の言葉が、頭の中でよみがえる。そう言ってくれたことは、本当にうれしかった。頭を撫でてくれた専務の右手の感触も、じわじわと思い出す。

　やっぱり、うれしい。でも、私にパーマなんて似合うのかな？

　迷ったけど、専務の言葉を信じて、私は鎖骨の辺りまである髪に、パーマをかけてもらうことにした。

　しばらくして専務が店に戻ってきた。でも私はその時、鏡台の前にはいなかった。

「あれ、石川さんは？」

　専務が美容師さんにそう尋ねているのが聞こえる。

「セットが終わって、あちらのフィッティングルームで、さっき買われたお洋服に着替えていらっしゃいますよ」

　美容師さんがそう答えた。

　そう。パーマをかけてセットしたら、さっき買った洋服も合わせてみたいなと思ったのだ。そして専務はまだ戻ってこないだろうと思って、着替え始めてしまった。

　今は、ブラウスを着たところ。このまま専務の前に登場すればいい。むしろ、出ていきやすい雰囲気だ。でも、なんだか恥ずかしい。

　だってセットの直後に着替えたりするなんて、浮かれて調子に乗ってるみたいじゃない？　いや、実際そうなんだけど。

「石川さーん、出ておいでー」

　専務が、フィッテイングルームに向かって呼びかけてくる。

　くっそぅ、声色が、呼び方が、絶対バカにしてる！

　でも、恥ずかしがってずっとここにいるわけにもいかない。私は思いきってフィッティングルームのカーテンを開け、外に出た。

「あら、かわいい！」

　私の姿を見て、美容師さんがそう言ってくれた。

　さっき買ったブラウスと、せっかくだから、と合わせて買った、花柄が大胆にプリントされている膝丈のスカート。さらに専務から『オシャレするなら靴が最重要』と言われ、パンプスまで買っていた。

　貧乏人のくせに、押しに弱い。でもこのパンプス、かわいくて気に入っている！

　パーマはゆるくかけてもらった。少し大人っぽい雰囲気になり、初めてのパーマに不安を感じていた私も、満足していた。

　ただ、浮かれている姿を見られたのが恥ずかしく、私は専務の顔をまともに見られなかった。すると、

「かわいい。想像以上に似合っていて、驚いた」

　毒舌が飛び出してくると思っていたのに、優しい言葉が返ってきた。

「ありがとう、ございます」

　なんだろう、すごくうれしい。

　でも私、さっきから専務のちょっとした言動にうれしくなったり感動したりしすぎじゃないかな？　どうしてだろう。それに胸もドキドキするし。

　いやいや、きっと非日常な今の状況に動揺しているんだ！




　その後、会計を済ませて（ここでも専務に立て替えてもらった。「無理やり連れてきたんだから俺が支払ってあげる」と言われたけど）、私たちは美容院を出た。

　店の外まで見送りに出てきた美容師さんに、「このあとはどちらへ行かれるんですか？」と尋ねられると「家でふたりきりでしたいことがあるので」と、専務は答えた。

　家でふたりきりでしたいこと？

「…………!?」

　いや、私が変なふうに考えちゃってるだけだよね!?　専務が、そんなこと考えているわけないよ。

　でもこの瞬間、『女性社員にセクハラをしている』というウワサを思い出してしまった。




　その後、私たちはアパートまで帰った。

　途中で『ふたりでしたいことってなんですか？』と聞いてみたけど、予想どおり専務は答えてくれなかった。まあ、答えてくれるくらいなら、今日のデート（？）の目的だって、最初から教えてくれていただろうけど。

　デートの目的って、私が月野さんたちに言われていたことを聞いて、私をオシャレにしようとしてくれたんだよね。かわいい服を選んでもらって、髪をキレイにしてもらって、うれしい。

　でも、これ以上なにがあるのか考えても、分からない。

　ってことは、もしや、もしかして、専務は本当にこれから私にセクハラをする気？　いやいや、それはないって！　ていうか今日一日、いや今日に限らずここまでしてもらった相手に、そんなふうに思うのはどうなの私！




　アパートに着くと、専務の部屋に入るように言われた。

　警戒するべきかも、とも思ったけど、専務のことを疑いたくなかったので、素直に従った。

「じゃあ石川さん、ここ座って」

「え、ここ、ですか？」

　そういえば専務の部屋に初めて入った時から、気になっていたことがあった。

　同じアパートのとなり同士。当然、部屋の造りはほぼ同じだ。

　置いてある家具も、本棚とか、テーブルとか、同じようなものが多かった。よくよく見ると、素材にせよ細工にせよ高そうなものばかりだったけど。

　でもひとつだけ、男性の部屋には珍しいものがあった。

　それは、大きめの鏡台。

　その前の木製のチェアーに座るよう促された。

「この鏡台、なんですか？」

　腰をおろしながら、私は聞いた。

「男の部屋に鏡台があったら、気持ち悪い？」

「い、いえ！　そんなことは！」

「石川さんは、どこでお化粧をしているの？」

「洗面所の鏡の前です。私も鏡台欲しいですけど、置くと部屋が狭くなりそうで……」

「そうだね。実際狭いし」

「じゃあどうして？」

　アンティークの、真っ白な鏡台。引き出しも多くて便利そう。それにひと際、高級そう。使い込まれている感じはするけれど、手入れが行き届いていてとても美しかった。とくに、鏡はさっき磨いたかのようにピカピカだった。

　専務が、私に鏡を向くように言うので、私は言われたとおり鏡を見つめた。

　髪をキレイにセットしてもらい、かわいい洋服を着た自分。自分がいつもの自分じゃないような気がして、気恥ずかしい。

　でも、結局は自分だ。

　自分のことが嫌いなわけじゃない。でも今は少し、自信がなくなっている。ダサくて、恋愛のことに疎くて、先輩にも嫌われて、お金もなくて。

　それでもがんばろうと思ってはいるけど、今は自分自身の味方になれそうになくて。

　そんなことを考えていると、専務は、

「俺はさ、父親の言われたとおりに生きている毎日に嫌気が差して、家を出て、このアパートに暮らしているわけだけど。でも、ウチの会社の仕事が嫌いなわけじゃないんだ」

　と言う。そして、

「化粧品の仕事は、とても好きだよ」

　そう言って、私の髪をサラリと指で梳いた。くすぐったくて、だけど気持ちがいい。

「女性が、化粧品でキレイになるのを見るのが好きなんだ。ウチは男性用の商品も扱っているけど、とくに女性の変化を見るのが好きでね」

　鏡越しに見る専務は、口もとに笑みを浮かべていて、いつもの無表情ではなかった。そして普段より生き生きして見えた。

「俺には姉がいてね。もう嫁いでいるから仕事はしていないんだけど。すごく素敵な人なんだ」

　専務は続けた。

「年は九つ離れていてね。その姉は、肌が弱くて荒れがちだったせいで、長い髪で顔を隠して、ずっとうつむいて過ごしていた時期があったんだ」

「え？」

「俺の前ではいつも明るく振るまっていたけど、無理をしていることは気づいていた。俺は優しい姉のことが大好きで、いつもよく見ていたから。でも、姉が高校生になったころかな。とうとう家から出なくなってしまって」

「…………」

「容姿のことで悩みすぎちゃったみたいでね。学校にも行かなくなったから、学校でなにかあったのかも。部屋にこもりっきりになってしまったんだ」

「そんな」

　それはお姉さん、相当つらかっただろうな。だって女の子だし。私なんて、月野さんたちから服や髪のことでちょっと言われただけでも、けっこうつらかったのに。そして、そんなお姉さんを心配する専務も、とてもつらかっただろうな。

「そんなある日、母親が姉に、声をかけたんだ」

「お母さん？」

　そういえば、専務からお母さんの話を聞いたことがなかった。お父さんである社長とは、あまり気が合わないって聞いているけど。

「専務のお母さんって、どんな方なんですか？」

「ん？　別に普通の人だよ。父親が厳しかったからね。俺も姉も子どものころから自由な時間がなくて」

「勉強とか、習いごととかですか？」

「そうそう。でも、母が父に頼んで、俺と姉に息抜きの時間を用意してくれたりね。優しくて、思いやりがあって、料理も上手で、美人で、素敵な人だったよ」

「だった？」

「死んだんだ。俺が中学生の時に」

　ドキ、と心臓が跳はねた。もうお母さんはそばにはいないんだ。

「私の母も死んでいます」

　そんなことしか言えなかった。同じつらさを分かっているはずなのに。でも、だからこそ言えなかったのかもしれない。専務はお母さんのことをとても大事に思っているようだし、私もお母さんのことが大好きだったから。

「そっか」

　専務も、短くそう答えただけだった。私と同じ気持ちだったのかもしれない。

「で、お母さんはお姉さんに、どんな声をかけたんですか？」

　話の続きが気になって、専務にそう聞いた。

「メイクしてみようか、って。ただそれだけ」

「メイク、ですか？」

　どういう意味だろう。引きこもっているお姉さんを諭すような話をしたのかと思ったから、意外だった。

「ウチは父親が化粧品会社の社長だからね。化粧品は手もとにたくさんあったよ。でも、姉が手をつけたことは一度もなかった。たぶん、自分に自信がなくて、メイクしたところでなにも変わらないと思っていたんだろうね。肌も弱かったから、化粧品をなるべく使いたくなかったっていうのもあったと思う。でも、母が姉をなんとか説得して。一度でいいからって、母が姉にメイクをしたんだ。この鏡台で」

　懐かしそうな優しい瞳で鏡台を見つめ、そっと撫でながら、専務は言った。

「そうなんですね。メイクをして、お姉さんはどうでしたか？」

　私が聞くと、専務はいっそう優しい表情になり、

「今でもはっきり覚えている。とてもキレイだったよ」

　と、答えた。

「そうなんですね。よかったです」

「うん。姉も喜んだ。メイクをすればこんなに変わるんだって。ウチの製品は、姉みたいに肌の弱い人にも、充分、使ってもらえるものが多いしね」

「はい。私も肌はそんなに強いほうじゃないから、ウチの会社の商品ってすごいなと思って、学生のころから使っていました」

「皮膚科学に基づいて、美容成分や有効成分の配合や構成を重視していて、ノンアルコール及び香料不使用。ナノサイズのセラミドが……」

「??」

「ああ、ごめん。そのあたりはまた今後、勉強してくれればいいから。で、あの時、久しぶりに姉の心からの笑顔を見たよ。当時、俺はまだ小学生だったから、正直ウチで作っている化粧品に興味はなかった。でも、姉を笑顔にした化粧品ってすごいなって、強く思ったんだ」

　仕事に打ち込む専務のルーツに触れた気がした。

「まあ、化粧品に興味があってもなくてもウチの会社で働いていたとは思うけどね、家業だし。でも、そんな事情もあって、俺はこの仕事に情熱を持っているつもりだよ」

　大好きなお姉さんを笑顔にした、メイクと、鏡台と、そしてお母さん。

　お母さんは亡くなってしまったけど、その日、お母さんがお姉さんにしたようなメイクの魔法を自分もたくさんの女性にかけていきたい、そう思いながらこの仕事をしている、と専務は教えてくれた。

　すると専務の長い人差し指が、後ろから私の唇に触れ、そのままツ……となぞった。

「っ」

　突然のことに、私は驚いて身体をピクッと反応させた。

「あ、あの、専、務？」

　恐る恐る、触れられている唇を動かして専務に呼びかけると……。

「だから君にも〝魔法〟かけてみていい？」

「え？」

「俺はメイクアップアーティストじゃないけど、化粧品のことは詳しいから安心して。商品をただ開発するだけじゃなくて、消費者の声に少しでも応えたいと思って、メイクのバランスとかポイントも勉強しているから」

「そ、その？」

　いい？　と聞いてくる割には、専務は片手で私の顎をしっかりと固定している。

「あ、あの」

　メ、メイクされるのが嫌ってわけじゃない。けど、恥ずかしい!!　男性と手を繋いだことしかない私が、男性に顔中に触れられるなんて！

「なに？　あ、もしかしてやっぱり不安？　じゃあ、少し前だけど、俺が姉さんにメイクをした時の写真見せるよ」

　そう言うと専務は私の頭と唇から手を離し、携帯を取り出した。画面を私に見せてくれる。

「去年、新商品のチークとリップが同時に発売された時、姉に俺がメイクしたの。どう、うまいでしょ？」

　ちょっと待って。

「モデルか!!」

　つい、大声で叫んでしまった。

　写真で見る専務のお姉さんは、さっき聞いた話からイメージしていた感じとは違った。切れ長でまつげの長い瞳。高い鼻。ふっくらした形のいい唇。なにより、荒れていたと聞いていた肌は、真っ白でツルツル。

　専務曰く、お母さんにメイクしてもらって以来、お姉さんはスキンケアやメイクに積極的になり、どんどんキレイになっていったとのことだ。

　でも、こんなにキレイなお姉さんも、自分に自信がなくて家にこもりがちだったころがあったんだよね。そこに勇気を与えたのが専務の、ううん、私の働いている会社の商品なんだ。

　ちなみに、お姉さんはなんとなく専務に似ていた。肌のキレイさだけじゃなくて、切れ長の目の辺りが。専務の家は、きっと美形のＤＮＡが充実しているんだろう。

「というか、ちょっと待ってください。私は逆に自信がなくなってきました。お姉さんは、元がおキレイだからメイクしてさらにキレイになったんですよ。私なんか、メイクしていただいても絶対に変わらないです！」

　専務に必死に訴えた。

「いいからさせて」

　専務は再び私の頭を掴つかんで、鏡の方へと向かせた。今度は両手で固定されたので、完全に動けなくなった。

「少なくとも、中学生みたいな見た目から、高校生くらいにはなれると思うから」

「その発言、悪気はないんですよね？」

　不意打ちで専務の無自覚Ｓ発言を聞くと、グサッとくる。

　専務は、鏡台の引き出しから小さめのピンクのケースを取り出した。

「これ、来月から発売する新商品。見本にってひとつもらった」

　そう言ってケースをパカッと開いてみせた。中には、ベージュ・ブラウン系統のアイシャドウがいくつか収まっていた。

「童顔の君を大人っぽく見せるためには、この色はちょうどいい」

「そ、そうなんですね」

「でも君のかわいらしさも残したいし、目もとはあまり濃い色は使わずに、ベージュを使おうか。目の下にもシャドウを入れて、丸い目をもっと大きく見せるようにしよう。リップはコーラルピンク系で……」

　と、専務はいきいきしてきて、逃れられそうな雰囲気はなかった。

「じゃ、目をつむってくれる？　あ、せっかくだから鏡を見るのは最後にしよう。やっぱりこっち向いて」

　私は観念して、鏡台に背を向けて目をつむった。

　穏やかな話し方とは裏腹に、いつもどこか強引。でも〝魔法〟と言いながら、目標や信念をしっかりと持って仕事をしている専務は、すごくカッコイイと思った。

　私は正直、働くならコスメチアじゃなきゃ、化粧品会社じゃなきゃダメだったというわけじゃない。大手の会社に就職したいって気持ち、ただそれだけだった。

　働き始めてからも『借金返済のお金を稼ぐために出世したい』とばかり思っていた。もし、仕事への信念を聞かれても答えられないだろう。

　でも、専務の〝魔法〟という信念に共感したのも、そしてすごく惹ひかれたのも事実だった。

　専務の指が、私の顔に触れていく。

　目をつむっていて見えないせいか、なんだか余計にドキドキしてしまって。

「まだ目開けちゃダメですか？」

「ダメ」

「…………」

「一回、目開けて。鏡は見ちゃダメだからね」

「はい」

　普段は簡単なナチュラルメイクしかしたことなかったから、どんな感じになっているのか想像がつかない。でも、チラッと見た専務の表情は真剣そのもので、化粧品にかける情熱が直に伝わってくるようで、またカッコイイなと思った。




　しばらくして、

「はい、目開けていいよ。鏡も見ていいよ」

　そう言われ、私はゆっくりと目を開けた。

　身体を反転させ、鏡で自分の顔を確認すると……、

「わあ……」

　目の前の自分が、自分じゃないみたいだった。

　本当に、魔法にかけられたみたいで。

　目が大きい！　まつげ長い！　肌透けてない？　チークの色、かわいい!!

　それでいて〝いかにもばっちりメイク〟って感じではなく、ナチュラルだった。

「どや」

　鏡越しに、専務がいつもの無表情で言った。似つかわしくない言葉と表情にちょっと笑ってしまった。

「すごく、うれしいです」

　感じたことを、素直に伝えた。

「自分で思っていたより、ずっと美少女でしょ」

　専務がほんの少し口もとを緩ませながらそう言うので、

「はいっ」

　私は、図々しくそう答えた。

　なんだか、また外に出たくなった。今日、専務と出かける前までは、明日のことを考えて暗い気持ちでいたけど、今は会社にだってすぐ出かけたくなるような気分だった。単純だけど。

「自画自賛するみたいだけど、かわいいよ。元気出た？」

「はい。ありがとうございます」

「自信も湧わいたでしょ」

「勇気も、ですね」

「そう言ってもらえると、俺もうれしいよ」

　専務は、満面の、とまではいかないけれど、さっきの微笑みよりもっとはっきりと笑った。

　たまに見せてくれる専務の笑顔は、本当に素敵だ。なかなか笑わないから、余計にそう感じるのかな。それとも、仕事への信念が見えるようになったから、よりそう思うのか。両方かな。

　そして胸がドキドキするのは、こんなにキレイにしてもらって、気持ちが高揚しているから、だよね？　それとも……。

「元がかわいいんだから、毎日これくらいしなきゃもったいないよ。女の子なんだし」

　専務は、私の頭をぐりぐりと撫でながら言う。

「はい」

「明日から自信を持って会社にも行けるね？」

　その言葉にも、私は「はい」と答えたかった。でも……。

「…………」

　無言になった私に、専務は不思議そうに視線を向けた。

「気になるところある？　いくらでも直すけど」

「えっ、いえそうではなく！」

　このメイクになんの不満もない。感謝の気持ちでいっぱいだ。だけど。

「メイクしてもらって、自信と勇気をいただきました。それは本当です。でも、その、勇気が……まだ小さくて」

「小さい？」

　と専務は聞き返す。

「自信を持って、この姿で月野さんたちと向き合いたいです。どーだ、かわいいでしょ？って言いたいです。でも、その勇気がまだ足りなくて。あっ、専務が悪いわけじゃないんですっ。私が、小心者で、ヘタレで、だから、その」

　こんなことを言うのが申し訳なくて、しどろもどろになってしまう。

　でもそんな私を責めることなく、専務は、

「そっか」

　と微笑んでくれた。

「あの、すみません。本当に、なんか……」

「いや、いいんだよ。分からなくはないしね。それに『自信と勇気をもらった』って言葉はウソじゃないよね。少しでも前向きな気持ちになれたのなら、それはすごくうれしい」

　専務は、また私の頭を撫でた。頭を撫でるのが好きなんだろうか。そして、

「せっかくだからこれはあげる」

　そう言って、専務はアイシャドウのケースを差し出してきた。

「えっ！　でもそんな、お金ないですし」

「そんなこと知ってる。借金のある子からお金もらおうとかしてないから。あげるって言ってるでしょ」

「そ、そんな！　アイシャドウまでいただくわけには！」

「俺もサンプルでもらっただけだし。そもそも俺が持っていても使わないし」

「そ、それはそうかもしれませんが！」

「だから、はい」と言って、専務は半ば無理やり、私の手にケースを持たせた。

　とはいえ、今まで安い化粧品しか使ってこなかったから、ちょっといい化粧品を手にしただけで気が引き締まるような不思議な感じもして。

「ありがとうございますっ。大事にします」

　ケースを胸の前でぎゅっと握りしめながらそう言うと、専務は私の顔を見て「あ」と、なにかに気づいたような表情をした。

「まつげになにかついてる。俺がつけちゃったのかな。もう一度目つむってくれる？」

　私はそっと目をつむった。

　やっぱり男性の前で目をつむるのはドキドキする。そんなことを考えていると、唇に、やわらかい感触がして。

　ん？　まつげのゴミを取ってくれるんじゃなかったかな？　なんて冷静だったのは一瞬で。今の感触、もしかして……。

　キスされた!?

　私はばっと目を開けた。すると、

「マ、シュ、マロ？」

　専務が、どこから取り出したのか、マシュマロを私の唇に押しつけていた。

「キスされたと思った？」

　私はゆっくりと首を縦に振った。マシュマロが唇に押し付けられているから、うまく話せない。

「キスの感触とマシュマロの感触って全然違うじゃん」

「だ、だってしたことないから、そんなの分からなくて」

「君、本当に何の経験もないんだね」

　声のトーンこそいつもと変わらないものの、意地の悪～～い笑顔で楽しそ～～に専務は言った。

　こういう時だけ専務は分かりやすい表情になるんだろうか。この笑顔にはさすがにドキドキしない。というか経験なくて悪かったですね！

　その後、専務は「いつか勇気が万全になった時のために」と、今してくれたメイクの仕方とかコツとかを教えてくれた。今日の服やメイクで会社に行く勇気はまだ出ないけど、明日は、いくらか自信をもって会社に行くことができそうだ。

　自分の部屋に戻ってから、そんなことを感じながら、その夜は眠りについた。




　カーテンから漏れる朝日がまぶしくて目覚めた私は、ゆっくりと身体を布団から起こした。

　会社、行かなきゃ。

　そう、思う、けど。

　昨日までは、今日からの一週間またがんばれそう、と思っていたのに。

　いざ月曜になり、会社に行く支度をしながら自分の姿を鏡で見ると、急に不安が募ってきた。

『ダサいよね』

　月野さんと鹿野さんの棘とげのある言葉が、頭の中でこだまする。

　手が、ちょっと震える。カッコ悪い、私。

　そんな時、洗面台の脇の棚の上のアイシャドウが目に入った。そっと触れると、昨日、専務と過ごした時間が自然と思い出された。

　デート、だったのかは分からないけど。結婚してほしいっていうのも本気にはしていない、けど。

　一緒に服を選んで、髪をキレイにして、メイクまでしてもらった。あと、そのメイクの仕方も教えてもらった。

　自分に自信がついた。

　私に必要なのは、あと少しの勇気かなと思う。

　でも、その勇気って、いつ手に入るの？　なにもせずに待っていたら、自然と手に入る？

　それは違う気がした。

　専務からメイクで九十パーセントの勇気をもらったとしたら、残りの十パーセントは？　私次第？




　オフィスの廊下をゆっくりと歩く。

　心臓がドキドキして、苦しい。

　商品企画部の入り口で、私は深呼吸した。

「すぅ、はあ……」

　大丈夫、大丈夫。心の中でそう唱えながら、私はドアノブを回して、ゆっくりと部屋の中へ入っていった。

「広香！」

　真っ先に声をあげたのは、大樹くんだった。

「どうしたの、かわいいじゃん！」

　そう言って私に駆け寄ってきた。

　私は、朝、〝十パーセントの勇気〟を出して、専務に習ったメイクをした。洋服も、昨日専務と買ったブラウスを着た。髪もいつもみたいに後ろで縛るのではなく、パーマをかけてクセを気にする必要がなくなったから、おろしてきた。

　九十パーセントの勇気をくれた専務と、コスメチアの化粧品と、そして、自分のために。

　でも、みんなからの反応は怖かったから、大樹くんに「かわいい」って言ってもらえて、少し、いや、かなり安心した。

「おはようござ……」

　後から出社してきた月野さんと鹿野さんは、私を見て、挨あい拶さつの途中で言葉を失った。

「おは……」

　私も挨拶を返そうとしたけど、緊張して、声が震えて、掠かすれた。

　一瞬目を閉じ、心を落ち着かせる。

　昨日、何度か見ることのできた専務の微笑みがまぶたに浮かんで、また勇気が湧いてきた。

「おはようございます！」

　だから笑顔で元気よく、そう言うことができた。

　私の服装と雰囲気が明るくなったせいか、月野さんと鹿野さんは、先週までの刺のある接し方ではなくなっていった。




　その日の午後、係長のおつかいで別の部署に書類を届けにいく途中、エレベーターの中で専務と一緒になった。

「お疲れさま」

「お、お疲れさまですっ」

　会社の中だし、昨日のこととか、アパートのこととか、プライベートな話はしないほうがいいよね？　でもなにも言わないのも感じ悪い気がする。

　こういう時、普通の社員と専務は、どういう会話をするのか。ああ、もうすぐエレベーターが着いてしまう……。

　なんて思って悶もん々もんとしていると、クスッと、専務が小さく笑うのが聞こえた。

「勇気、出たんだね」

　専務は優しくそう言ってくれた。

「はい！」

　ありがとうございます、の意味を込めて私は笑顔でそう答えた。

　チン、という音がして、エレベーターが止まる。

　降りなきゃ。

　そう思った瞬間、突然だった。

　――ちゅ。

「!?」

　専務が、私のおでこにキスをした。

　そしてまたクスッと笑って、

「やっぱ君の反応、楽しいね。結婚したら、毎日その反応が見られるのかな？　とりあえず、今のキスは、壁の修理費の利息ってことで」

　そう言って、先にエレベーターを降りていった。

　私は右手をおでこにあてたまま、固まる。

　昨日もキスされて、きょ、今日もキス、されて。

　も、もうからかわないでよ！

　ていうか、だから結婚なんてしません!!

　エレベーターの扉が閉まる。私も降りなきゃいけなかったのに、その場から動けない。

　しーんとして動かないエレベーターの中で、私はバクバクと激しく動く心臓を、必死に抑えようとしていた。










婚約者の事情




　その日の夜。

「お姉ちゃんありがとうー！」

　私は、長野にいるお姉ちゃんに電話をしていた。

《そんなに喜ばれるほどのものじゃないけど》

　落ち着いた声でお姉ちゃんはそう言うけど。

「ううん！　この服もこの服も、すごくかわいい！」

　仕事が終わり家に帰ると、時間指定の宅配便が届いた。

　送り主はお姉ちゃんで、中身はお古の洋服だった。高級なものではないけど、私が持っている洋服よりずっとずっとかわいいものばかりだった。お姉ちゃんは昔からオシャレでセンスがいい。

　着回し次第で、会社にも着ていけそう。すごく助かる。うれしすぎて、私はポロッと余計なことを言ってしまった。

「これでもうダサいって言われなくて済むよー」

《え？》

　時、すでに遅し。

《なに、アンタ会社でダサいってバカにされてるの？》

　お姉ちゃんに、そう聞かれてしまった。

「いやっ、そんなことは。あの、その、でももう大丈夫だから！」

　専務にかわいくしてもらったし、とは言えないものの、私は必死に「大丈夫だから」を繰り返した。

《本当に大丈夫なの？》

　お姉ちゃんは心配そうな声で続けた。

《広香さ、私とお父さんが長野に行く前、自分の貯金のほとんどを家のために置いてってくれたけど、もっと自分のためにお金を使っていいんだよ？　家だって借金はあるけど、今は、すぐどうこうなるほどヤバい状況ってわけじゃないんだから》

　優しい言葉が、心に温かく染み渡る。うれしい。本当に。

　うん。あまり我慢しすぎるとお姉ちゃんにもお父さんにも、そして専務にも、また心配をかけてしまう。もちろん無駄遣いはできないけど、たまには自分のためにお金を使ってみようかな。普段より高級なお茶っ葉を買ってみるとか。

《ところで……》

　お姉ちゃんは突然、声色を一変させ、妙に楽しそうに言った。

《広香、好きな人はいないの？》

「なっ、なんでそんな！」

　動揺しながらも私の頭には、専務の顔が浮かんでいた。

《なに？　いるの？》

「い、いないよそんな人っ」

　そう言いながらも、専務にドキドキしていたことも思い出していた。

　専務のおかげで前を向くことができたし。

　だけど、専務のことは言えない。壁の穴のことを話すと、ますますお姉ちゃんを心配させるし、それを隠すとなると専務とのいろいろな出来事も隠すことになるので、私は「好きな人はいない」と言い張った。けど、お姉ちゃんは鋭かった。

《動揺してる。絶対いるでしょ》

「い、いないってば」

《あ、そういえば大学時代の元彼と会社で再会したって言ってたじゃん？　もしやまた火が点いたとか？》

「それは絶対ない」

　もちろん、大樹くんもいい人だけどね。

　やっぱり大樹くんは月野さんたちとのことに気づいていたみたいで、今日の仕事終わりに『よかったな』と言われた。最初はなんのことかと思ったけど、気づいていて心配してくれていたんだなと思った。

　大樹くんはやっぱりいい人だな。でも専務は私にとって、ただ〝いい人〟ってだけじゃない気がする。大樹くんとは違って、ドキドキするから。




　お姉ちゃんとの電話のあと、夕食を作って食べて、お風呂に入った。

　今日は仕事が早く終わったので、まだ二十一時だった。

　私はお姉ちゃんからもらった洋服を広げて眺めたり、本を読んだりして、ゆっくり過ごしていた。

　時折、ちら、と壁のカーテンに目を向ける。

　専務はまだ帰ってこない。帰ってくれば、部屋の電灯が点いた時に分かるから。その前に玄関が開く音も聞こえるけど。

　結局、専務が帰ってきたのは、私がそろそろ寝ようかなと思っていた時間だった。

「お、お疲れさまでした。遅かったんですね」

　私は壁の穴のカーテン越しに言った。いつもは用がないかぎり話しかけないようにしているけど（プライベートがあるわけだし）、今日は帰りが遅かったので、お疲れさまです、は言いたかった。というのもあるけど、本当は専務とほんの少しでいいから話がしたいっていう下心があったと思う。

　すると専務が、無言でカーテンを押してきた。

　なんだろう？　カーテンを開けろってことかな？

　私は壁の穴のカーテンを外した。すると、専務は明らかに疲れて機嫌の悪そうな顔でそこにいた。

「お、仕事忙しかったんですね」

　専務は、それには答えず「もやし。もやし炒め、ある？」と聞いてきた。

「え、えと、今日の夕飯は、キャベツ炒めなんです」

　私が答えると、専務が「じゃあそれちょうだい」と言うので、私は急いで台所まで行き、キャベツ炒めの残りをお皿に盛った。残りがあってよかった。

「お待たせしました。どうぞ」

　専務にお皿を渡すと、専務は「ありがとう」とぼそっと言って、自分の部屋のテーブルに置いた。前にもやし炒めを食べてもらった時は私の部屋だったけど、今日は私が部屋に布団を敷いていたからか、自分の部屋で食べるようだった。

「あの、お皿を返していただくのはいつでもいいので」

　そう言うと、専務は背を向けてネクタイを外しながら、

「そうする。もう今日はなにをする気力もない。ご飯食べたらすぐ寝る」

　と答えた。

　よほど疲れているみたいだ。声も、いつもの透き通った声じゃなくて低い。

「じゃあ、ゆっくりお休みになってくださいね！」

　本当はもう少し話したいけど、早く休ませてあげたい。それにキャベツ炒めが残ってなかったら、専務はなにも食べずに寝たんじゃないかとも思うから、せめて夕食を渡せてよかったって思おう。

　あ、今度から夕飯は少し多めに作っておこうかな。専務が食べなければ、私が次の日に食べればいいんだし。

　そんなことを考えながらカーテンを元に戻そうとしていると、

「ねぇ」

　専務がキャベツ炒めを食べながら、声をかけてくれた。

「は、はい。なんですか？」

　私は手を止めて、答えた。専務を早く休ませてあげたいと思ったばかりなのに、話しかけられるとやっぱりうれしくなってしまった。が、

「今日はこれ食べたら即寝る。そんで朝まで熟睡したい。夜中に起きたくない。寝言やいびきで俺を起こさないでね」

　顔だけチラッとこっちに向けて、専務はそう言った。

「は、はいっ。寝言も言わないし、いびきもかかないタイプなので大丈夫だと思いますっ」

　うう、普段はこんな怖いこと言わないのに、どうやら想像以上に機嫌が悪いようだ。

「で、では、おやすみなさい」

　そう言って、今度こそカーテンを壁に戻そうとするけど、もうひと言だけ専務と話がしたくて、

「もし、寝言やいびきで起こしてしまったら、どうしますか？」

　なんて、とくに意味はないけど聞いてみた。

　怒るよ、とか、許さないよ、とか返事がくるのかな、なんて思っていたら、

「ブチ犯す」

　と返ってきた。

　私は身の危険を感じ、そろそろとカーテンを戻し、静か～に布団まで移動し、電灯を消した。

　ブチ犯す、なんて、私には刺激の強い言葉です。

　ちなみに専務の機嫌は次の夜には直っていて、「キャベツ炒めおいしかったよ」と微笑みながら、壁の穴越しにお皿を返してくれた。

　少し怖かったけど、最終的には専務の微笑みを見られたから、キャベツ炒めバンザイ！です。

　そういえば、壁の穴も最近はこんなふうに自然に使ってしまってるなあ。

　でも、初任給まであと少し。つまり、壁の修理まで、あと少し。




　次の日曜日。

　仕事は休みだけど、私は朝早く起きなければならなかった。

「はい、みなさん。心を込めて、しっかりと取り組んでくださいね」

　明るい声でそう言うのは、このアパートの大家さんだ。

　大家さんはいつも元気ハツラツとしている男性で、もうすぐ七十歳になるらしい。今日も、青いジャージがよく似合っていた。

　その大家さんの方針で、年に二回、四月と十月に、住人全員で、アパート周辺の清掃に取り組むことになっているのだ。そのため皆で早朝から、ほうきやゴミ袋を持ってアパートの前に集合していた。

「あ～～、もうヤダー。なんで私がこんなことしなきゃいけないのー」と、しきりに「ヤダヤダ」と言っているのは、一階に住む中野さんだ。

　中野さんは私より少し年上の女性で、アメリカに語学留学するお金を貯めるため、このアパートに住んでいるらしい。背が高く、スラリとしたモデル体型のキレイな人だ。

「中野さん、文句言わずにしっかりとやってください」

「ちっ」

　大家さんと中野さんのそんなやり取りを聞きながら、私は専務へ目を向けた。

　専務はお金持ちの家で育った御曹司で、アパート周辺の清掃活動、なんて今まで無縁だっただろう。だからもしかしたら、中野さんみたいに不満を持っているんじゃ、と思ったら、むしろとってもマジメに取り組んでいた。

「ちょっと石川さん、ほうきを持つ手、止まってる。もっとテキパキやってくれる？」

「は、はい、すみませんっ」

　私も専務を見習って、専務と一緒に駐輪場の掃き掃除を続けた。




「なんかちょっと意外です。専務が、そんなに真剣にお掃除に取り組むなんて」

　あ、ちょっと失礼な言い方だったかな？と思いながら専務を見ると、

「こういうこと今までやったことないから、むしろすごく楽しいけど」

　と、気にする様子もなくそう答えてくれた。

　無表情なので、本当に楽しんでいるのかいまいち分からないけど、本人がそう言っているのだから、楽しいんでしょう。

　ただ、まったく私を振り返ることなく真剣に掃除をされると、ちょっと寂しいです。

　もやし炒めといい、アパートの清掃といい、専務は今までの人生であまり関わらなかったものについて、妙な感動を覚えることがあるみたいだ。

　金銭感覚だけじゃなく、やっぱりどこか一般の人とはズレてるところがあるというか。でも、それで人に迷惑をかけてはいない。むしろ大家さんは、

「響さん、去年は響さんのおかげでとってもキレイになりました。今年もよろしくお願いします」

　と言っている。

　専務、去年の清掃活動もがんばったんですね。

「そういえば、専務はいつからこのアパートに住んでいるんですか？」

　真剣に掃き掃除をしている専務の後ろから、問いかけると、

「家出してきたのが去年の九月」

　てことは、去年の十月のアパートの清掃に参加したってことですね。

「あ、大家さん、重いものは俺が持ちますから」

「ああ、響さん、すみませんねぇ」

　専務は、空き缶が入ったごみ袋を引きずっていた大家さんに声をかけ、それを引き受けた。そんな優しい専務の姿を見ていると、やっぱり〝あのウワサ〟が信じられなくなる。専務のせいで会社を辞める女性が多いとか、女性社員にセクハラするっていう……。

「なにかまだ聞きたいことがあるの？」

　いけないいけない。またぼんやりしていた。

「ちゃんと手、動かしてね。そんなんじゃいつまで経っても終わらないよ。あと、毎日使わせてもらってるこの敷地に、感謝の気持ちを込めて清掃するようにって、去年、大家さんから言われたし」

「はい」

　キビキビと掃除をする専務は、まるで美化委員のようです。私もちゃんと働かねば。

　でも、あのウワサのこと、ますます気になってきてしまった。だって、信じられないんだもん。でも、火のないところに煙は立たないともいうし。

「はぁ」

　不意に、専務がため息をついた。

　ちら、と見ると、専務はほうきを動かす手を止め、振り返った。

「なに？　掃除に集中できなくなるくらい気になることがあるなら、ちゃんと答えるから言ってみなさい」

「え、えと……」

　言っていいのかなと悩む。でも、黙っていても変に思われる。

「あの、専務が原因で会社を辞める女性社員が多い、みたいな。そんなウワサが、あるみたいで」

　ゆっくり、慎重に言葉を紡いで、真相を聞こうとする。すると専務は、

「あー、そうなんだよね」

　と、さらっと答えた。

「し、知ってたんですか？　と、ということはまさか……」

　事実なんですか？　と聞こうとすると、専務は、

「父親、社長に相当注意されたよ」

　と答えた。

「ど、どういうことでしょうか」

「別に。急に告白されて、断ったら会社を辞めていく女性社員が多いっていうだけ」

「ああ！」

　なんか、妙に納得してしまった。こんなにカッコよくて、しかも若くして専務という役職で仕事をしている人を好きになる女性が多いのは、当然かもしれない。月野さんも、専務はモテるって言っていたし。

　その女性たちは、フラれたことが切なくて仕事を辞めたのか、それとも専務の自覚のないＳ発言に傷ついて仕事を辞めたのかは分からない。けど、そのあたりの事実が伝わらず、〝専務のせいで女性社員が会社を辞める〟っていうところだけがウワサで流れてしまっていたんだろう。さらにそれが変な方向に曲がって、〝セクハラをする〟というウワサになってしまったのかも。

　私も、入社式前は『性格の悪い専務なんだろうな』って思っていたし。

　私が黙って納得していると、専務は、

「正直、困るけどね。好きにさせようとしたつもりはないのに、勝手に好きになられたうえに、告白を断ったら会社辞めるとかさ」

　専務は少しだけ眉を下げて、ため息をついた。

　専務曰く、「俺に変なウワサがたつのは全然構わないけど」とのことだったけど、社員がそんな理由で退職していくのは本当に困っているみたいだ。

「本当にそうですね。私も女なので、辞めた女性社員の方々の気持ちも分からなくはないですが」

　好きな人からフラれたら、その人と顔を合わせるのもつらいだろうし、会社を辞めたいと思うこともあるかもしれない。あくまで恋愛に疎い私の、経験に基づかない想像だけど……。

　すると突然、

「君は？」

　と質問され、でも意味が分からなくて「えっ？」と聞き返すと、

「じゃあ君も、もし俺にフラれたら会社辞める？」

　と聞かれた。

　ドキン、と心臓の音がした。

　ど、どどどどういうこと!?　専務のことを気になっているってこと、バレてる!?

　そう思ったら、

「例えば君が俺のことを好きだと仮定してね」

　あ、例えばの話ですか。

「ええと。まあ、リアルに考えると私は家の借金があるので、失恋で会社を辞めるわけにはいかないのが現実ですね。それに……」

「それに？」

「化粧品のこと、もっと勉強したいなって思ったんです」

　専務のお姉さんに自信を与えた化粧品。

　私に勇気をくれた化粧品。

　専務が誇りを持って扱っている化粧品。

　いろんな思いから、もっと勉強して、もっと会社に貢献していける人間になりたいと思った。大手の会社だとか、お給料がいいとか、そういう理由だけじゃなくて。

「そう」

　専務は短くそう答えるだけだった。

　けど、あれ、今ちょっと笑ってたかな？　よく見えなかったけど。

「でも安心したよ」

　専務はいつもの無表情に戻っていて、冷静にこう続けた。

「てことは、俺と君が結婚して、万が一うまくいかなかったとしても、君は会社を去ることはないと」

　また例の結婚話が出てきて、私の心臓はまた激しく跳ねた。

「あ、あのっ、その話は、そのっ！」

「まだ冗談だと思ってる？　困るな、本気なのに。顔に本気が出ないからいけないのかな。でもこの無表情、意識しても直らないんだよな」

　そ、そんなこと言われたって、誰かの代わりに専務と結婚なんて、絶対にしませんからね――!!

「あ、でも」

　専務はなにかを思い出したような声を出す。

「君と出会ってから二回ほど君にキスをしたけど、今後はああいう突然の行為は控えようと思う」

「え、どうしたんですか急に」

　いや、あのようなことを今後もされると心臓がもたないから、やめてもらえるとありがたいのですが……。でもされないのはされないので、ちょっと寂しいかな、って、なに考えてるの私！

　すると専務は、表情を引き締めてこう答えた。

「君が処女だってことは、この前のマシュマロで確信したんだけど」

　な、なに!?　そ、そりゃ確かに処女ですけどー!?

「処女で恋愛経験も少ない君にいきなりキスとかは、刺激が強すぎるかなと思って。だから、オトナの恋は少し待って、あえて中学生みたいな恋愛で攻めていこうかと」

「あえて中学生？」

　私が問うと、専務はコク、とうなずく。

「手を繋いだり、名前を呼び合ったりするだけでドキドキするような、そんな恋愛」

「はあ」

　確かに、そういう恋愛も素敵だとは思う。でも経験がないからって、中学生みたいな恋愛っていうのは、さすがにバカにしてない!?

　すると専務は、

「この年になってあえて中学生みたいな恋愛っていうのは、一周回ってエロいかな？」

　し、知りません！　エロいとか!!　どういうことですか!!　そして、そういうことをこんなところで言わないでください!!

「でもさぁ、恋愛って難しいよね」

　駐輪場からアパートの外周のごみ拾いに移りながら、今度は専務が話を切り出す。

「学生のころから、告白してきた女の子は、ほとんど話したことないような子たちばっかり。俺のことなにも分かってないでしょって思う」

　そう言いながら悲しんでいる様子もない。専務は、もともと表情から気持ちを読み取るのが難しいから、どんな気持ちで話をしているのか分からない。

　専務の本当の気持ちが知りたいな。

　そんなことを考えていると、

「なんでか自分なりに考えてみると、やっぱり世の中、金かなってね」

　突然とんでもないワードが飛び出してきたので、私は驚いてしまう。

「正直、俺の家は金あるしね。あ、石川さんに言うべきことじゃないけど」

「い、いえ。それはいいんですけど」

「君が結婚してくれれば、借金くらい肩代わりしてあげるよー、とか思っているくらいだから、お金目当てで女の子が寄ってくることを気にするのも変だけどね」

　専務の眉が、やや下がっているように見えた。もしかして、落ち込んでいる？

　よし、ちょっとずつ専務の表情が読めるようになってきた！　あ、でも感動している場合じゃない。何か言って励まさなきゃ！　でも、なんて言えばいいんだろう。早く、早くなにか言わなきゃ！

　混乱した私は、

「専務はカッコイイですから！」

　思わず大声を出して、慌ててしまう。

　近くに私たち以外見当たらないけど、誰が聞いているか分からない。それに、専務はこのアパートでは〝普通のサラリーマン〟を装っているので、近所で『専務』と呼ぶのもマズい。焦っているうちに、さっき言ったことも忘れかけたけど、専務が黙ってこっちを見てくるから、ハッと我にかえった。

「すっ、すみません！　変なこと言って。で、でもその、本当に顔も肌も声もキレイですし、だから、あの」

　焦れば焦るほど変なことを言ってしまう。臨機応変に対応できないこんな性格、本当に困ってしまう。すると専務は、

「自分で自分のことカッコイイと思ったことはないけど」

　え、意外。きっと周りの人から数えきれないくらい『カッコイイ』と言われてきたはずなのに自覚はないんですね。

「カッコイイですよ。でも、それだけじゃないです。優しいです。専務は」

　変なことを言わないようにとは思うものの、これだけは言いたかった。

　専務は、優しい。私が専務のことを気になっているのは、専務がカッコイイからでもお金持ちだからでもない。優しいからです。さすがにそこまでは伝えられないけど。

　しばらくなにも言わず私のことを見つめていた専務が、ふいっと露骨に視線を逸らした。

　がーん。ショックすぎる。変なこと言うヤツだって呆れられた？

　そう思ったのだけど、

「……どうもありがとう」

　専務はそう言って、再び清掃に無言で取り組み始めた。

　あれ、もしかして？

　表情は見えないし、見えても気持ちを読み取るのは難しいけど、初めて見るこのリアクション。困ったような顔で視線を逸らす、この反応。

　もしかして照れ、た？　いやいや、それはないか。




　専務はごみを拾いながらどんどんどんどん進んでいき、あっという間にアパートを一周してしまった。あとをついていった私も一周し、大家さんにうっかり褒められてしまった。

　そんなこんなで、ごみをまとめ終わったころ、専務は再び私の方を振り返った。

　そして優しい表情で、

「話は戻るけど、君に手を出さないっていうのは本気だから」

　さらっとそう言うと、「ああ、シャワー浴びたい」と言いながら背伸びをした。

　それってもしかして、私を大事にするってこと？

　女の子に告白されても困る、みたいなこと言っていたくせに。私は専務のこと、好きになっても、いいの？

　専務は私に結婚してほしいと言う。理由はともかく、専務は私のことを少なくとも嫌いではないはずだ。好意をもってくれているって思うほど、うぬぼれてはいないけど……。

　処女で鈍感でちんちくりんでお金もない私ですが、一パーセントくらいなら……可能性はあるんですか？

　そんなことを考えていた時だった。

「ていうかさぁー、木き崎ざきがいないじゃん。ずるー」

　アパートの階段の掃き掃除を終え、私と専務に近づいてきた中野さんが不満を言った。確かに、一階のもうひとりの住人である木崎さんは見当たらない。

　とはいえ、木崎さんとは私が引っ越しの挨拶に行った時に会ったきりで、それ以来、朝も夜もすれ違ったことすらない。

　木崎さんは大学生らしいけど、金髪でピアスもたくさんつけていて、愛想もなく、怖そうな男の子だった。

「木崎さんなら、事前にお休みの連絡を受けています。実家のお父さんが入院して、そのお見舞いに行くとかで」

　大家さんが優しい声でそう言った。

　お父さんが入院？　そうか、木崎さんもお父さんも、大丈夫かな。

　ふと、自分のお父さんと重ねてしまう。お父さんとはよく電話もしているし、お姉ちゃんから頻繁にメールで様子を聞いたりもしている。

　今は病院に通わなくていいくらい元気になったから、ひとまず安心しているけど、でも、もしまた倒れたら、って急に心配になって。

　そうしたら、専務が私の頭をぽんぽんと撫でてくれた。そして、

「大丈夫だよ」

　と確かに私の気持ちを読み取って、優しい声でそう言ってくれた。

　そうだよね。今は不安がるんじゃなくて、しっかりしなくちゃ。

　大家さんはアパート裏の確認をしに行き、中野さんもゴミ捨て場の方に行ったので、また、私と専務のふたりきりになった。

「専務は、お父さんのことが気になったりしませんか？」

「えー、だって会社で毎日会うし」

「でも、会社で会うのと家で会うのは違うかなとも思いまして」

「まあ確かに会社ではよそゆきの顔だしね。あんな人と家で四六時中ずっと一緒にいてごらん。疲れるよ」

　専務はそう言って、はぁ、とため息をついた。

　厳しい人っていう意味かな？

　想像したいけど、想像できるほど社長と会ったことがない。就職試験の最終面接の時に少し話しただけだ。入社式も、社長はずっと会場にいたわけじゃなかったし。

　社長も専務と同じくらいカッコよかった、というのははっきり覚えているけど。

　社長は化粧品会社の経営者だから当たり前のことなのかもしれないけど、それでなくても、すごく若く見えた。年は私のお父さんと変わらないのに。

　でも、もし私が本当に専務と結婚したら、社長が私のお義父さんということに……。

「って、バカー!!」

　私はまた大声で叫んでしまっていた。さすがの専務も驚いたようで、目を丸くして、私を見た。

「す、すみません、なんでもないです……」

　専務と結婚、したくないわけじゃないよ。それどころか……。

　いやいや、専務のことはまだ好きとかじゃなくて、気になっているだけですけど!!

　それに誰かの代わりに、なんて理由で結婚はできないです。

　その後、もう一度、各自アパートの周りを確認して、清掃活動は終わった。




「朝ご飯、まだだよね？　よかったら、どこかに一緒に食べに行く？」

　部屋に戻ろうとした私に、専務がそう声をかけてくれた。

「い、いいんですか？　行きたいです！」

「そんなに張り切らなくても。別に高級店に行くわけじゃないんだから」

　専務とまだ一緒にいられる、それがうれしいんです、とは言えないけど、声が弾んでしまう。

「あ、でもあまりお金がないので、その」

「分かってるよ。じゃ、あっちの橋の向こうにあるファストフードは？」

「は、はいっ！　行きましょう！」

「本当はちゃんとしたお店でごちそうしてあげて、俺との結婚をしっかり考えてもらいたいんだけどね。君、そういうの嫌がりそうだし」

「結っ」

　婚。いやいや、この話には、これ以上反応しちゃダメだ。

「それに、中学生同士のカップルが高級店に行ったり、高いものおごったりしなさそうだしね」

　専務はあくまで、〝中学生みたいな恋愛〟にこだわっているらしい。

　それが逆にエロいとか言われると反応に困るけど、でも恋愛経験がほとんどない私からしたら（大樹くんのことは除く）、急にキスされたりするよりも、ずっと安心していられるのも確かだった。

　そんなわけで、お互いに一度、部屋に戻り、着替えて、また外で待ち合わせることになった。

　今までならファストフード店に行くのに、身支度を整えようとは思わなかったけど、専務と一緒だし、それに化粧品やオシャレにもっと向き合っていきたいと思いはじめていたから、簡単だけどメイクを直し、服もお姉ちゃんにもらったばかりのカーディガンとスカートにして外に出た。

「あ、ちょっとかわいくなってる」

　先に待っていてくれた専務が、私を見て少し笑いながら冗談っぽく言った。

　そんな専務も、薄手のパーカーとジーンズで。

　ふたりともラフな格好で外を歩くという行為に、胸がちょっとときめく。

　この前、一緒に服を買いに行った時は、急だったり強引だったりしたから、デートっていう感じはしなかったけど、今は勝手に、これってプチデートかな、と思ってしまっている。近所のファストフード店に行くだけだけど。

　しかもこの前は、ボサボサ髪で眼鏡をかけ、ボロボロのジャンパーを着ていた専務も、「この辺りで会社の人と会うことはまずないから」と、今日はこざっぱりしていて、眼鏡もかけていない。

　十分ほど歩いてお店に入ろうとすると、専務がソワソワし始めた。どうしたんですか、と尋ねると、

「ファストフードって、どうやって注文するんだっけ」

「え？　レジで店員さんに注文して。もしかして専務、入ったことないんですか？」

「あるもん」

　専務は小さくそう答えた。

　どうやら子どものころに一度だけ入ったことはあるらしい。

　その後、専務に注文の仕方を教え、一緒にハンバーガーを食べた。ポテトは半分ずつ食べた。

　たわいもない話もいろいろした。

　仕事の話が一番多かった。本当は子どものころの話や、家のことも聞きたかった。でも、専務は自分のことをあまり話さないし、家のことは話したくない感じがしたから、聞かないようにした。

　だから自然と仕事の話になり、全然デートって雰囲気じゃなかったけど、私は専務と同じ時間を過ごしていることがうれしかったし、楽しかった。

　そして専務は、時々表情を崩して微笑んでくれた。笑いを含んだ声も聞かせてくれた。そのことに胸が温かくなって……ドキドキしたりもした。




　食事を終え、私たちは店を出た。

　帰る場所は同じなので、そのままアパートの方まで向かおうとしたその時、

「涼ちゃん？」

　後ろから女の人の声が聞こえて、専務が「え？」と振り向いた。専務の名前は涼太だから、誰かが専務のことを呼んだのかな？

　まさか会社の人じゃ!?　ヤバい、私は隠れたほうが……？いや、会社の人は専務のことを「涼ちゃん」とは呼ばないか。

「葉は津づ希き」

　専務はその女の人を見て、驚いた声をもらした。

　葉津季さんと言うらしいその女性は、美しく、しかもかわいい雰囲気の人だった。

　高級感のある白のブラウスとスカートを着ていて、胸の少し下辺りまである茶髪がサラサラと春風に揺れている。

　年は、私より少し上かな？

　まつげが長い。目が大きい。唇はふっくらしていて色っぽい。もともと美形なうえ、隙なく施されたメイクが、さらに彼女の美しさを引き立たせていた。

「本当に涼ちゃんだぁ。久しぶり～」

　葉津季さんはうれしそうにこちらへ駆け寄ってくる。

　わあ。

　葉津季さんと専務がとなり同士に並ぶと、すごく絵になるというか。どこから見ても、美男美女のお似合いカップルだ。華やかで素敵だった。

　さっきまで専務のとなりにいて『なんだかデートみたい』なんて浮かれていた自分がバカみたいに思えた。

　私と専務は全然釣り合ってない。分かりきっていたはずなのに、葉津季さんと専務を見て、改めて気づかされた。

　ていうか、ふたりはどういう関係なんですか？

「涼ちゃん、こちらの方は？」

　私が葉津季さんについて聞けないでいると、葉津季さんが私を見ながらそう尋ねた。

　すると専務は、「今住んでいるアパートの隣人」と答えた。

　なにも間違ったことを言っていないし、ちゃんと私を紹介してくれたのに、なぜか、胸がちくん、と痛んだ。

　私、自分と専務は少し特別な関係だ、なんて勝手に思ってしまっていたのかもしれない。実際は、私がアパートの壁に穴を開けて迷惑をかけているっていう話なのに。

　そういう勘違いがあったから、自分以上に専務と親しげな葉津季さんを見て胸が痛んだのかも。勝手だけど。

　でも専務は続けて、

「仲良くてさ、今も一緒に朝ご飯食べてきたとこ」

　と話してくれたから、少しホッとした。

　仲がいい、って言ってくれたことに対してもそうだし、もし専務と葉津季さんが私の想像以上に特別な仲で、専務が私とのことをごまかすために「たまたまそこで会っただけ」とか答えたら悲しいから。

　私が悶々としていることに気づく様子はなく、専務は葉津季さんと話を続ける。

　その中で、専務が、

「ウチの会社の社員でもあるよ」

　と、私のことを紹介したことに驚いた。だって専務はアパートや近所では、コスメチアの専務だってことは内緒にしているから。

　ということは、この女性は専務が〝専務〟であることを知っていて、それでいてなんでも話せる仲ってこと？

　そんなことを考えていると、専務は、

「ごめん、石川さん。先、帰っててくれる？　俺、この子とちょっと話していくから」

　そう言って葉津希さんを見た。

　優しく微笑みながらだけど、私はなんだか、急に不安になってしまった。私と専務は付き合っているわけじゃないから、こんな気持ちを抱く権利はないはずなのに。




　お昼を過ぎても、専務はアパートに帰ってこなかった。

　時間が経てば経つほど、不安でドキドキしてしまう。そう思われても、専務は困るだろうけど。

　夕方になって、そろそろ夕飯の買い物に行かなきゃな、と思った。

　専務の分、作っておいてあげたいけど、この様子だと外で食べてくるかな。葉津希さんと一緒に……。

　そんなことを考えていたその時、

　――ガチャ。

　専務の部屋のドアが開いた音がした。

　帰ってきたんだ！

　数秒待って、専務が壁の向こうにいる気配を確認して、

「お、お帰りなさい！」

　私はなるべく明るく専務に話しかけた。

「ただいま」

　普通に返事をしてくれた専務に、少し安心する。

「あ、あの、カーテン開けてもいいですか？」

　なんとなく専務の顔が見たくて、顔を見て直接、話したかったから。

　専務は「いいよ」と言ってくれた。カーテンを外して目が合うと、専務はもう一度、「ただいま」と言ってくれた。

「お帰りなさい」

　ちょっと調子に乗ってるかな？　彼女ぶってるみたい？　でも帰ってきてくれて、本当に安心したんだ。

「お、遅かったんですね」

「うん、ちょっと実家に帰ってたから」

「え？」

　家出をしている専務から〝実家〟というワードが出てくるとは思わず、驚いた。

「実家って、さっきの葉津季さんと一緒に、ですか？」

　私が尋ねると、

「うん」

　専務は当たり前のようにそう答えた。

　おかしいな。専務の表情、最近は前より分かるようになった気がしてたのに、今は全然、分からないや。

　でも「もしかして」と思ったことがある。

　推測でしかないけど、専務と葉津季さんはすごく親しげで、さっきまで一緒に専務の実家にも行っていたとのこと。ということはもしかして……。

「葉津季さんって、専務の例の婚約者さん、ですか？」

　恐る恐るそう尋ねる。不安で仕方なくて「違うよ」って言ってほしかった。

　でも専務は「そうだよ」と答えた。

　頭を強く叩かれたような衝撃が走った。

　専務に婚約者がいることは、前から知っていたから、今さらその存在にショックを受けるのはおかしい話かもしれない。でも……。

「意外でした。あ、いえ、婚約者とは結婚したくない、みたいな感じだったので、あんなに仲がいいとは思わなくて」

　気まずさをごまかすためにとっさに出た言葉だったけど、ウソではなかった。今まで専務の婚約者がどんな人かあまり考えていなかったけど、まさかあんなにキレイな、そして専務と仲のよさそうな人だと思っていなかった。だから、急にこんなに不安になっているんだと思う。

　それでも、私はきっと、どこかで期待をしていた。誤解だって。葉津季さんとはなんでもないって。だから結婚したくないんだって。そういうことを言ってほしかった。

　でも、現実は違った。

「大事な子なんだよね、葉津季は。俺にとって大事にしたい子」

「……」

「だから、親が決めた結婚なんかで一緒になりたくないんだ。それじゃあ葉津希は幸せにはなれないから」

　大、事な子。

　専務にとって葉津希さんは、大事な人。

　全身にさっきよりも強い衝撃が走った。

　私はずっと舞い上がっていた。専務と特別な関係であるような勘違いをしていて、自分だけ専務に大事にされている気がしていた。

　でも、実際は全然違った。たくさん優しさをもらったし、人として大事にしてもらっていると思う。でも、それは〝女の子〟としてじゃない。

　専務が女の子として本当に大事にしている人とは、結婚できないんだ。

　私は特別じゃないから、簡単に結婚しようなんて言えるんだ。

　でも、ショックを顔に出さないようにしなきゃ。専務は悪くないよ。私が勝手に勘違いしていただけだから。

「私、ちょうど夕ご飯の買い物に行こうと思っていたんです！　よければ専務の分も作りますよ！　なにがいいですか？」

　話を変えようと、私はなるべく明るい声と顔で専務にそう聞く。

　でも専務は、

「大丈夫。実は夜、また葉津希と会うんだ。といっても、実家には帰らないけどね。ふたりでもう少し話しながらご飯食べるだけ」

　と言う。

「そう、ですか」

　ダメ、暗くなっちゃダメだよ自分。

「気をつけて行ってきてくださいね」

「石川さんも買い物に行くんでしょ。気をつけて」

「私はそこのスーパーですから大丈夫ですよ！　じゃあ、カーテンかけますね！」

　私は必死に平静を装いながら、カーテンで穴を隠した。




　私は、しばらくその場に立ち尽くしていた。

　専務と〝結婚〟したら、きっと今と変わらずに優しくしてくれると思う。いろんなことを気にかけてくれて、普段は無表情だけどたまに笑ってくれて、私の料理をおいしいって食べてくれて、時には今日みたいに一緒にファストフード店に行ったり。そんなふうに、きっと楽しく過ごせると思う。

　でもそもそも、専務が言う〝結婚〟に愛がないことなんて、初めから分かっていたことで。専務は、親に決められたとおりにしたくないから私と結婚しようって言っただけで。私だって、本気になんてしてなかった。

　そのはずなのに、いつのまにか期待をしていたみたいだ。専務が〝大事〟に思う女の子は、私じゃなかったのに。

　というか、日本のトップ企業の社長の息子が、借金のある家の私なんか選ぶはずがなく、ほんの少しの期待すらおこがましかったのだ。

　専務のとなりには、キレイな葉津希さんがお似合いだ。




　その後、なんだか買い物に行く気にもなれず、部屋でボーッとしながら過ごしてしまった。

　十九時を回ったころ、専務の部屋の電灯が消えるのが分かった。そのまま出かけていったみたいだった。

　葉津希さんとご飯を食べに行ったんだ。私も、ご飯は食べなきゃ。

　重い腰を上げて、私はようやく買い物に向かった。










木崎の事情




　買い物を済ませて、携帯で時間を確認すると十九時四十五分だった。

　アパートの前まで戻った時、二階を見上げてみたけど、専務の部屋の電灯は消えたままだった。

　まあ、まだ帰ってないよね。

　二階への階段をのぼり始めようとした時、一階の一〇二号室のドアがガチャリと開いた。出てきたのは、木崎さんだった。

「木崎さん。こんばんは」

　私が挨拶すると、木崎さんはちら、とこっちを見て、

「どうも」

　と短く答えた。

　引っ越しの挨拶の時以来の木崎さんは、あの時と同じ金髪で、だけどピアスの数が前より増えている気がした。そっけなさは、以前と同じだ。

　それでも、

「あの、お父さんの具合、大丈夫ですか？」

　私は恐る恐るそう尋ねた。

　お父さんが入院なんて、木崎さん自身も不安だろうし。けど、

「なにが？」

「え？　いえ、だからお父さんが入院されたって聞いたので……」

「そんなの掃除をサボるためのウソに決まってんじゃねーか」

　え？

　呆ぼう然ぜんとしていると、木崎さんは続けた。

「父親は入院なんかしてねえし、仮にしてたとしても誰が見舞いになんか行くかよ。家出中だぞ、こっちは」

「…………」

「じゃ。俺、行くとこあるから」

　そう言って横を通り過ぎていく木崎さんに、私は声をかけずにいられなかった。

「ま、待ってください！」

　木崎さんは少し離れたところでぴた、と足を止め、顔だけ私の方に振り返った。

「なに」

　木崎さんは明らかに不機嫌そうに私を睨みつけた。出かけるところを引き止めてしまったからイラッとさせてしまったんだろう。

　うう、目つきが怖い。

　でも、私は続けた。

「あの、掃除をサボったことはいろいろ言うつもりはありません。でも、お父さんが入院したっていうウソをつくのはよくないです」

「は？」

「そ、そんなウソをつかれたお父さんがどんな気持ちになるか。周りの人たちもみんな心配します。それに、入院って本当に一大事なんです。そんなことをウソついちゃいけないです」

　なんて、ちょっとお説教してしまった。

　ただでさえイライラしていた木崎さんを、もっと怒らせてしまったかもしれない。でも、入院をウソに使うことはどうしてもやめてほしかった。私はお父さんが入院した時、本当に本当に、どうしようって悲しくなったから。

「う……」

「んなっ」

　木崎さんは私を見てぎょっとしたようだった。私が、お父さんのことを思い出して泣いてしまったからだ。

「お、おい、泣くなよ。わ、悪かったよ！　もうそんなウソつかねぇから！」

　木崎さんは慌てて言った。私が泣いたのは自分のウソが原因だと思ったみたい。私が勝手に寂しくなって泣いただけなんだけど。

　でも、一度あふれ出た涙はなかなか引っ込まなかった。木崎さんはなにも言わず、ただ黙って私が泣き止むのを待ってくれていた。

　意外だった。さっさと出かけてしまえばそれで終わるのに。




　私がようやく泣き止むと、木崎さんは私に聞いた。

「アンタのお父さん、もしかして入院してるとか？」

「あ、いえ。前に倒れて入院していたことはありましたが、今はずいぶんよくなりました」

「倒れた？」

「心労とかで」

　すると木崎さんは、少しの間のあと、私から視線を外し、小さな声で、でも確かに、

「悪かった」

　と言った。

「え、あ、いえっ、こちらこそ偉そうに、しかも泣いてしまってすみません」

「別に」

　木崎さんは、「悪かった」と言ってくれたものの、やっぱりそっけなく答えた。

　その時、木崎さんが背負っていた大きい黒いバッグについたキーホルダーがきらりと揺れるのが見えた。

「あ、『クロックス』」

　ぽつりと私がそう言うと、木崎さんは驚いたようだった。

「アンタ、クロックス知ってんのか？」

「あ、はい」

　クロックスは、アメリカで活動している六人組のオルタナティブロックバンドだ。日本では知名度は高くないけど、数年前に立ち読みした雑誌でクロックスの存在を知り、少し興味がわいて曲をいくつか聴いてみた。

　それまでロックはあまり聴いたことがなかったけど、クロックスの曲は自然と心に馴な染じんで、単純に、あ、好きだなって思った。

　木崎さんのバッグで揺れていたのは、そのクロックスのロゴのキーホルダーだった。

「好きなメンバーは？」

　木崎さんにそう聞かれ、

「ロイですね」

　と、メンバーの名前を答えると、

「マジで!?　俺も!!」

　とたんにさっきまでの無ぶ愛あい想そうがウソのように、満面の笑みで私を見た。

　木崎さんは熱く、そして楽しそうにクロックスについて語ってくれた。私も、周りの友達にはクロックスを知っている人が全然いなかったから、話ができるのはうれしかった。それに、近寄りがたかった木崎さんと、こんなふうに話ができたのも楽しかった。

「あ、もしかしてその背負っているの、ベースですか？」

　私は、木崎さんの黒いバッグを見て聞いた。楽器が入っているのは見た感じで分かったけれど、ギターじゃなくてベースだと断定して聞いたのは、ロイがベーシストだから。

「そうなんだよ！　俺、ロイのベースにめっちゃ憧れててさ！　今日もこれからスタジオに練習に行くとこだったんだ」

　木崎さんはうれしそうにバッグからベースを取り出し、音を鳴らした。

「あっ、こんなところで弾いたら大家さんに叱られますよ」

「ちょっとくらいいいだろ。この時間、大家はいつも風呂入ってるしよ」

　大家さんの部屋と木崎さんの部屋はとなり同士なので、音がよく聞こえるそうだ。

　木崎さんは再びベースを鳴らし始めた。

　ほんの数秒。

　楽器のことも音楽の専門的なこともよく知らないけど、すごく上手なのだけは分かった。

「すごい、すごいですね！　ロイみたい！」

「バカ、褒めすぎだ。ロイに失礼だろ。ロイはこんなもんじゃねーしな」

「バンドやっているんですか？」

「ああ、大学の仲間と組んでる。もちろん俺はベース。たまに作曲もしてるぜ」

「作曲！　すごい！」

「作詞もやりてぇが、メンバーがやらせてくれねぇ。なんかセンスないとか言われる」

「あはは」

　いつの間にか、自然に笑えていた。木崎さんは思っていたより話しやすい人だった。

　そして無邪気に話したせいか、専務のことでモヤモヤしていた気持ちは晴れていた。

「木崎さん、ありがとうございます」

「は？　なんだよ急に」

「わけは聞かずにお願いします」

　木崎さんは意味が分からないというような顔をしていたけど。

「つぅか、タメ口でいい。アンタ社会人だって大家が言ってた気がするけど、大卒？」

「あ、はい。もうすぐ二十三歳です」

「じゃあ俺二個下だし、なおさらタメ口でいい。むしろタメ口で話せ」

　年上扱いしてくれている割には命令口調だけど、そう言ってくれるのはうれしかった。より距離が縮まった気がした。

「じゃあタメ口で、木崎くん、でいいですか？　あ、じゃない、いい？」

「凛りんでいい。木崎凛りん太た朗ろうだから。みんなそう呼ぶし。アンタは？　名前。石いし山やまさんだっけ？」

「いえ、石川です」

「下の名前は」

「広香です」

「広香な」

　そう言うと木崎さん……凛くんは、頬をポリ、と掻かいた。

　私が「じゃあ、そろそろ部屋に戻るね」と言うと、凛くんも「おう」と答える。それからジーパンの後ろポケットに入っていた携帯を取り出し、照れくさそうに言った。

「ＬＩＮＥ、教えて。そ、その、同じアパートだし、知ってたほうが都合がいいこともあるかもしれないだろ」

「ああ、そうだね。凛くんが今日みたいに掃除サボった時とかね」

「うっせ。いいから教えろ」

　そんな軽口をたたきながら、私は凛くんとＬＩＮＥのＩＤを交換した。凛くんのアイコンは、さっき弾いてもらった彼の相棒のベースの画像だった。




　部屋に戻ってから、私は凛くんとの会話を思い出していた。

　借金のことを勘づかれたくなくて、最近は学生時代の友達ともＬＩＮＥで連絡を取り合うくらいで、直接会って話したりしていなかった。

　会社の同期とも、大樹くん以外とは部署が違うからなかなか話せないし、話す時間があったとしても、どこか距離を置いてしまう気がしていた。

　もしかしたら、同年代の人と楽しく会話していない寂しさがあったのかもしれない。そして、まさかクロックスの話ができる人がこんなに身近にいたなんて。




　でもしばらくすると、また専務のことが気になってきた。

　今、葉津季さんと、どこでなにを話しているんですか？

　せっかく気持ちが晴れたと思っていたけど、またモヤモヤしてきそうだった。

　そんな時、専務の部屋の玄関が開く音が聞こえ、すぐに部屋の電灯も点いた。

「お帰りなさい！」

　私は、つい壁越しに大きな声で話しかけてしまった。

「ただいま」

　専務のいつものキレイな声が聞こえた。

「あの、カーテン、外してもいいですか？」

　私が恐る恐るそう尋ねると、専務は、「いいよ」と答えてくれた。

　私はカーテンを外し、専務と対面した。

「お、遅かったんですね」

　あ、こんなこと言っちゃいけないかな。そんなの専務の勝手だよね。私が口を出すことじゃなかったよね。

　でも専務はそんなことを気にする様子もなく、

「そうだね。いろいろ話していたからね」

　と言う。

　いろいろってなんですか？　って聞きたいけど、さすがに聞けない。

「つ、疲れていませんか？　ご実家にも行ったっておっしゃってたし」

「いや、大丈夫だよ」

「お、お腹は空いていませんか？」

「うん、食べてきたから大丈夫」

「えと……」

　どうしよう。葉津季さんのことは聞かないようにって意識すると、うまく話せない。

「どうしたの？　なんか変だよ？」

「い、いえ」

　専務が眉をひそめて私に聞いてくるけど、葉津季さんとのことが気になって、なんて言えない。でも、ほんの少し、ほんの少しなら……。専務が話したくなければそれ以上は聞かないし、そこまで深い話じゃなければ、多少は聞いても……。

「大丈夫？　本当になにもない？」

　専務にもう一度尋ねられ、私は、

「葉津季さんとは、どういうご関係なんですか？」

　と思わず言ってしまった。

　あ、これ、もしかしてけっこうつっこんだ質問だった？

「あ、あの、答えたくなければ別に」

「言ったじゃん。婚約者だよ」

「その、それはそうなんですが。ちなみにいつからなんですか？」

「んー、話があったのはけっこう昔からかな。本格的に結婚を前提に付き合い始めろって父親に言われたのは三年前」

「三年……長いですね」

「でも別になにもないよ。付き合ってもいないしさ。葉津希とのことを父親にいちいちいろいろ言われるのも、家出の原因のひとつ」

「そうなんですか」

　ふたりはとてもお似合いに見えた。それに、仲もよさそうなのに。

「前から婚約のお話があったということですが、葉津季さんは、専務のご実家とどういうご関係があるんですか？」

　あ、これもつっこんだ話だったかな。結局、いろいろ聞いてしまっているじゃないか私。専務が嫌な顔しないから、余計に……。

「幼なじみだよ」

　専務はサラリとそう答えた。

「俺も人のことは言えないけど、葉津希も相当なお嬢様でね。家柄も人柄もよく知った相手だから、親からしたらいろいろ都合がいいんだろうな」

　家柄。それは、そうだよね。大手企業の専務を務める人の結婚相手なら、普通はお嬢様だよね。少なくとも、家に借金のあるような人間なわけがない。

「でも、親が決めた相手とはいえ、いい子だよ。世間知らずなところはあるし、ちょっとぽけーっとしているけど、優しいし。大事な子だよ」

　大事な子。再び聞いたそのワードに、胸がズキンと痛んだ。自分から聞いたくせに、この話はもう聞きたくないって思ってしまった。

「そんなに素敵な方が近くにいらっしゃったんですね！」

　私は無理矢理に笑顔を浮かべて、精いっぱい明るく言った。

　専務にとって、葉津希さんは〝大事〟な人。私も、とても親切にしてもらっているけど、次元が違う。

　葉津希さんは専務の許嫁で、幼なじみで、家柄のいいお嬢様。私は単なる隣人で、会社の新入社員で、借金があって、そのうえ壁に穴を開けて迷惑をかけている。

　ショックを受けるほうがおかしいくらい、私と葉津季さんじゃ違いすぎる。

「そ、そういえばさっき木崎さんに会いました」

　私はまた強引に話題を変えた。なんだかもうつらかったから。

「あ、そうなの？　木崎さんのお父さん、大丈夫だったって？」

「あ、はい」

　お父さんの入院はウソでした、っていうことはわざわざ言わなくていいよね。凛くんももうあんなウソは言わないと思うし。

「木崎くんって、ハデな髪の色した大学生だよね？　どんな子だった？　去年の掃除の時はいたけど、会話なかったし、普段もほぼ会わないから、いまだに話したことがほとんどないんだよね。無愛想な子だっていうイメージしかなくて」

　無表情の専務と、無愛想な凛くん……確かにふたりが会話しているところは想像できないかも。

「私もそういうイメージがあったんですが、普通にいい子でしたよ。明るいし、実はけっこう笑う子でしたし、話していて楽しかったですし」

「ふーん」

「あ、バンドをやってるんですって。ベースを少し弾いてもらったんですが、とても上手でした！　すごいですよね」

「…………」

「専務？」

　あれ？　なんか急に専務の顔が無表情に戻ったような？　いや、もともと無表情なんだけど、さっき話してた時はもっと優しい目をしていて、やわらかい雰囲気があったんだけど、今は表情が硬くなっているように思えた。眉が若干上がっているようにも見えた。無表情というより、怒っている、ように見えた。

「専務？　どうかしましたか？」

「仲良くなったんだね。木崎くんと」

　私は「は、はい」と返す。

　すると、専務はもっと分かりやすく怒っているような表情になった。眉間にしわを寄せて、「そうなんだ」って答える声のトーンも低くて。

「あの、どうかしましたか？」

　恐る恐る、そう尋ねてみると

「分からない」

「え？」

「なんかよく分からないけど、あまりいい気分じゃないから、もう風呂入って寝るよ」

　どうしたんだろう。私、変なこと言っちゃったのかな。それともいろいろ聞きすぎた？

「専務、お休みなさい」

　もうこれ以上話したくないかな、と思って、私はすぐにカーテンで壁を遮さえぎった。

　部屋の床にぺたんと座り込むと、なんだかいろいろ考えてしまう。

　もう少し話がしたかったけど、専務はやっぱり、私なんかより葉津季さんと話していた方が楽しいのかな、なんて。

　親が決めた婚約、って形では結婚したくないだけで、葉津季さんと専務は、相思相愛なのかもしれない。少なくとも、私には到底かなわない、ふたりの関係性があるのは確かだ。

　泣きたいけど、涙が出ない。だって私が専務と釣り合わないのは、最初から分かっていたことだから。それに、グスグス声を出して泣いていたら、壁越しに専務に気づかれてしまう。

　暗い気持ちは晴れなかったけど、さっさと寝てしまおうという気にもなれなかった。

　そんな時、【ポーン】という音とともに、ＬＩＮＥのメッセージが届いた。

　携帯を見ると、凛くんからだった。

【さっきはどうも。またいろいろ話そ】

　そっけないけど、どこかかわいいとも思えるそのメッセージに、少し気持ちが和む。

【こちらこそありがとう。また話そうね】

　メッセージを返すと、少しだけ気持ちが落ち着いた。




　次の日、専務は朝から出かけていった。休日出勤らしい。

　そのことを朝、専務はカーテン越しに話してくれた。たとえ顔が見られなくても、声をかけてくれたことは、うれしかった。でも、若干冷たい感じの声で、まだ怒っているみたいだった。

　私は、今日は予定がなくて、午前中は部屋の掃除をしたり、日用品を買いに行ったりして過ごしいた。

　お昼ご飯を食べ終わったころ、ＬＩＮＥメッセージが届いた。凛くんからだった。

【ちょっと話したいことあるんだけど、そっちの部屋に行っていい？】

　そっちの部屋って、この部屋？　この部屋に来る!?　いやいや、掃除はしてあるけどそういう問題じゃなくて！　こんなポッカリと壁に穴が開いている部屋に人なんて、絶対に呼べない!!

【ごめんなさい。部屋の掃除中なので、そちらの部屋の前まで行きます】

　私はそうウソをついて、一階の凛くんの部屋に向かった。

　凛くんの部屋の玄関のドアをコンコンとノックすると、すぐに凛くんが出てきた。

「おう。まあ上がれよ」

　あ、どうしよう。

　さっき凛くんから【部屋行っていい？】ってメッセージが来た時は、壁の穴がバレるわけにはいかない！っていうことにばかり意識が行って、それ以上のことは考えられなかったけど、同じアパートとはいえ、ひとり暮らしの男の子の部屋に上がるのって、マズいよね？

　いや、専務の部屋には既に上がったんだけど、あの時は流されるままにというのもあり……。

「えっと、ここでもいい？」

「なんだよ、ガードかてぇな。まぁいっか。あのさ、今日の夜ってヒマか？　夜っつっても六時くらい」

「今日？　うん、とくに予定はないよ」

　私が答えると、凛くんは、

「昨日話したバンドでさ、六時からライブやるんだ。オリジナルがほとんどだけど、クロックスもちょっとやるからよ。ヒマだったら見に、こねぇか？」

　なぜかつっかえつっかえ、私を誘ってくれた。

「ライブやるの!?　すごいね、行く行く！」

「ほ、ホントか!?　じゃあ場所はあとでＬＩＮＥで送っから」

「うん！　あ、でも私チケット代の持ち合わせが……」

「バカ、ただの路上ライブだよ、金なんかかからねえから、友達も誘ってきてくれよ、絶対」

「そっか。うん、行くよ！」

　凛くんは、これからリハーサルをしにいくというので、私は「じゃあ、あとで」と言って、自分の部屋に戻った。

　ライブかぁ、すごいなぁ。楽しみだ。どんな演奏をするんだろう。誰を誘おうかな？　専務と一緒に出かけられたらうれしいけど、会社に行っているし。それに、まだ私になにか怒っているみたいだし。

　学生時代の友達を誘ったら、きっと近況報告にもなるだろう。でも家の借金のことを気づかれたくないな。私、ウソつくのニガテだから、なにかあればすぐバレそうだし。じゃあ、同期のトモカちゃん。トモカちゃんなら、いつも仕事の話が中心だし、まだ大丈夫かな。

　そう思ってトモカちゃんにＬＩＮＥメッセージを送ったけど、

【ごめん！　これから彼氏とデート！】

　という返信が来た。

　そうか、トモカちゃん彼氏がいるって言ってたな、残念。そうなると……。




「いやー、広香とデートするの、何年ぶりって感じだよなー」

　十八時少し前、凛くんたちがライブをやる場所の最寄り駅で、私は大樹くんと待ち合わせをしていた。

「デ、デートじゃないよっ。でも、来てくれてありがとう」

「ん？　別に家にいてもとくにやることないし、全然いーよ」

　元彼とふたりきりで会うのって、世間一般的にはどうなのって思われるところもあるかもしれないけど、大樹くんとは一カ月付き合っていただけでなにもなかったし、お互い恋愛感情があったわけでもないし。なにより今は、毎日会社で顔を合わせてるから、ただの同期って感じなんだよね。

　それに大樹くんなら、深くプライベートな話もしないだろうから、借金のことがバレる心配もないだろう。遊ぶお金がないってことは既に言っちゃってるけど。

　それに、私が月野さんたちとうまくいってなかった時もそうだけど、見かけによらず気を遣ってくれる人だから、万が一、何かのきっかけで借金のことがバレたとしても、それを誰かに言いふらすことはないだろうし。




「で？　そのバンドやってるっていう友達、どんな人？」

　凛くんにＬＩＮＥで送ってもらった地図を頼りに歩いていると、大樹くんが聞いてきた。

「同じアパートに住んでる大学生の男の子だよ。ちゃんと話したのは昨日が初めてだけどね」

「へぇ～。そうなんだ。あ、あそこじゃない？」

　大樹くんが指差した方に目を向けると、演奏の準備をしている男の人たちと、お客と思われる人たちが見えた。

　駅から少し歩いたところにある、大きな広場の一角だった。

「無料の路上ライブなのに、あんなにお客さんが待ってるって、お前の友達ってすごいんだなっ」

「そうだね」

　凛くんはなにも言ってなかったけど、かなり人気のバンドなんだろうな。周りには、凛くんの名前を呼びながらそわそわしている女の子が、何人もいた。

　近づいていくと、凛くんが私に気づいてくれた。

　凛くんが私に駆け寄ってくるのを見て、周りの女の子たちが一斉に私を睨にらんだ、のが気配で分かったけど、気にしないようにしよう。

「凛くん、がんばってね」

「おう。ていうかその人、誰？　まさか彼氏？」

「え？　いや彼は……」

「広香の会社の同期です。よろしくー」

　大樹くんは明るく笑いながらそう言うと、凛くんに右手を差し出した。

「よろしく」

　凛くんも、そう言って大樹くんと握手をした。そして、

「楽しんでってくれよ。あ、最前列のここ、ふたり分空けておいたから」

　と言うと、再びほかのメンバーの元へと戻っていった。

　数分後、凛くんたちのバンドのライブが始まった。

　うまい。ギターも、キーボードも、ドラムも、プロ級じゃない？

　でも、凛くんのベースのソロを聴いた瞬間、時間が止まった気がした。

　すごい。本当にロイのベースみたい。

　でも、それ以上に驚いたのは、凛くんがボーカルをやる曲。

　ギターボーカルの人も上手だったけど、凛くんの声……低いのに、どこまでも澄み渡る不思議な声。心地いい。凛くんの音楽への愛情が伝わってくる気がした。




　演奏が終わり、ライブは終了した。クロックスの曲も演奏してくれて、本当に楽しかった。大樹くんも楽しんでくれたみたい。

　すると凛くんと目が合った。でも、ファンの女の子たちがバンドのメンバーを、とくに凛くんを囲んでしまっていたので、話せそうになかった。

　とりあえずその場から「お疲れさま！　よかったよ！」とだけ声をかけた。凛くんは、申し訳なさそうに手を振ってくれた。

　大樹くんもいるし、感想は、アパートに帰ってから言おう。

　そう思い、駅へ向かった。大樹くんとは駅で別れ、アパートに戻った。

　腕時計を見るとまだ二十時少し前だった。

　アパートの外から二階を見上げると、専務の部屋の電灯は点いていなかった。

　部屋に戻り、夕飯を簡単に用意して、それを食べ終わったころ、

　――コンコン。

　誰かが私の部屋の玄関のドアをノックした。

　誰だろう？　専務？　あっ、夕ご飯まだ少し残ってる！

　そう思って玄関を開けると、そこにいたのは凛くんだった。

「気のせい？　なんか今、俺の顔見てガッカリしたような顔しなかった？」

「え!?　してないしてない!!　それより、今日はお疲れさま！　帰ってくるの早いね」

　私が慌ててそう言うと、凛くんは「夜にバイトあるからよ。今日は打ち上げもできなくて」と言う。

「バイト!?　ライブやったあとなのに？　なんのバイト？」

「居酒屋だよフツーの」

「大変じゃない？」

「でもバイトしねぇと金がねーからな」

　そういえば、凛くんはなんでこのアパートに住んでいるんだろう？　学生だし、仕送りが少ないとか、バンドにお金がかかるから、とかかな。

　ちゃんと話したのは昨日が初めてだったから当然だけど、まだまだ凛くんのことはよく知らない。すると、

「あのさ、ちょっと話さねぇ？　部屋まで入らねぇから。ここで」

　そう言って凛くんは、私の部屋の前の廊下の柵に寄りかかりながら言った。

「うん」

　私も、サンダルで外に出て、玄関のドアを閉めた。

「今日、どうだった？」

　身体の向きを外側に変えて、凛くんは夜空を見上げながら言った。今日は天気がよかったせいか、ぼんやりと星が見えた。

「すごく、すごかったよ」

「ははっ、なんだそれ。ボキャブラリー少ねぇな」

「うっ。ごめんでも、本当にすごくて」

「ありがと」

　凛くんは私の顔を一瞬見て、うれしそうに笑った。ちょっと生意気なところもあるけど、笑うとかわいいなって思う。

「あのさ、お前はなんでこのアパートに住んでんの？」

　私がさっきまで考えていたことと同じことを言われ、驚いた。

「……ごめん」

　家の借金のことは、やっぱり言いたくはなくて、そう答えた。すると凛くんは、

「嫌だ。俺は、知りたい。広香のこと、全部知りたい」

　悩んでいることがあるなら力になりたい。凛くんは私の顔を見つめて、真剣にそう言ってくれた。

　力になってくれる。その言葉は、素直にうれしかった。

　同情されたくなくて、誰にでも言えるわけじゃないけど、凛くんなら受けとめてくれるなって思った。同じワケありアパートに暮らしている彼だからこそ、そう思ったのかもしれないけど。

「実は……」

　私は、かいつまんで家の事情を話した。家に借金があって、家賃の安いこのアパートに住んでいるって。

　凛くんは真剣に話を聞いてくれていた。それもとてもうれしかった。

　話し終わると、今度は凛くんが〝彼の事情〟を話し始めた。

「俺さ、実は実家がかなりでかい会社で。子どものころからオヤジの言いなりに育ってきて、それに嫌気が差して、今は家出してる。漫画みてぇで驚くだろ、こんなの」

「いや、べつの理由で驚いてる……あ、いや、なんでもない」

　事情が専務と同じだ!!　大きな会社の息子ってことは、御曹司ってことだよね!!　こんな近くにふたりも御曹司がいるとか、どういうこと！　この安アパートに!!

　私の動揺には気づかず、凛くんは続ける。

「それで、家賃とか生活費を自分のバイト代で払わないといけねぇから、このアパートに住んでる」

「そ、そうか。大変だね」

「でも、大学の学費は親が出してくれてる。最初は、親が決めたエスカレーター式の大学なんかすぐ辞めてやろうと思った。でも、大学で今のバンドメンバーに出会って、正直、大学も楽しくて。結局、親に甘えちまってるんだよな」

「そんなことないよ」

「でも、俺は音楽が好きなんだ。会社を継ぎたくないのか音楽で食っていきたいのかもまだ分からねぇけど、今は音楽をやっていたい。実家にいると、会社を継ぐ準備ばかりさせられるから」

　凛くんのことを、周りの人がどう言うかは分からない。家出なんてって悪く言う人もいるかもしれない。でも私は、さっきの凛くんの歌声がすごく素敵だったから、凛くんの音楽への情熱がすごく伝わってきたから、

「私は、いいと思う」

　彼をまっすぐに見つめて、ただひと言、そう伝えた。いろいろ言うより、そのほうが伝わる気がして。

　そうしたら凛くんは、「サンキュ」って、笑顔で言ってくれた。

　よかった、安心した。私も自分の事情を話せてよかった。

　すると凛くんは、

「あのさ、俺とつき……いや、やっぱまだいい。もう少し、仲良くなったら、言う」

　何か恥ずかしそうに言いかけて、やめた。

　なんだろう？　まぁいいか。

　春とは言っても、夜は冷えるね。そんな話をしたあと、私たちは「お休み」と言い合って、凛くんは階段を降りていき、私は自分の部屋へ入った。

　凛くんと話をしていると、専務のことでモヤモヤしていた自分の心が少し軽くなる。

　いい友達ができてありがたいな。

　専務は、まだ帰ってこない。専務とも、少しでいいからなにか話してから寝たい。

　なんて思っていたその時だった。

　――カササササササササササ!!

　部屋に、ゴキが出た。

「きゃぁぁぁあ[image: ]ァァアッ!!!?」

　私は思わず、すごい悲鳴を上げてしまった。

「どうした広香!?」

　声を聞いた凛くんが、私の部屋の前まで戻って来て、玄関のドアをドンドンと叩いた。

　私はすぐにドアを開けて、

「助けて!!」

　思わず、凛くんに抱きついてしまった。

「お、おい!?　ひ、広香!?」

「ゴゴゴゴゴゴゴゴ……っ、キ！」

「ゴキか!?」

　察した凛くんは、私の身体を剥がし、ひとりで部屋の中へと入る。

「あ、いた」

　その声とほぼ同時に、パシン！という音が聞こえた。

「おーい、退治したぞ」

　凛くんが部屋の中から、玄関にいる私にそう声をかけてくれる。

「あ、ありがとう！　ちなみに、なにで潰した？」

「そこにあった新聞紙だけど、よかったよな」

「う、うん、いいっ、いいっ」

「じゃあこれゴミ袋に入れて、って、この壁のカーテンなに？」

「あ！」

「広香！　なんだよこの壁の穴!!」

　バレた!!

　仕方がないので、私は部屋に入り、凛くんに事情を説明した。部屋にふたりきり、とかそういうことを気にしている場合じゃなかった。

　幸い、大家さんも中野さんも出かけていたみたいで、さっきの私の大声も、凛くんの大声も、聞かれなかったようだ。

　初任給が出るまでお金がないっていう話をしたら、凛くんはそれはすぐ分かってくれ、大家さんには言わないって言ってくれた。

　そのかわり「俺と部屋交代しろ！」と言った。

「当たり前だろ！　となりが中野ならともかく、響って、男じゃねぇか!!」

「で、でも専……響さんはいい人だし」

「俺が嫌なんだよ!!」

「えっ、きゃっ」

　突然、凛くんに抱きしめられた。

「凛、くん？」

「本当は、もっと仲良くなってからって思ってた。でも、無理だ。お前がこんな部屋で、男と部屋が繋がった状態で暮らしているなんて、嫌だ」

「え、え？」

「好きだ」

　え？　今、なんて言われた？

「好きだ。お前が好きだ。ちゃんと話したのは昨日が初めてだったけど、俺の音楽を分かってくれるお前が好きだ。お前のこと誰にも渡したくないし、俺がお前を支えていきたいってすげぇ思う」

　凛くんの心臓の音が、私にも聞こえた。すごく、早い。

「だから、キスしていい？」

　キス？

　突然のその言葉に私が一瞬固まると、凛くんの顔がすぐ近くに迫ってきた。

「ま、待って、ダメっ」

　必死に抵抗したけど、凛くんに強い力で腕を掴まれ、逃げることができない。そのままもみ合って、私はその場に倒れてしまった。倒れた私の身体の上に、凛くんが覆いかぶさってくる。

　ヤ、ヤダッ！　イヤだ、怖い！

　必死に身体を押し返しても、凛くんはびくともしない。

　凛くんの右手が、私の頬に触れる。

　どうしよう、逃げられない！

　するとその時、専務の部屋の玄関のドアが開く音が聞こえた。

「石川さん？　そっちのあかりが漏れてるけど、もしかしてカーテン外してる？」

　その声と同時に、専務の部屋の電灯も点いた。

「助けてっ！」

　私が叫ぶと、専務は異変に気づいて、すぐに壁の穴から私の部屋まで来てくれた。

「お前っ、なにしてんだ！」

　専務は凛くんに掴みかかり、私から凛くんを引き剥がしてくれた。

　だけど、専務の聞いたことのない低い声、らしくない乱暴な言葉遣い、行動を目の当たりにして、助けてもらったにもかかわらず、私は専務のことまで怖く感じてしまいそうになった。

　一方、凛くんも専務を強く睨みつけていた。

「なにしてんだはてめーの方だろうが！　女ととなり同士の部屋だっつうのに、こんな穴、放置しやがって！」

「今、それは関係ないだろ！」

「関係なくねーよ！　好きな女を心配してなにが悪いんだ！」

　凛くんのストレートな告白は、もちろんうれしくないわけじゃない。だけど……。

「凛くん、帰って」

　身体が震えてくるのを必死に抑えようとしながら、私はそう言った。今はまだ、凛くんと落ち着いて話せそうになかった。

　凛くんは納得のいかなそうな顔をしたけど、少しの沈黙のあと、

「分かった。とりあえず帰る。怖い思いをさせて、悪かった」

　と、私に背を向けた。

　だけど、玄関へ向かう途中で足をぴた、と止め、

「俺、本気だから。早くプロになって、お前の借金なんか全部、俺が返してやる」

　と、私に言ってくれた。

　玄関のドアが、ゆっくりと閉まる。部屋に、気まずい空気が流れた。




「あの、専務、助けてくださってありがとうございました」

　私が頭を下げると、専務は、

「大丈夫？」

　と、私を真剣に見つめながら心配してくれた。

　さっきは専務のことまで〝怖い〟なんて思ってしまったけど、専務はやっぱり優しくて、温かくて、安心した。だけど、

「無理やり部屋に入られたの？　それであんなことを？」

　専務は凛くんに怒った時と同じような低い声でそう聞いてきた。

　凛くんに怒っているのが嫌というほど伝わってきた。怒ってくれるのはうれしかったけど、あまり大ごとにしたくはなかった。

「ち、違います。私がお願いして部屋に入ってもらったんです」

「部屋に入ってもらった？」

「はい。ゴキブリが出て」

「ああ、なるほど。でも、お願いして部屋に入ってもらうなんて、彼とは仲がいいんだね……あ、ごめん、なんでもない」

「専務？」

　なんだろう。専務の様子がいつもと違う。やっぱりまだ怒っているから？　でもさっきは、あんなふうに怒鳴ってまで助けてくれたし……じゃあ、なんで？

「俺も部屋に戻るね。俺が言うのもなんだけど、鍵はしっかりかけて寝るんだよ。じゃあ」

　言葉自体は優しいけど、声色も表情もどこか冷たかった。そして専務は振り返ることなく、自分の部屋へと戻っていった。

　どうしよう。せっかく助けてくれたのに、またぎくしゃくしてしまった。

　専務が怒っている理由も、尋ねることができなかった。










告白の事情




　結局、夜はほとんど寝られず、翌朝、私は寝不足でフラフラの状態で出勤した。

「ちょ、広香ちゃん大丈夫？」

　月野さんが、出勤してきてすぐ、私の様子に気づき、声をかけてくれた。

　少し前まで無視され気味だったのに、また親しく話しかけてくれるようになったのは本当にうれしい。専務との買い物デートをきっかけに、服装やメイクを気にかけるようになって、その努力が認められたんだと思う。

「だ、大丈夫です、全然」

「ホント？　寝不足だよね？　絶対クマあるでしょ。まあメイクでかなり隠せてるけど」

　そう言って月野さんは心配してくれたけど、理由はどうあれ、寝不足は私のせいだ。それを理由にいつもどおり仕事ができないなんて、社会人失格だ!!

　そう意気込んで、午前中はなんとかいつもどおりのペースで仕事を進めた。

　けど、ダメだ。やっぱり疲れた……。

　いつもどおりのペースが、今日の私にはキツい。

　せめてこのお昼休みに少しでも体力回復しよう。そう思って、私は食堂でお弁当を広げた。すると、

「ここ座っていい？」

　社食メニューのうどんが乗ったお盆を持った大樹くんが、私の正面に座った。

「珍しいね。いつもは別のテーブルで食べるのに」

「うん。ちょっとね。広香が寝不足なんて、なにかあったのかなーと思って」

　大樹くんって、本当にいろいろ気遣ってくれるなぁ。

「うん。なんかいろいろあって、眠れなくて」

「俺でよかったら相談に乗るぜ」

　大樹くんはそう言って、ズズズズとやたら大きな音を立ててうどんをすすった。

　一見軽いけど、でもこれは空気を重くしすぎないための大樹くんの気の回し方なのかも、とも思う。

　専務とのことはさすがに話せないけど、凛くんのことは、話してみようかな？　さすがに無理やりキスされかけたことは言えないけど、少しなら。男の子の意見が聞きたいし、大樹くんなら真剣に聞いてくれそう。

「あのさ」

　私が口を開くと、大樹くんは「ん？」と私の目をまっすぐに見た。

　その目になんだか安心して、私は、

「あ、あのさ、実は昨日、生まれて初めて男の子に告白されてさ」

　と話した。すると大樹くんは、

「え？」

　と、彼に似合わない真顔で私を見つめた。

「い、いや、その、そりゃぁこの年で生まれて初めてなんておかしいだろうけど！」

　大樹くんの真顔は、想像以上に私を恥ずかしくさせた。

　大樹くんと別れてから、なるべく男の子と関わらないようにしていたしなぁ、なんてただの言い訳で、普通にモテないだけだけど、なんて思っていたら。

「いや、そうじゃなくて。生まれて初めてじゃないだろ？　俺、大学のころ、広香に告ったじゃん」

　え？

「告られてないよ」

「ウソだ。告ったよ。『とりあえず付き合ってみよう』って」

「そ、それは告ったって言わないと思う！」

　確かに言われたけど、でも、〝とりあえず〟なんて言われたら、誰だって本気にしないと思う。

　大樹くんは続けた。

「そりゃ、知り合ってから間もなかったし、めちゃめちゃ好きかって言われたら、そこまでじゃあなかったよ。でも、お前のことは普通に好きだったよ」

「だ、だって〝とりあえず〟って」

「お前は俺のこと好きじゃないだろうけど、俺は好きだから、とりあえず俺と付き合ってみてよ、俺のこと好きにさせたいから、っていう意味だったんだけど」

　ど、どうしよう。相談するつもりが、まさかこんな話になるとは！　そりゃ、今、告られてるわけじゃないけど！　昔の話だけど！

「そそ、そっか」

　私がしどろもどろになっていると、大樹くんは「そうだよー」と言ってハハハと笑った。大樹くんにとっても、もう昔の話って感じだった。でも、

「だからさ、広香から『やっぱり友達でいよう』って言われた時はショックだったぜ」

　そう言われたら、本当に申し訳なく思った。

　あの時、大樹くんも、別に私のことは好きじゃないと思っていたから、サラッとああ言ってしまったけど、私のことを好きでいてくれたのなら、あれはあまりに失礼なフリ方で……。

「な、なんか本当にごめんなさい！」

　私が謝ると大樹くんは、

「え？　昔の話だし、全然気にしてないって！」

　と、笑ってくれた。

　うう、大樹くん優しいなぁ。今度、仕事いくらでも手伝います！　大樹くんのほうが仕事できるけど。

「ていうか、広香が告られた話だよな。脱線してごめんな」

　そうだ。凛くんのことを相談しなきゃ。

　でも、もうひとつ聞きたいことができてしまった。

「ねぇ、大樹くん。わ、私の魅力ってなにかな？」

「え？」

「い、いやその！　魅力なんてないのは分かるんだけど！　その男の子がなんで私のこと好きになってくれたのかもよく分からなくて。私なんて、かわいくもなければスタイルもよくないし」

「そんなことないよ」

　私の言葉を遮って、大樹くんが言った。

「いいとこいっぱいあるよ。だから好きになったんじゃん。まあ今も、同期として好きだけどなっ」

　大樹くんの言葉に、なんだか安心する。過去に傷つけていたのに、しかもそのことに気づいていなかったというのに、今も同期として好きだよと言ってくれた。

「広香の魅力はさ、まぁ、いろいろあるけど、笑顔じゃない？」

「笑顔？」

　私が首を傾げると、大樹くんは私の頬を両手で軽くつまんだ。

　私の顔は、無理やり笑わされてるみたいになった。

「ひょっ、はひひふっ！（ちょっ、大樹くんっ！）」

「広香が大学で友達と話してる時の笑顔を見て、いいな、かわいいな、って思ったよ。俺のとなりでずっと笑っていてほしいなって。まあ、付き合ってる時はあまり笑ってくれてなかったけど」

　そう言って、大樹くんは手を離した。

　大樹くん、そんなふうに思ってくれてたんだ。私がその気持ちにちゃんと気づいていたら、大樹くんとうまくいってたかな。いや、それはないか。さすがにデートで廃墟とクワガタはつらい……。

　でも、ありがとう、大樹くん。




　大樹くんのおかげで少し元気になった私は、午後、係長から書類を持っていくよう頼まれ、三階の企画開発営業部に向かっていた。階段を下り、三階の廊下を歩いていると、正面から、専務が歩いてきた。

　誰が見ているか分からないし、もしかしたらまだなにかに怒っているかな、とかいろんなことを考えて、私はすれ違いざま「お疲れさまです」とだけ言って頭を下げた。

　すると、「誰も見てないよ」という声が聞こえたので、私は足を止め、専務のほうを振り返った。

　専務も私のことを見ていた。

「あ、あの、あの。お、お疲れさまです」

　私はそう言って、もう一度ペコ、と頭を下げた。

　話しかけてくれたのはうれしかったけど、専務がなにを考えているかが分からない。

　まだ、怒っていますか？

　今の専務は無表情で、心情が読めない。

　最近は、無表情に見えても、専務がおもしろがっていたり、困っていたりするのが、私には少しずつ分かるようになっていた。あくまで小さな表情の変化から読み取っているだけなんだけど、そんなことに敏感になるくらい、私は専務のことが気になっている。

「……っ」

　そんなことを考えていたら、専務と昨日から話せていないこと、怒らせてしまっているかもしれないことを思い出してつらくなって、涙が出てきた。本当は、私が明るく笑って、専務にも笑顔になってもらいたかったのに。

「ちょっ」

　いきなりの私の涙に、専務も驚いたようだった。

「なんで泣くの」

「す、すみませ……。その、わ、私、専務のこと怒らせてますよね？　申し訳なくて、それに、それに……」

　笑ってほしくて。

　それは言えなかった。でも、怒らせてしまっていることにお詫びを言えたことは少しよかった。

　大樹くんに、『笑顔がいいよ』って言ってもらったばかりなのに、いざとなると、笑顔になんかなれない。

「泣かないでよ」

　専務は言って、指で私の涙をそっとすくった。その感触に、泣いているのにドキッとしてしまった。

「ごめん。君が悪いわけじゃないよ」

　専務の考えていること、言っていることは、よく分からない。でも、もう怒っては、いない？

「あ、あの、専務っ」

　もっときちんと話がしたくて、思いきって切り出そうとした。でも、会議室から営業部長が出てきて、専務は呼ばれていってしまった。

　はあ、タイミング悪い。せっかく、チャンスだったのに。

　なんだか余計に落ち込んで、ショックも大きすぎて、逆に寝不足は吹き飛んだ。

　それどころか、かえって頭が冴えてきて、嫌なことを忘れようと仕事に没頭したため、定時に仕事を終えることができた。

　でも、仕事が終わると気が抜けて、またフラつきが再発した。

　早く帰ろう。帰って夕ご飯の支度して、それで今日は早く寝てしまおう。

　そう思いながらオフィスを出ようとすると、

「広香ーっ」

　後ろから、大樹くんの声。振り返ると、大樹くんが駆け足で追いかけてきた。

「はあ、よかった、追いついて」

「もう仕事は終わったの？」

「うん。まあ、俺いつも仕事を終わらせるの早いけど。じゃ、帰ろうぜ。一緒に」

　そう言って、大樹くんはスタスタと駅に向かって歩き始める。

　どうしたんだろう。一緒に帰るのは嫌じゃないし、友達だから不自然でもないけど。でも、今まで追いかけてきてくれてまで一緒に帰ったことはなかったのに。

　とりあえず慌てて後ろをついていくと、大樹くんは、数歩先で顔だけ振り返った。

「俺さぁ、さっき専務に話しかけられちゃったよ」

「え!?」

　私は思わず駆け寄って大樹くんの胸ぐらを掴んでしまった。

「なにっ、ななななななにを話したの、専務からなにか変なこと聞いた!?　ねえ!!」

「ぐ、ぐえっ」

「あ、ごめんっ」

　私は手を離した。大樹くんはケホ、とむせながら続きを話してくれた。

「俺が帰ろうとして商品企画部を出た時、ちょうど専務が来てさ。広香が体調悪そうだから、もし帰る時間が重なりそうなら駅まででも送ってやれって。広香、もしかして専務と知り合いなの？　いや、そんなわけないか。専務って、新入社員の体調まで気にかけてるんだな～。さすがヤリ手だな」

「…………」

「広香？」

　今日、専務と会った時は、まだお互いにぎこちなくて、きちんと話ができていなくて。専務のことを怒らせた原因も、分かっていない。

　でも、心配してくれていた。

　専務は普段、商品企画部に足を運んだりはしない。たぶんだけど、私のためにわざわざ来てくれたんだ。

「ありがとうございます」

　専務の顔を思い浮かべて、私は思わずお礼の言葉を口にした。

「え、なに？　なんで敬語？」

「あ、うん。大樹くんももちろんありがとう」

「？」

　そんなわけで、私は大樹くんと駅まで一緒に帰った。




　大樹くんと別れて、アパートまでの道を歩きながら、考えた。考えたというよりは、自然に出てきた気持ち。

　専務の、普段は無表情だけど、時折見せてくれる小さくやわらかな笑み。たまに毒舌だけど、優しい行動。それから、仕事に確かな誇りをもっている、尊敬できてカッコイイところ。

　キレイな肌も、透き通った声も、もう、専務の全部が……好き。

　今まで〝気になってる〟って思っていたけど、もう、そんな小さな気持ちじゃない。

　好き。大好き。

　この気持ち、伝えたい。

　たとえ、私なんか専務と釣り合わないって分かっていても。専務にとっての特別な女の子は、私じゃなくて葉津希さんだって分かっていても。

　伝えたい。誰かのことをこんなに好きだと思えたのは、初めてだから。

　だけど、その前に……。




　その日の夜。私は、アパートの近くにあるファミレスで、ある人を待っていた。それは専務、じゃなくて。

「いらっしゃいませー。おひとりさまですか？」

　店員さんの声にパッと顔を上げると、やっぱりそうだった。

「凛くん！」

　私は席を立ち、彼に分かるように手を挙げた。気づいた凛くんが、まっすぐこっちに向かって歩いてくる。

「ごめんね、急に呼び出して」

　正面に座った凛くんにそう言った。

「別に。急に【ファミレスに来てほしい】っていうＬＩＮＥが来てビックリしたけどな。まあ今日は練習もないし、バイトの時間もまだだから、全然大丈夫だぜ。でも、ファミレスじゃなくて、アパートでもよかったじゃねぇか」

「大事な話だから、立ち話もよくないかなって」

「そうか」

　やっぱり部屋には上げようとしない時点で、彼は私がこれから話そうとしていることの予想はついていたかもしれない。

「あの……」

　私は、さっそく話を切り出す。

「あのね、私、凛くんとは付き合えない」

　私がそう伝えると、凛くんは黙ったまま私を見つめ。でもすぐに、

「うん」

　と答えた。

「ごめんね。友達としては好きだし、一緒に話しててすごく楽しいし、音楽も尊敬してるし、でも……」

　私が言うと、凛くんは少し思いつめたような顔をして、

「もう二度とあんな乱暴なことはしない。それでも、ダメか？」

　凛くんはすごく反省している。それは伝わってくる。もう二度とあんなことはしないって信じられる。簡単に人を信じてしまう私だからってわけじゃなくて、今の凛くんを見たら、誰だってそう思う。だけど、

「好きな人がいるの」

　凛くんが本当の気持ちを話してくれているんだから、私も本当の気持ちを話さなきゃって思った。

「……分かった」

　凛くんも、そう言ってくれて。ただ、

「好きな人って、一緒にライブに来てたあの人？」

　と聞かれた。

「いや、彼は本当にただの会社の同期」

「じゃあ誰？」

「えと、会社の別の人」

　大樹くんが元彼だってことや、好きな人が隣人の響さん、ってことは言えなかった。でも、いつかちゃんと話すからね。もう少しだけ、待っててね、凛くん。

　その後、飲み物だけ頼み、恋愛と関係ない話をしたりした。会話は少しぎこちなかったけど私は嫌ではなかった。凛くんも、そう思ってくれていたら、うれしい。

　そして一緒にファミレスを出て、バイトに向かうという凛くんと別れた。




　私は、いろんなことを考えながら、ひとりアパートまで向かった。

　私は今日、専務に思いを伝える。好きって、言うんだ。

　答えを聞くのは怖い。だって、答えなんて分かっているから。私と専務は釣り合わないし、専務には葉津希さんがいるし。だけど、私の魅力は笑顔だよって大樹くんが言ってくれた。

　だから。

　歩道橋の真ん中で夜空を見上げながら、ひとり、笑ってみる。

　誰も見てないし、別にいいよね。

　わざと笑ってみると、なんだか笑っていることがおかしくなってくる。そうしていたら、少し前向きになれる気がした。答えが分かっているから怖いって思っていたけど、答えが分かっているからこそ覚悟ができて怖くないはずじゃん、なんて思ったり。

　本音を言うと、いい結果が欲しい、なんて淡い期待も抱いてしまうけど。

　さて、なんて言おうかな。いろいろ考えたけど、なんせ人生初の告白だし、凛くんに話す言葉も考えたりしていたから、正直、全然まとまってない！

　ま、まず、専務のどこが好きかは言わなきゃだよね。

　いろいろあるけど、一番伝えたいのは、優しいところですってこと！　あと、今日は心配してくださってありがとうございます、ということ。

　専務の好きなところをたくさん伝えたい。

　ああ、私、自分で思っていたより、ずっとずっと専務のこと好きだったんだなぁ。

　そう気づいたのはいいけれど。

　――ピュゥ。

「うぅ」

　今日は少し肌寒い。突然の強い風に、私は思わず身震いする。

　歩道橋を降りたところに自販機があったよね。なにか温かいもの売っているかな？

　私はバッグから財布を取り出し、小銭、あったかな、と確認した。すると、うっかり財布を落とし、小銭をばらまいてしまった。

「ひぃ！」

　小銭を落としたくらいで言いすぎかもしれないけど、今の私には一円だって大切だ。しかも歩道橋の上だし、下に落ちたら大変だ。うーん、街灯が明るいとはいえ、見えづらい。

　これで全部拾えたかな？　まだどこかに落ちているかな？

　すると、「はい」と一円が乗った大きな手のひらが私に差し出された。

　この透き通った声は……間違いない。

「専務？」

　私は顔を上げた。

　どうして？　いや、ここは専務の帰り道でもあるけど、まだ仕事中じゃ？

「ほら、早くしないとこの一円、もらっちゃうよ？」

「はっ！　す、すみません」

　いけないいけない。ついボーッとしてしまっていた。

「あ、あの？　お仕事、もう終わったんですか？」

　いつも帰ってくる時間より、ずいぶん早い気がする。

「まだ途中だったけど……」

　専務は、歩道橋の柵に寄りかかり、空を見上げた。

「君のことが心配だった。体調悪そうだったから」

　そんなに、心配してくださっていたんですね。

　大樹くんに任せるだけじゃなく、専務自身もこうして早く帰ってきてくれた。いろいろ伝えたいことはあったけど、まず大樹くんに一緒に帰るよう頼んでくれたことにお礼を言った。

「できれば女の子に頼みたかったけどね。でも、前に女性社員に嫌な目にあわされてみたいだし」

「あ、そ、それはもう大丈夫です」

「そう。じゃあ今度、こういうことがあったら女性に頼むよ」

　そのほうがより安全だから、という意味なのは分かっている。専務が大樹くんに嫉妬するわけないもんね。でも、理由はなんでも、心配してくれることがうれしい。

「ありがとうございます。でもなんだか、初めて出会った時みたいですね。あの時は私が専務の小銭を拾いました」

　思えばあの時、専務を専務だと知らなかったとはいえ、

『一円に笑うものは一円に泣くんですよ』

　と、お説教みたいなことを言ってしまった。

　きっと私への第一印象は〝変な子〟だっただろう。

「その日の夜、私がアパートの壁を壊してしまって。なんか、いろんなことがありました。でもまだ、初めて会ってから一カ月くらいしか経っていないんですね」

「そうか」

「初任給が出るまで、壁の修理まで、あと数日です」

　あれ、私、告白をするつもりだったのに、なんでこんな思い出話みたいな……。

　思い出、になっちゃうのかな。壁が直って、告白してもフラれたら、私たちはただの上司と部下になる？　ううん、思い出にすらならないかも。そのうち忘れられてしまうかも。

　そう思うと、一瞬、告白をためらってしまう私がいた、けど。

「えへ」

「え、どうしたの。急に笑って」

　私は、笑顔にならなきゃ。笑顔しか、人に褒めてもらうとこないんだから。ブサイクな笑顔でもなんでもいい。笑うと、気持ちも上がるから。

「私……」

　笑わなきゃ。

「好き、ですっ」

　目から、涙がこぼれた。

　ダメだ、全然笑えてない。気持ちを伝えるだけでいいって思ったのはウソじゃない。でも、やっぱり、フラれると分かってて告白するのはつらくて。ちゃんと伝えられてよかったけど、やっぱりつらい。

　私はうつむいて泣きながら、専務の『ＮＯ』の返事を待っていた。

　けど、専務はなにも言わない。顔を上げ「専務？」と問いかけると、専務は無表情で私の顔をまじまじと見ながら、

「すごいね。これだけ泣いているのに全然アイメイクが落ちない。さすがウチの会社の商品」

　と、言った。

「い、今それは関係ないでしょう！」

　思わずピシャリとツッコんでしまった。でも、今のは専務が悪いと思う。私は必死に告白しているのに！

「自覚がないかもしれませんが、専務は時々Ｓっぽいです」

　私が弱々しくそう抗議すると、専務は小さく微笑んで、

「自覚ならあるよ」

　そう言って私の右手を取って、私の身体を引き寄せた。そして、

「天然だって言われることはあるけど、君への意地悪は自覚あるよ。かわいい子には、意地悪を言いたくなるんだ」

　私をまっすぐに見つめながら言う専務の瞳は、とてもキレイで。

　至近距離で大好きな人のこんな目を見たら、フラれる寸前だとしても、意地悪を言われている最中だとしても、誰でもドキッとすると思う。かわいい、なんて言われたらなおさら……。

　そうしたら、専務はなにか気づいたように言った。

「あ、でも葉津希のこともかわいいと思ってるけど、意地悪しようとは思わないなぁ」

　その言葉が、私の胸にグサッッ!!と刺さる。

「そ、それは、葉津希さんが〝特別〟だからですか？」

「え？　そりゃあ葉津希は俺にとって特別だけど。だって、幼なじみで、兄妹みたいに育ったし。充分、特別でしょ？」

　あれ？　なんだろう、ちょっと違和感。幼なじみはいいとして、兄妹みたいな存在？

「女性として好きなんですよね？　葉津希さんのこと。だって、大事な子だからこそ、親が強引に決めた形では、結婚はできないって。そんな結婚じゃ葉津希さんは幸せになれないからって」

「まさか、ずっとそう思ってたの？」

「え？」

　私が目を丸くすると、専務は私の右手を掴んだまま、話を続けた。

「大事な子だよ。でも、葉津季と結婚できないのは、そのせいじゃない。葉津季には、ほかに好きな男がいるんだ。相手は、同じ大学に通っていた男の子らしくてね。君の前でこんなことを言うのはよくないかもしれないけど、その男の子は、奨学金で大学に通っていたらしくてね。葉津季の父親は、そんな家の子との結婚なんて許さないって」

「葉津希さんの家も、大きな会社なんでしたっけ？」

　許嫁を決めるくらいのお父さんなら、普通の家の人との結婚は許さないというのも納得できる。それにきっと葉津希さんのお父さんは、葉津希さんに専務と結婚してほしいのだろう。

「葉津季からは、そのことで何度も相談を受けていた。アパートの清掃の日に会った時もそうだよ。あの時も相談を受けて、俺の父親にも話を聞いてもらおうと、一緒に俺の実家に行って」

「あ、それで実家に」

　そうだよ、と専務は小さくうなずいた。

「葉津季は大事な子だけど、俺が意地悪したくなるのは好きな子。好きな子ほどいじめたくなるってヤツかな」

「え？」

「まだ分からないの？　俺も、君が好きだよ」

「え!?」

　どういうこと？　そ、そりゃあ葉津季さんとのことは誤解だったみたいだけど、だからといって専務が私の告白を受けてくれる。しかも、専務も私のことを好き、だなんて、そんなの、そんなの……。

「し、信じませんっ。私、すぐに人を信じちゃうんですが、今回ばかりは信じませんっ」

「どうしたら信じてくれるの？」

「そんなの、だって……」

　専務が私を好きなんて、想像もつかないから。そう言うと、専務は「うーん」とうなってから、

「初めて会った時から気になってたよ」

　と言う。

　なにそれ!?　そんなの、余計に信じられません!!

「初めて会った時って、私、一円のことで専務にお説教しちゃってたじゃないですか」

「うん。だからなんかおもしろい子だなと思った。そんな子、今まで周りにいなかったし」

「まぁ、いないでしょうね、そんなに一円にこだわる女なんて専務の身近には……」

「あと、一円を拾ってくれた時の笑顔がかわいかったから」

「え……」

　ドキ、とまた心臓が高鳴った。

　笑顔。大樹くんが褒めてくれた笑顔が？

「その時は、君と別れてから『かわいい子だったな』くらいにしか思わなかったけど。後で君がアパートの隣人だって知って、すごく驚いたしうれしかった。こんなこと言うのは恥ずかしいけど、なんか運命すら感じたよ」

「お、驚いたりうれしかったようには見えませんでしたよ」

「感情が表情に出にくいらしいのが、ここ数年の悩み」

　悩み！　その無表情は専務のお悩みだったのですね！　しかも数年も。

「壁を壊されたのはビックリしたけど、必死に謝るとことか、家庭のことで大変なのに前向きにがんばっているとことかも、なんかいいなって。だからつい意地悪も言ったし、俺が会社の専務だってことも入社式まで黙っておいた。それから、結婚してほしいって言ったりもしたね。まあ、初めて会った日にそう言ったのは、君を困らせてみたいっていう意地悪な気持ちも、ちょっとは含まれていたけど」

　そう、だったの？　ウソ、みたい。

「日に日に君のことが気になっていったんだ。だから昨日は本当に焦った。君が木崎くんに押し倒されているから。俺もつい、声を荒らげた。自分で思っていたよりもずっと君のことが好きで、大事な存在なんだって、あの瞬間、思い知った。なのに、いや、だからこそ、君が木崎くんと仲がいいって知って嫉妬して、冷たい態度をとってしまって……ごめん」

「い、いえっ、そんなっ！」

　そうか、嫉妬、だったんだ。そう考えると……うれしい。

　そのあとも、私と専務は話を続けた。

　ただ、落ち込んでいた私にオシャレをさせてくれたり、メイクをしてくれたりしたのは、あくまで〝落ち込んでいるひとりの女の子をオシャレやメイクで元気にさせたかった〟とのこと。専務の、そういう化粧品を愛している感じ、改めてすごくいいなって思った。

「さて」

　小さく息を吐いて、専務は続ける。

「両思いだったみたいだね、俺たち」

　専務は淡々と、相変わらず無表情でそう言う。

「うう、ドキドキしているのは私だけですか？」

　すると専務は「そんなことないよ」と、掴んだままの私の右手を、自分の胸へと持っていった。

　あ、専務もドキドキしてる。

「信じてくれた？」

　またしても意地悪げに専務がそう言うので、私は、コクン、とうなずいた。

　フラれるつもりで告白したのに、まさかこんなことになるなんて。

　幸せすぎて私がポーッとしていると、専務は私の右手から手を離し、今度は両手で私の両頬を包み込むようにした。

　専務の唇が、私の唇に近づいてくる。

　キス、されるんだ。

　ビックリしたけど、嫌ではない。嫌ではないんだけど……。

「ま、待ってくださいっ！　心の準備がまだ……」

「ああ、そうか。キスしたことないんだったね。マシュマロと唇の判別もできないくらいだもんね」

「うぐ、意地悪です」

　じゃあ、キスはまた今度ね。そう言って専務は私から離れた。

　ふう、よかった。今この状況でキスなんてされたら、ドキドキしすぎて身がもたない。

　そう思っていたのに。

「なんてね」

「え？　んっ」

　専務の声に顔を上げた瞬間、専務は私の身体を引き寄せ、キスを、した。

　ゆっくりと、唇が離れると、

「言ったでしょ。好きな子には意地悪したくなるって」

　さっきまで無表情だった専務が、意地の悪い笑顔でそう言いながら、もう一度、私に顔を近づけると、ペロッっと、私の唇の端を舐なめた。

「!?」

　驚きと、ドキドキと、もうわけが分からなくて。顔は熱くて鼓動が激しい。

「ちゅ、中学生みたいな恋愛するって言ったじゃないですか！」

「それは処女の君を落とすために言ったこと。もう落ちてるなら、話は別」

「だ、騙だましたんですか！」

「騙してないよ。君を落とすまでは本当にそういう戦法でいこうと思ってたもん」

　もん、じゃないですよ！　かわいいな!!

「初めて会った日に、君と結婚したいって言ったのも、ウソじゃないよ。君に運命を感じていたし、この子と結婚したら楽しいだろうなって思ったから」

「……っ」

「でもすぐに結婚ってわけじゃなくてね。おいおいね」

「はい。家の借金もありますし、って！　私すっかり浮かれていましたが、本当に私でいいんですか!?　家に借金があるなんて、それこそ専務のお父さんが許さないんじゃ……」

「さあ？　大丈夫じゃない？　わかんないけど。今はそんなこと気にせずに、楽しもうよ。仕事もまだまだがんばってもらわないといけないしね」

「はい！」

「じゃ、もう一回」

　キスにも慣れてもらわないとね。そう言って専務は私の顎をクイ、と持ち上げもう一度キスをした。




　それから、私たちは手を繋いでアパートまで帰った。

　アパートに着くと「今日は俺の部屋で寝なよ」なんて言われたけど、さすがに心臓が壊れると思ったので断わった。まあ、部屋が繋がってるので、とっくに同じ部屋で寝ているようなものだけど。

　壁はもうすぐ修理される。

　でも、私たちは他人になることはない。

　それどころか恋人になったなんて、まだ夢を見ているみたい。

　こうして、私と専務はお付き合いを始め、幸せへの道のりを一緒に歩んでいく――。なんて、世の中そう甘くはないのでした。

　この時の私はまだ、ただただ浮かれていて、深く考えていなかったけど……。










社長の事情




　あれから三カ月が経った。

「ん……」

　朝日に目を細めながら、ゆっくりと身体を起こす。となりで、専務がまだ寝ていた。

　今日は土曜日だし、まだ寝かせておいてあげよう。

　私には無事に初任給が出て、壁に穴を開けてしまったことを大家さんに話した。専務が言っていたとおり、壁の老朽化がひどかったからと、思ったよりは怒られず、修理費も少しの負担で済んだ。専務も出すとは言ってくれたけど、壁の損壊に専務は関係ないので断った。初任給まで待ってくれただけでありがたかったから。

　壁の修理は一週間。私たちが仕事に行っている昼間に工事はされた。

　夜に工事はなかったけど、修復中は部屋になるべく入らないようにとのことだったので、私はトモカちゃんに無理を言い、その間、家に泊まらせてもらった。トモカちゃんがひとり暮らしでよかった。

　その時、トモカちゃんに家の借金のことを話した。さすがに専務のことは話せなかったけど、家に泊めてもらって迷惑をかけるんだから、本当のことを言わなきゃと思った。トモカちゃんは、優しく、『大変だったね』と言ってくれた。

　私はもう少し、周りの人たちを信頼して、心を開くべきだったかもしれない、と反省した。

　工事中、専務はホテルに泊まっていた。さすがお金持ち、私には到底、無理です。




　昨日、一緒に寝たのはたまたまで。

　専務の部屋で私が作った夕飯を一緒に食べて、そのあと、自分の部屋に戻ろうとすると専務に引き留められた。それでも部屋に戻ると言ったけど、専務が「ヤダー」と、最近、ちょくちょく見せるようになった、かわいい姿になって……。で、そのまま一緒に寝てしまった。

　こういうことが、時々あります。

　といっても！　同じ布団に一緒に寝たけど！　なにもしてはいない！

『中学生みたいな恋愛は、あくまで私を落とすまで』

　専務はそう言ったけど、結局は、付き合ってからも、その、いわゆる私の初体験はまだで。

　私が、キスするだけで未だにドキドキしているものだから、専務は気を遣っているのだと思う。それは申し訳ないと思う。でもエッチ、はもう少し先でいい。

　私は布団からそっと抜けて、朝ご飯の支度をしようとする。

　専務、休日はたまにお寝坊さんだし、まだしばらく寝るかな？　でもおみそ汁くらいは作っておこう。

　そうこうしていると専務は起きたようで、布団に入ったまま「おはよう」と声をかけてきた。

「おはようございます。もう起きていいんですか？」

「うん、よく寝た。君がとなりにいるとよく寝られる。できれば、そろそろしたいけど」

「そっ、それはもう少しお待ちを！」

　私が動揺すると専務は小さく笑って、

「分かってるよ。包丁持っているんだから、ちゃんと前見て、落ち着いて。危ないな」

　はっ、そうだった。

　私はみそ汁のお豆腐を切るのを再開した。

「今日はお時間ありますか？」

　朝食の準備を続けながら、布団を片付けている専務にそう尋ねると、

「あ、いや、午前中は会社に行かないとだな。なにかあった？」

　と、眉を下げて申し訳なさそうに専務は答えた。

　付き合い始めてから、ずいぶん専務の表情が分かりやすくなった気がする。私の気のせいかもしれないけど。

「あ、いえ。おヒマなら一緒に出かけられたらって思っただけです。お仕事なら仕方ないです！」

「ごめんね」

「謝ることじゃないです！」

　専務は仕事が忙しく、休日出勤もたびたびしていたから、決して頻ひん繁ぱんにデートをしているわけではない。それに不満があるわけじゃない。むしろ、仕事をしている専務が好きだし。

「でも、夜までには帰るから、夕飯を作っておいてくれたらうれしいな」

「もちろんです、それは！」

　やったぁ。夕飯を専務と一緒に食べられる！

　朝食を一緒に食べ、その後、専務はスーツに着替えて出かけるのだけど、その前に、

　――ちゅっ。

　行ってきます、のキス。

　専務か私の部屋に一緒にいて、専務が家を出る時、必ずしてくれる儀式。

「ふふ。顔、赤いよ」

「恥ずかしいんです」

「まだ恥ずかしいの？　この先もずっとそう言ってそうだね。でも、慣れちゃうよりいいかも。ずっとその反応を見続けていけるから」

　そう言って私の髪をくしゃっと撫で、玄関を出ていった。

　ああ、幸せだなぁ。

　専務は私にいっぱいいっぱい幸せをくれる。でも、私はちゃんと専務に幸せだと感じてもらえているのかな。少しでも多くの幸せを感じてもらえるように、もっと立派な人間になろう。

　でも今は、やっぱり幸せだなぁ～ってとにかく思ってしまう！




　そんなある日のことだった。

　私は月野さんと鹿野さんと一緒に、書類を持ってオフィスの廊下を歩いていた。すると月野さんが「あ、ストップ」と言って立ち止まった。

　社長が、こちらへ向かって歩いてきた。

　私たちは通路の脇に寄り、頭を下げて社長が通り過ぎるのを待った。みんな、社長とすれ違う時はドキドキする、なんて言っている。

　優しい人だというウワサだけど、会社のトップなのだから、目の前にいると緊張するのは当然だ。

　でも、私は別の意味でドキドキしていた。だって専務のお父さんだし!!　か、彼氏のお父さんだし!!　それでもって会社の社長なのだから。

「お疲れさま」

　社長は私たちの横を通り過ぎる時、そう言った。

　専務によく似た、透き通った声。顔もどことなく似ている。親だから当然かもしれないけど。その穏やかで優しい声を聞くと、周りの人たちが言うとおり、いい社長なんだろうなって思う。相変わらず、人をすぐ信じちゃう性格だと我ながら思うけど。

　以前、専務は社長のことを『あんな人と毎日一緒にいたら疲れる』って言っていた。

　そういうふうには見えないんだけどなぁ。

　そんなことを思っていると、

「君が、石川さん？」

　いきなり社長に話しかけられ、私は驚いてバッと顔を上げた。

　え、え？　も、もしかして私と専務のこと知って？

　専務は社長と仲が良くないみたいだし、私も専務も付き合っていることは誰にも言ってないから、社長も知らないと思っていたけど。

「え、あ、あの」

　どうしよう。動揺しすぎて言葉が出てこない！

　すると月野さんが、「そうです。四月に入社した石川です」と、私の代わりに答えてくれた。

　それを聞いて社長は、「そうかい。見慣れない子がいたものだから、ついね」と、専務に似た微笑みを見せて、その場をあとにした。

「そんなに緊張しなくても、優しい社長よ」

　社長の姿が見えなくなってから、月野さんが私にそう言った。

「は、はい。すみませんでした。代わりに答えていただいて」

「それは別にいいけど、広香ちゃんがあんなふうに話せなくなるのって珍しいね」

「はは……」

　彼氏のお父さんだから余計に緊張しました、とは当然、言えず。

　月野さんは係長のことが好きみたいだから、社内恋愛のことも相談できるかもしれないけど、専務とのことはさすがに言えない。少なくとも、今はまだ。




　その日の夜。

　専務の仕事が早く終わったので、部屋で一緒に夕飯を食べていたら、専務が言った。

「ああ、父親には言ったよ。広香と付き合っていること」

　私はご飯をポロリと箸からこぼした。

「い、言っちゃったんですか!?」

「え、ダメだった？」

「ダ、ダメといいますか……しゃ、社長はなんて？　絶対よく思ってないですよね？」

　もしかしたら、借金があることも知られているかも。

　あれ？　ちょっと待って、もしかして。

「私と専務が同じアパートに住んでいることは、社長はとっくに知っていました？」

　肝心なところでヌケてる、と昔からお姉ちゃんに言われてきた。そうだよ、自分の息子の隣の部屋に住んでいるんだから、社長はとっくに私のことを知っていたかも。住所を記入した書類を会社に提出しているわけだし。

「まあ、そうだね」

　専務はさらりとそう答えた。

　や、やっぱり。

「もっと言うと、社長だけじゃなくて人事部も知っているけどね」

「え」

「でも、それ以外の人に知られることはないと思う。偶然、同じアパートになっただけなのに、変なウワサが立ったら石川さんがかわいそうだから、口外しないようにって人事部には言ってあるから」

　実際、偶然だしね、と専務は言った。

「社長は、君のことを前からそういう意味で気にしていたと思うよ。で、俺と付き合い始めたって聞いて、つい声をかけたんだと思う」

「そ、そうなんですね」

「借金のこともどっかに手を回して調べて、知っているんじゃないかな。でも、そんなの関係ないよ」

「そ、そうでしょうか。社長はなにか言っていましたか？」

「別に。あの人がなにを考えているのか、俺にはよく分からないんだよ。とりあえず、俺が君と付き合っていることを伝えたら『へぇ』って、ただひと言」

「ひと言……？」

「でも、葉津季が例の男の子と付き合いたがっているって話した時は、反対するでもなく、あの人から葉津季のお父さんに話して説得してくれたみたいだし。だから、借金がどうとかは気にしてないんじゃない？」

「そ、そうでしょうか？」

　そんなことは、ない気がします。でも専務がそう言うのなら、そうなのかな？

「大丈夫、大丈夫」

　専務は優しい声色で、私の頭をポンポンと叩いた。

　そうだね。きっと大丈夫って、そう思おう。大丈夫、大丈夫。




　次の日。

　部署内に、ピリッとした空気が流れていた。トラブルが起きたわけではない。部署内の接客スペースに、社長が来ているからだ。

「部長、大丈夫かな～。緊張してたけどー」

　月野さんは、言葉の割にはどこか楽しそうだった。

　社長が来ているのは、部署の来期の方策や今期の売上げの確認などが理由らしいので、そこまで緊張することはないのだけれど、それでも落ち着かない様子だった部長が、月野さんにはおもしろかったようだ。

　でも、私も落ち着かないんですけど!!

　アパートのことも借金のことも、そしてなにより専務とのことを知られていると思うと、胸がドキドキ、というよりは、胃がキリキリします……。




　数十分後、部長と社長が揃って接客スペースから出てきた。

　社長は、私のことは見もせずに商品企画部を後にした。

　話しかけられるかもって思っていたけど、考えすぎだったかな。そうだよ。専務も大丈夫って言ってくれてたし。社長は、葉津希さんのことも認めてるみたいだってことも聞いたし。

　その後、私は給湯室で、社長と部長が使っていた湯のみを洗っていた。

　ちなみに、お茶を出す時に社長と顔を合わせたけど、なにも言われなかった。部長がいたから当然かもしれないけど。すると、

「さっきは、おいしいお茶を淹れてくれてどうもありがとう」

　後ろから突然、社長の声がして、心臓が破裂するかと思った。

　振り返ると、社長がニコニコしながら私を見つめていた。顔は専務と似ているけど、表情は全然違うなぁと思う。

「え、あ、あ、あのあの」

　わざわざ話しかけてきたのは、やっぱり専務のことだよね？　いや、違うかな？　でも自分からは聞きづらいし……。

「若い子にお茶を淹れてもらうと、たまにおいしくなかったりもするんだよね。薄かったり。でも君の淹れてくれたお茶は、本当においしかったよ」

　ほ、褒めてくれている。と、とにかくなにか言わないと。

「あ、ありがとうございますっ。実家が飲食店だったので、お茶の淹れ方は昔から親がうるさくて、はっ」

　しまった。よく思われていないだろうに、つい自分から、借金で潰れた店の話を！

「あのあのあのあのあの」

　め、目が回りそうだ。目の前にいるのは、彼氏のお父さんで、しかも、平社員の私が話すことは滅多にないはずの社長で。

　でも、社長は笑顔で私のことを見ているだけ。

　な、なにを考えているの!?　私から専務の話をしたほうがいいの!?　それは変!?

　パニックになりかけていると、社長はようやく、

「ふふ。いや、ごめん。困らせちゃったね。でも、かわいいね、君。そんなところが、涼太は好きになったのかな？」

　と言った。

　や、やっぱり専務の話でした！　って、社長がわざわざ私に話しかけるってことは、当然そのことなんだろうけど！

「あ、あの、ご挨拶が遅れまして！　あの、専務、響さ、りょ、涼太さんと、その、その……」

「うん。こちらこそ。涼太の父です。あはは」

　社長はやっぱりニコニコと微笑みながら、私を見つめた。

　えーと、な、なにを言えばいいんだろう！

　社長はすっごくいい人だ。こんな私に、さっきからずっと笑いかけてくれている。でもなんていうか、ちょっとなにを考えているかわからないというか、なんてことも思ってしまったり。すると、

「石川さん、今度の土曜日はヒマかい？」

　そう聞かれた。

「え？　あ、はい。とくに用事はないですが」

「それなら、涼太と一緒にぜひウチにおいで。またゆっくり話そう」

　そう言うと、専務は私に手を振り、その場を去っていった。

　家、ですか!?




　その日の夜。

　私は専務の部屋で、社長に言われたことを専務に話した。最近は、夜もどちらかの部屋で一緒に過ごすことが多い。

「知らないよ。行かなければいいだけじゃん」

「そんなわけには！　社長がぜひって」

　確かに「行きます」とは答えてないけど。平社員の私が、社長の誘いを断われるワケがない。それに、社長が私たちのことをどう思っているのか、今日はちゃんと聞けていない。

　そんなことを考えていて、黙り込んでしまった私を見かねてか、

「仕方ないな」

　専務は、やれやれといった感じでため息をつき、でも実家に帰る気にはなったようだった。

「一緒に行ってくれるんですよね？　ありがとうございますっ」

「なに、そんなにあのオッさんに会いたいの？　会社で会えるでしょ」

「しゃ、社長に会いたいってわけでは！　でも誘っていただいたのに伺わないのも失礼な気がして」

　家に行くのは、もちろん緊張する。

　社長に改めてなんて挨拶しよう。服はなにを着ていこう。お土産はどうしよう。

　そんなふうにいろいろ考えながら、私がまた黙り込むと、

　――ちゅっ。

　突然、専務にキスされた。頬にだけど。

「な、なななんっですか」

「帰りたくもない実家に仕方なく帰るんだから、このくらいさせてよ」

　もちろん、キスが嫌なわけじゃない。でも、不意打ちだったから驚いた。

「さて、そういえばアイス買ってあるよ。食べる？」

　そう言って専務は立ち上がったけど、私はまだドキドキしちゃって、顔がすごく熱い。たぶん私、今すごく変な顔してる。

「困るよ」

　専務はそう言って、私の正面に座り込んだ。

「せっかく、まだ手を出さないように我慢しているのに、そんな顔されたら抑えがきかなくなりそうだよ」

　またしても専務にキスをされた。今度は唇に。

　いつもより、強くて、深い、キス。

「んっ、あっ」

　ドサッ、とその場に押し倒される。

「大丈夫。キス以上のことはまだしない、つもり」

　最後の『つもり』がとても小さい声だったけど。

　そのあとも、何度も何度もキスをされた。普通のキスでさえいまだにドキドキが止まらなくなるのだから、〝深いほうのキス〟は、本当に心臓が痛くなるほど。でも、その痛みも息苦しさも、すべてが幸せで。

「ん、んっ」

「もっと舌出して」

「ふっ」

　私、やっぱりこの先もずっとずっと専務と一緒にいたい。住む世界がちがうのは百も承知だけど、それでも、専務から離れたくない。

　知らなかった。私って、好きになった人への独占欲が強いのかもしれない。専務も同じ気持ちだったらいいな。

　今度の土曜日、社長に気に入ってもらえるようにがんばろう。




　約束の土曜。

　私は、目の前の大きな建築物を見上げて、呆然と立ち尽くしていた。

「なにしてるの。早く行くよ」

「は、はい」

　専務に手を引っ張られ、おそるおそる門をくぐる。

　専務の家は、想像していた以上に、ずっと大きかった。

　大きい、なんて安っぽい言葉で片づけていいのかな。広い？　壮大？　玄関どこ？　ダメだ、貧乏人のボキャブラリーからはそんな言葉しか出てこない。こんな立派な家、ドラマや漫画でしか見たことない。

　家は洋風で、庭も広く、花や木々はよく手入れをされていた。

「ただいま」

　重そうな玄関のドアを開け、専務が中に入る。私も「おじゃましますっ」と言いながら続いた。

「お帰りなさいませ、ぼっちゃま」

　ぼっちゃま!?　ぼっちゃまって、ドラマや漫画だけじゃなくて本当に使われている言葉なの!?

　驚いたけど、そう言って出迎えてくれたのは、エプロンをつけた優しそうなおばあさんだった。

「ただいま。ばあや」

　ばあや？　これまた二次元でしか聞いたことがなかった。あ、この女性は前に専務が言っていた使用人の方かな？

「そちらが、石川様ですね？」

　その女性が、私を見ながらそう言った。

「は、はい。石川広香と申しますっ。初めましてっ」

　私が頭を下げると、彼女は続けた。

「初めまして。石川様のことは、ぼっちゃまからよく伺っております」

　ぼっちゃまから、と聞いて、チラ、と専務の方を見てみるけど、専務はいつもの無表情だった。

　私のなにを話しているのかな？

「あの人はどこにいる？　自分の部屋？」

　専務が聞くと、その女性は「書庫室にいらっしゃいます」と答えた。

〝あの人〟って、社長のことだよね？　専務は私の前で社長のことをそう呼んでいたけど、家でもそうなんだ。

　呼び方から、専務と社長の距離を感じた。

「じゃ、行くよ」

　専務に手を引かれ、私は一緒に部屋を出た。

　いよいよ社長と会うんだ。大丈夫かな。

　専務が部屋のドアをノックすると、中から社長の「どうぞ」という声がした。

　専務がドアノブを回して、部屋の中へ入ると、ラフな格好をした社長が本を片手に立っていた。と言っても、ネクタイにベスト姿で品がある。

　書庫室は、その名のとおり、左右の壁に書物が詰まった本棚が並ぶ部屋だった。経済書とか洋書とか、難しそうな本ばかりだった。

「やあ、約束どおり来てくれてありがとう」

　部屋の奥にいた社長が、手に持っていた本をパタンと閉じてそう言った。やっぱり、専務とよく似ている。

　社長の前には木製の机と椅子が置かれていた。普段ここで本を読んでいるのだろう。

「こ、こちらこそお招きいただきましてててっ！」

　さっきよりもさらに深く、お辞儀をした。

　専務はとなりで、「そんなにかしこまらなくていいのに」とつぶやいた。

　それを聞いた社長は、

「大事な挨拶をしにきて、まったくかしこまらない君よりいいけどね」

　と言う。

　私が頭を上げると、専務が社長を睨にらみつけているように見えた。

　や、やっぱり仲悪い？

「あ、これ、よければ召しあがってください」

　私は、持ってきたお土産の紙袋を差し出した。

「ああ、ご丁寧にどうもありがとう。その辺りに適当に置いておいてくれる？」

「え、あ」

　適当に、と言われ、私は困ってしまった。すると専務が、「いいよ」と言って、手を差し出してくれたので、私はお土産を専務に渡した。

「せっかく買ってきてくれたんだから、自分で受け取るのが礼儀なんじゃないの」

　専務がそう言っても、社長はただニコニコと微笑んでいるだけだった。

　私、やっぱりよく思われてないんだ。

　お土産を受け取ってもらえなかったことで、はっきりと分かった。

　身分の違いはしっかりと理解していたはずだった。でも、社長はいい人そうだし、がんばって伝えれば、専務とずっと一緒にいたいって気持ちを分かってもらえると、いつの間にか勝手に思ってしまっていたみたいだ。自分が恥ずかしくなる。

　社長は椅子に腰かけ、私と専務に言った。

「誤解しないでね。別に、石川さんのことを嫌っているわけじゃないんだよ。商品企画部長に聞いたけど、勤務態度もマジメで、気配りもできて、仕事も新人にしてはがんばっているって」

「…………」

「ただ、家柄とか、育ってきた環境が息子とは違いすぎるね。息子の嫁としては認められないかな」

　はっきりと伝えられて、私はなにも言い返せなかった。

　本当のことだし。言われて当然のことだし。だから、泣きそうになっちゃダメだよ、私。

　すると専務が口を開いた。

「もう子どもじゃないんだから、自分が付き合いたい人くらい、自分で決めるよ」

　社長はまたなにも答えず、ニコニコしたまま私と専務を見るだけだった。

　なにを考えているのか、やっぱり分からない。

『あんな人とずっと一緒にいたら疲れるよ』

　いつだったか、専務が社長のことをそう言っていた。

　あの時は意味がよく分からなかったけど、今なら少し、分かった気がした。よく見ると社長の目の奥は笑ってないから。冷たくて怖い。

「葉津季の時は、なにも言わなかったじゃないか」

　専務はそれでも、食いさがる。

　そうか。葉津季さんが〝普通の男の子〟と付き合いたいという相談をした時は、社長は反対しなかったんだよね。まあ、その子の家に借金はなかっただろうけど。

「はづちゃんのことは、はづちゃんの家で決めることだからね。僕がいろいろ言うことじゃないよ。もちろん、僕としては涼太とはづちゃんが結婚してくれるのが一番よかったけどね。はづちゃんがほかの人と結婚したいと言うなら、涼太には別の女性と結婚してもらうまでだよ。もちろん、相応の女性とね」

「相応って言うけど、彼女だってちゃんとした子で……」

「帰りなさい」

　専務の言葉は、社長が容赦なく遮った。

　人の笑顔をこんなに怖いと思ったのは初めてで。だけど、

「また来ます！」

　私が明るい声でそう言うと、社長は驚いたような顔をして私を見た。たぶん、専務も同じ表情で私を見たと思う。

　でも、私の唯一の長所は、笑顔みたいだから。

「今日は、これで失礼します。でも、いつか必ず認めていただけるように、私、がんばりますので！」

　そう言って深々とお辞儀をした。社長は、なにも言わず私を見つめただけだった。




　家を後にして、広い庭を歩きながら、専務が言った。

「ごめんね。あんな父親で」

「え!?　なに言ってるんですか！　私が悪いんです！　私が至らないから、専務にも嫌な思いをさせてしまって……」

　本当に、申し訳なさすぎてつらい。

　でも、泣かなくてよかった。泣いたら専務にももっと申し訳ない。今すぐは無理でも、いつか絶対、社長に認めてもらおう。

　そんなことを考えながら歩いていたら、専務が繋いでいた手にギュッと力を込めた。

　専務も同じ気持ちって、思ってもいいのかな。いいよね。

　私、いつか専務と結婚したいです。




　それからまた一カ月が経ったころの、雨の日の会社帰り。

　アパートの入り口に、見慣れないピンクの傘を差した人が立っていた。近づくとその人が振り返った。葉津希さんだった。

「こんにちは！」

　葉津季さんは、元気よく挨拶してくれた。

「石川広香さん、ですよね？　この間、涼ちゃんと一緒にいた」

「あ、はい。あの、専務、響さんを待っているんですよね？　今日は会議がある日なので、まだ当分は帰ってこないと思います」

　なんで私の名前を知っているんだろうと思いながらそう言うと、葉津季さんは首を横に振った。

「いえ、涼ちゃんじゃなくて、あなたに用があって。ここでちょっとお話してもいいですか？」

「あ、じゃあ私の部屋にどうぞ」

　壁はとっくにふさがっているし、掃除もマメにしてあるから問題ない。

　でも、葉津季さんが私に話って、いったいなに？

　部屋でお茶を出した。

「ごめんなさい、紅茶はちょうど切らしていて」

「いえ、とんでもないです。私こそ急にごめんなさいね」

　葉津季さんはそう言って、ペコリと頭を下げた。

　キレイなだけじゃなくて、礼儀正しくて感じのいい人だな～。

「私、ちゃんとご挨拶していませんでしたね。相そう馬ま葉津季といいます。よろしくお願いします」

「こちらこそよろしくお願いします」

　お互い挨拶して頭を上げると、目が合った。

　すると葉津季さんから、

「涼ちゃんと付き合ってるんですよね？」

　といきなり言われて、顔がカッと熱くなる。

「な、なななんで知っているんですか！」

「涼ちゃんから聞いたんですよー」

　葉津季さんはえへへと笑った。笑顔がかわいい。

「涼ちゃんとは時々会っていますから。その時にノロケを聞いたり」

「ノ、ノロケ!?　ノロケるようなことはなにもないですよ！　専務が忙しくてデートもあまりしていませんし！」

「え？　でも寝顔がかわいいとか、笑顔に癒されるとか、ノロケですよね？」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　ウソ、専務、葉津季さんにそんなこと話しているの!?　そりゃぁ、私にも時々『かわいい』とは言ってくれるけど、外でも話しているとは思わなかった！

「は、葉津季さんはどうですか？　好きな人がいらっしゃるって聞きましたが」

　話を逸らそうと、今度は私からそう聞くと、

「なかなか父が許してくれなくて。でも、がんばる。彼とずっと一緒にいたいから」

　笑顔で前向きにそう話す葉津季さんは、自分と同じ、恋をするひとりの女の子なんだなぁと思った。だから、

「私もです。うまくいくことばかりじゃないんですが、私も専務とずっと一緒にいたいから、がんばります」

　葉津季さんに同意する意味でそう伝えたんだけど、葉津季さんの顔はなぜか曇った。

　私、なにか変なことを言っただろうか。

「葉津季さん？」

　呼びかけると、葉津季さんが口を開いた。

「あの、私が今日ここに来たのは、涼ちゃんのことで話があって」

　まあ、私と葉津季さんの共通点は専務くらいだし、話は専務のことだというのは不思議じゃないけど。

　葉津季さんは続けた。

「涼ちゃん、役職を外されるかもしれません」

「え？」

「おじ様、あ、涼ちゃんのお父様、つまり広香さんの会社の社長ね。おじ様が私に連絡をしてきたんです。涼太と結婚しろとは言わないから、涼太を今の彼女と別れさせてくれって。しかも涼太が今の彼女と付き合い続けるなら、涼太を役職から外すって」

「そんな……」

　社長が私をよく思っていないのは明らかだった。それでも、がんばれば、いつかはきっと分かってもらえるって思っていた。けど、こんなに早く私と専務を別れさせようと動くなんて。しかも、別れなければ役職を外すって。

　専務は、社長のことはあまり好きじゃない様子だけど、仕事には誇りを持っている人なのに。

「あ、誤解しないでね。私は、広香さんと涼ちゃんを別れさせようと思ってここに来たわけではないの。私も似たような立場だし、そんなこと言う権利もないし。なにより、私も涼ちゃんのこと大好きなんです。あ、もちろん幼なじみとしてですよ。涼ちゃん、ひねくれたところあるし、昔から誰かを好きになるっていうのがほとんどなくて。だから好きな子ができたって聞いて、すごくうれしかった。しかも、実際に広香さんとお話してみて、本当にいい人だなって思いましたし」

「そんな、私なんて」

「自信を持ってください。おじ様になんと言われようと、広香さんはあの涼ちゃんが選んだ人なんですから」

　葉津季さんが力強くそう言ってくれて、なんだか泣きそうになった。

「本当は、今日来るかどうかは悩んだんです。そんなこと、話したところで広香さんを戸惑わせてしまうだけかなって」

「いえ、そんな。来て話していただいて、本当によかったです」

　なにも知らないでいるより、知っていたほうが間違いなくいい。

　知らなきゃ専務とも話し合えない。でも専務はこのことを知っているのだろうか。

「じゃあ、私はそろそろ」

　お茶を飲み終えると、葉津季さんはそう言って立ち上がった。

「もう？　あ、よかったら夕飯食べていきませんか？」

「ありがとうございます。でも雨も降っているし、帰ります」

　葉津季さんは「またゆっくりお話しましょう」と言ってくれた。




　駅まで葉津季さんを送り、アパートに戻って夕飯を作った。

　さっきの葉津季さんの言葉が、頭の中をぐるぐると回る。

『涼ちゃん、役職を外されるかもしれない』

　あの社長なら、本当にやりかねない。

　役職を外れるってことは、専務は仕事がしづらくなるよね。ずっと推進してきた海外の支店とのプロジェクトだって、もうすぐ本格始動できそうだって、この前うれしそうに話してくれていたのに。

　私と、私と別れれば、専務には迷惑かからなくなる。仕事に打ち込める。

　そんなことを考えていたら、玄関のドアが開いた。

「ただいま」

　専務が帰ってきた。

　最近は、まず私の部屋に来てくれることが多い。

「お、お帰りなさい。私も今から夕飯なんです。一緒に食べましょう」

「うん。お腹すいた」

　私がお皿を二枚用意したりしていると、専務がご飯をよそってくれる。コップの場所も、お箸の場所も、全部、当たり前に覚えてくれた。そんな些さ細さいなことが、とても幸せで。だって、専務が私の彼氏なんだって、実感できるから。

「広香？　なんか元気ない？」

　向かい合って夕飯を食べていると、専務が私の顔を見てそんなことを言った。

「なにかあった？」

　答えていいのかな。

　葉津季さんは帰り際、『おじ様が言ってたことを、私が話したって涼ちゃんに言っても構わないから、ふたりでゆっくり相談して』と言っていた。

　だけどどう切り出せばいいの？　私自身の考えもまとまってないよ。

　その時、私の携帯が鳴った。

　ディスプレイを見ると、【お姉ちゃん】の文字が。

　珍しいな、こんな時間に電話してくるなんて。

「え？　お父さんが、また倒れて病院運ばれた？」










星空の事情




「どういうことなの？　もしもしお姉ちゃん？　え、手術!?　あっ」

「どうしたの？」

「向こうの電波が悪いのか、電話が切れてしまって」

　でも確かに、お父さんが倒れたって言ってた。手術って言葉も聞こえた。

　ど、どうしよう。お父さんまた心労がたたっちゃったのかな。万が一のことがあったら、私は……。

「長野行きのバス、まだ出ているよね？」

　専務が切り出した。真剣な表情だった。

「はい、バスはまだ」

　すると専務は、私の右手を掴んで立ち上がった。そして、

「行くよ。俺も一緒に行くから」

　その手は、とても力強くて、私は何とか涙をこらえることができた。




　バスに乗り込んでからも、私は頭の中がぐちゃぐちゃで、ろくに言葉を発することができなかった。今は十九時半だから、二十二時半ごろには長野に着くかな、とぼんやり思っていたくらい。

　でも、専務はとなりでずっと私の手を握っていてくれた。口数は少なかったけど、時折「大丈夫だよ」と声をかけてくれたりした。

　明日は土曜日だとはいえ、バスには乗客は少なくて、夜の薄暗い照明も相まってか、寂しい感じがした。

　ひとりだったら、どんどん気分が沈んでいったと思う。でも、専務がいてくれる。

　だけど、私には『お父さん、どうか無事でいて』と祈ることしかできなかった。




　道が空いていたからか、予定より少し早く長野のバス停に到着した。

「病院まではどのくらいかかるの？　歩き？」

「いえ、タクシーを拾って、あ、姉から電話です」

　バスに乗っている間、お姉ちゃんからの連絡は一度もなく、ようやく着信が来た。

「もしもしお姉ちゃん？　うん、うん、あれからすぐバスに乗って、今着いたよ。え？　ウソでしょ？」

「ホントごめんねーっ！」

　長野の祖父母の家に着くなり、お姉ちゃんが玄関先で謝った。

「でもね、何度も連絡しようとはしたのよ！　けど、携帯の調子が悪くて！　電源すぐ落ちちゃって！」

　お姉ちゃんの大きな地声が玄関先に響く。疲れた身体と心にこの声はこたえたけど、ああ、家族と一緒にいるんだなぁとちょっぴり安心もしたり。それになにより、

「ただの食あたりって……」

　そう、お父さんは心労でもなんでもなかった。ただ単に、昨日古い野菜を食べてからだんだん気分が悪くなり、今日、病院に運ばれたとのことだった。

「それならそうと、ちゃんと言ってよ。倒れて運ばれたって言うから」

「いや、でも嘔おう吐とも下痢もすごかったからさー。本当に焦っちゃって。つい救急車を」

「手術がどうのって聞こえたんだけど？」

「手術になったらどうしようって言ったかな？」

「食あたりで手術なんて聞いたことないよ！」

「そのくらい動揺してたんだから、仕方ないでしょ！」

　ついに逆ギレされた。子どものころから言い合いになると、いつも最後にお姉ちゃんにキレられて終わる。




　と、ひととおりやり合ったころ、お姉ちゃんはようやく、私の後ろにいる専務に気づいた。

「広香、その人は？」

　お姉ちゃんとはずっと連絡が取れなかったし、ようやく電話が繋がってからも動揺しすぎていて、専務と一緒だと伝えられていなかった。

「まさか彼氏!?　そうなの!?　ＬＩＮＥでも電話でも、彼氏ができたなんて言ってなかったじゃん!!」

　うぅ。相手が相手だからなかなか言いだせていなかった。

　すると専務がお姉ちゃんに、

「初めまして。申し遅れました。広香さんとお付き合いをさせていただいております、響涼太と申します。お父様のお加減はいかがですか」

　と、丁寧に言ってくれた。表情も、にっこりと優しく、分かりやすく笑って。するとお姉ちゃんは、

「お父さーーん!!　広香が男連れてきたーー!!」

　と、居間に向かって叫んだ。そうしたら居間から、

「なにィィィ!?」

　という、お父さんの元気な声が聞こえた。お父さんとお姉ちゃんの会話が続く。

「男って、どんなやつだ!?」

「えっと、とにかくイケメン!!」

「イケメンだぁ!?　もしかしてまた大樹か!?」

「いや、大樹じゃない！　広香よりずっと大人の男！」

「と、とりあえず上がってもらえ！」

「うん！　あっ、ヤバい、広香しか来ないと思ってたから、部屋、汚いわ！　ふたりとも、五分経ったら上がってきて！」

　そう言い残すと、お姉ちゃんはバタバタと居間の方へと戻っていった。




「す、すみません。騒がしい家族で」

　私は専務に謝った。せっかく一緒に実家まで来てくれたのに、入院でも手術でもなんでもなく、ただの食あたりだったし、なんか騒そう々ぞうしいし。

　でも専務は、

「ううん。お父さん元気そうでよかったよ。お姉さんも元気な人だね」

　と、優しく微笑みながらそう言ってくれた。

「はいっ」

　なにはともあれ、お父さんが無事で（お腹はまだ痛いかもしれないけど）本当によかった。それに、専務がいてくれなかったら、私はあたふたするだけで、どうしたらいいか分からなかったと思う。

　専務、本当にありがとうございます。ただ、

「大樹って、もしかして君と同じ部署の北嶺大樹くん？　元彼だったの？　しかも家族公認だったんだね」

　と言った時の専務の顔はなんだか怖くて、社長を思い出しました……。

　ち、違うんです！　付き合っていた時に、一度だけ東京の実家に来たことがあっただけです！




　五分後、お姉ちゃんから了承を得て、専務と一緒に居間に入ると、真ん中に置かれたテーブルを囲んでお姉ちゃん、お父さん、おじいちゃん、おばあちゃんが座っていた。専務と私も座った。

　東京の実家は借金ができる前から狭かったけど、おじいちゃんとおばあちゃんが暮らすこの家はわりと広くて。居間も、大人が六人揃っても窮きゅう屈くつではなかった。といっても専務の家と比べたら、ウサギ小屋程度だけど。

「あ、改めまして、お付き合いしている響さんです。お父さんのことを心配して、一緒に来てくれました」

　私が紹介すると、みんなが専務をまじまじと見つめた。

「いやぁ、見れば見るほどイケメンだわー」とお姉ちゃん。

「ヒロちゃんもお年ごろだものねぇ」とおばあちゃん。

「早くひ孫の顔が見たいなぁ」なんて言うのはおじいちゃんで。

「ちょ、ちょっとおじいちゃん。別に、結婚の挨拶に来たわけじゃないんだから。あとお姉ちゃん、私、顔で響さんのこと選んだわけじゃないからね」

「はいはい。でも、大樹もカッコよかったじゃん」

「だっ、大樹くんの話はいいから！」

「今、大樹と同じ部署で働いてるんでしょ？　復縁パターンもありそうだなと思ったんだけど」

「ちょ、ちょっと！」

　チラ、と専務の横顔を見ると、相変わらず微笑んでいたけど、でもさっきと同じ、怖い笑顔で！

　大樹くんが元彼だった話は、わざわざ言うことでもないと思ってたけど、でもやっぱ言っとくべきだったかー！

　すると、さっきまで黙っていた、パジャマ姿のお父さんが口を開いた。

「響さん、でしたかね。あのですね、まあ、その、まずはすみません、誤解やらなんやらで、長野まで来てもらっちゃって」

　彼氏、という存在に明らかに不機嫌なお父さんだけど、ここまで来てもらった申し訳なさもあるらしく、強気には出なかった（大樹くんが家に来た時は、娘を危ない場所に連れ出すなとか、ヘラヘラするなとか、散々言っていたのに。大樹くんはあの性格だから気にしてなかったけど）。

「いえ、とんでもないです。お加減はいかがですか」

「え、ああ、出すもの全部出して薬ももらったんで、だいぶ楽になりましたけどね」

「それはよかったです。慌てて来たので手土産もないうえに、急に上がり込んでしまって申し訳ありません。今晩はゆっくりお休みになってください」

「は、はふ……」

　はふってなんだ、お父さん。

　突然の彼氏の登場に驚く、というよりは、私がこんなにしっかりしている人と付き合っていることに驚いたんだろうな。前の彼氏があんな感じだったし。

　次に口を開いたのはおばあちゃんだった。

「ヒロちゃん、今日は泊まっていくでしょ？　こんな時間だし、明日は土曜日だし」

　そう言ってくれたけど、

「ううん。帰るよ。お父さんも平気そうだし。彼も一緒だし」

　と断った。自分ひとりだったら泊まったかもしれないけど、専務も一緒だからさすがに帰らないと。夜行バスはまだあるし。でも、

「そんなこと言わずに、涼太さんと一緒に泊まっていきなさいよ。お客さん用のお布団ならあるわよ？　客間で寝てもらえばいいわ」

　とお姉ちゃんは言う。するとおじいちゃんまで、

「ならワシが布団を用意しよう」

　と言って、スッと立ち上った。おじいちゃんは昔からなにかと行動が早い。




　あれよあれよという間に布団の用意やらなにやらが完了し、私と専務は順番にお風呂にも入った。そして疲れもあったので、すぐに寝ることにした。ちなみに、専務は客間、私はお姉ちゃんと一緒に居間で寝ることになった。

「えっ、あの人会社の専務なの!?　しかも、あのアパートに住んでる!?」

　お姉ちゃんと布団を並べ、部屋の電灯を消してから、私は声をひそめて専務のことを話した。

　さすがに壁に穴が開いていた時期があったことは言わなかったけど。修理が終わったとはいえ、心配させるだけだろうし。

「う、うん。優しい人なんだよ。時々ちょっと意地悪だったりもするけど」

「男はちょっと意地悪なほうがいいじゃーん！　えー、でもさ、同じアパートに住んでいるなら、毎日〝し放題〟だよね！　どうだった？　初めての時は」

「なにが？」

「なにがじゃないよ。え、まさか、ヤッてないの？」

「そういう話!?　やめてよ、なにもないよ!!」

「なんで、なにもないの!?」

　私もお姉ちゃんもついつい大きな声になってしまい、また改めて声をひそめる。

「えー、エッチなしとか響さんかわいそうー」

「そ、そんなことないもん」

「それは広香が決めることじゃないでしょ」

「う」

「したくないの？　怖いの？」

「そういうわけじゃ……」

　したくないとかじゃない。いつかはそうなれたら幸せだろうなって、すごく思うよ。

　でも、本当にしたくなる時っていうのが絶対来ると思うから、それを待ってる。

　専務も、確かに『我慢してる』みたいなことは言っていたけど、私のそういう気持ち、ちゃんと分かってくれて大事にしてくれているんだよね。

　そういうところも好き、なんですけど。




「まっ、広香もいつかはそういう日が来るってことだね」

「いつかはね」

「響さんのどういうところが一番好きなの？　好きになったきっかけは？　初めてのデートは？」

「もう、一気に聞かないでよ～」

　疲れているから少しだけ話して寝よう、最初はそんな予定だったのに、久しぶりにお姉ちゃんと直にする会話は盛り上がって、結局、寝たのは二時間後だった。

　やっぱりお姉ちゃんと話している時間はすごく楽しい。お父さんも元気そうでよかった。おじいちゃんとおばあちゃんも、変わらず温かくて。

　私、やっぱり家族が大好き。

　でも同じくらい、専務のことも大好きです。




　翌朝、あまり長居をしても悪いと思ったので、お昼前に専務と一緒に家を出た。でもお姉ちゃんから「せっかくだから、響さんに長野を案内していきなさいよー」と言われたので、少しの時間だけど、近くを見て回ろうということになった。

「さて、どこに行きましょうか？　といっても、私、この辺りで育ったわけじゃなくて、休みの時におじいちゃんおばあちゃんに会いに来るくらいだったから、詳しく案内はできないですけど」

「そっか。なにがいいかな。山とか緑とか、景色がキレイだから、ゆっくり見ていきたいかな」

　そう言って専務は辺りを見回した。

　私たちはとなり同士並んで歩き、たわいのない話をし、周りの景色を見ながら散歩をした。




「あっ、そうだ。動物園に行きませんか!?」

　途中で私はそう提案し、専務を連れていった。といっても一般的な動物園とは違い、野菜の直売場の中に動物のいる小さなスペースがある、という程度の場所。狭いし、動物がたくさんいるわけではないけれど、のんびりとしていていいと思ったから。

　でもいざ着くと、専務は入り口で顔をしかめた。どうしたのか尋ねると、

「俺、ケモノが嫌いなんだよね」

　えっ、まさかの動物嫌い！　しかも呼び方！　ケモノって！

「お嫌いなら仕方ないですね……」

　私は動物好きで、彼と動物園に行くのが小さな夢でもあったから（大樹くんも動物より昆虫のほうが好きな人だったし）少し寂しいけれど、嫌なところで過ごさせるわけにはいかないもんね。

　でも、そんな気持ちを顔には出さなかったつもりだったけど、専務には気づかれちゃったみたいで、「やっぱり行こうか」と、笑顔で言ってくれた。

「い、いえ！　専務も楽しめるところに行きましょう！　私はいつでも行けますし！」

「君の行きたいところに一緒に行くから意味があるんじゃない？　それに、君が好きなものとか好きなこととか好きな場所とか、まだまだ知らないことも多いから、もっと知りたい」

　そう言って、専務は私の右手をぎゅっと握った。

　好きな人が、自分のことをもっと知りたいって思ってくれている。それは、こんなにうれしいことなんだ……。

　繋いだ右手が温かくて、専務の好意に甘えたくなる。




　私たちは、園内をじっくり見て回った。

　ただ、途中のダチョウのコーナーで、なぜかダチョウが交尾していた。しかも激しく。

　ムードぶちこわし！とその場を離れようとしたけど、専務は「初めて見た」と言って、まじまじと観察している。

　そうしたら三歳くらいの女の子がトコトコとやってきて、専務に聞いた。

「おにいちゃん、ダチョウさん、なにしてるの？」

「なにをしてるか？　これは、オスのダチョウがメスのダチョウに……」

「コラー！」

　私は初めて専務に怒った。

「なんで？　聞かれたことにはちゃんと答えてあげないと」

「この場合、ちゃんと答える必要はないです！　ふんわり答えればいいんですよ！」

「ふんわりってなに」

「な、仲良くしてるとか言えばいいじゃないですか」

「照れながら言うと余計エロいよ」

「こっ、子どもの前でそういう単語を言わないでください！」

「あ、ママー」

　私と専務がおかしなやりとりをしている間に、女の子はお母さんを見つけて、走り去っていった。専務はまたダチョウに視線を戻して、つぶやいた。

「俺、子どもの将来に過ちがないよう、避妊やセックスについてはしっかり教育していきたいんだよね」

「確かに素晴らしい考えだと思いますが、よその子どもにする必要はないでしょう。ましてやあんなに小さい子に」

　確かに、と専務は声を出して笑った。

「あ、楽しんでくれてる、と思って大丈夫ですか？」

「うん。楽しいよ。ダチョウの交尾にうろたえてる君を見てるのが一番楽しいけど」

「う、うろたえてるわけじゃないです！　ムードがなかったから別の場所に移動したかっただけで」

「ムードなんかなくていいじゃん。君と一緒にいられれば、俺はそれだけで楽しいし幸せだと思えるよ」

　その言葉に、ドキ、と思わず胸が高鳴った。

　専務は思ったことをなんでも言う。それは、ウソをつかないとも言える。

　それが分かっているから、余計にドキドキしてしまった。まあ、ダチョウが交尾している前だったから、すぐに我にかえったけど。




　狭い園内だから全部見て回るのに時間はかからないと思っていたけれど、写真を撮ったり、お土産コーナーを見て回ったり、野菜の直売場を見に行ったりしているうちに、あっという間に夕方になっていた。

「専務、ごめんなさい。結局、ここで一日過ごしてしまって」

「なんで謝るの。行こうって言ったのは俺だし。それに、俺もすごく楽しかったよ」

「本当ですか？」

「うん。ケモノ臭いのははやっぱり嫌だけど」

「えー」

　私は思わず、あははと笑った。

　それと同時に、帰りたくない、そんなふうに思ってしまって。明日は日曜だから私は急ぐ必要はないけど、専務を巻き込んでいるし、早く帰らないと、と思い直した。

　すると、専務の右手が、私の頬に触れた。

「ワガママ、言いたそうな顔してる。言ってよ、ワガママ」

　専務は優しい顔で、そう言ってくれた。でも、

「言えません、ワガママなんて……」

　いつも、たくさん温かいものをもらっているのに、自分からワガママなんて言えない。だけど、

「俺も、言いたいワガママあるよ。たぶん、同じワガママ」

　すり、と、専務の右手が、私の頬を撫でる。

「せーので言ってみる？　お互いのワガママ」

　そう言われ、私はコクンとうなずいた。そして私たちは、声を揃えて言った。

「「せーの、夜までここで過ごそう」」




　私たちは動物園を出てバスに乗り、地元では少し有名な高原にやってきた。

　高原といっても、レジャースポットのようなところで、敷地内にはレストランやお土産売り場があり、昼間はけっこう人が集まる。夜は昼間ほど人はいないけれど、家族連れや恋人同士など、私たち以外にもちらほらと人の気配はある。

　専務はきょろきょろと辺りを見回して言った。

「ロープウェイなんてあるんだ。乗ってみたい」

「じゃあ乗りましょうか。この時間なら空いているはずです」

　私たちは手を繋いでロープウェイ乗り場まで向かった。

　ロープウェイは数人で乗る仕様だったけど、私たち以外は誰も並んでいなかったので、ふたりきりになった。

　ガタンゴトン、と揺られながらゆっくりと登っていく。山上まで五分くらいだった。

　到着するまでは、五分間ゆっくり話せるな、なんて思っていたけど、実際は、ふたりで黙ってロープウェイ内に流れるアナウンスをずっと聞いていただけだった。景色に関する説明が中心だったけど、専務と一緒に聞くのは、楽しい時間だった。

　山上に着くと、私たちは降りて、ふたりで自然と下界を見下ろす。

「わぁ、すごいね」

「はい、キラキラしていますね」

　本来なら、広大な自然の景色を見るためのロープウェイ。でも外は既に暗くて、自然はよく見えなかった。ロープウェイも最終の登り便だったみたいだし。

　だけど、夜景はとてもキレイだった。遠くに見える街の灯りがキラキラしていてまぶしかった。

「せっかくだから明るい時に山とか丘とか、自然の景色も見ていただきたかったです。夜景もキレイですけど、夜景なら東京のほうがすごいですし」

　私がそう言うと専務は「東京よりキラキラしたもの、ちゃんと見られたよ」と言った。

　私が「え？」と聞き返すと、専務は人差し指を上に向けた。

「すごいね。俺、こんなの初めて見たよ」

　指が差す方向――夜空に顔を向けると、

「星……」

　そこには、満天の星がキラキラと輝いていた。

「すごい。こんなキレイな星、私も久しぶりに見ました」

「東京だと星が見えにくいからね」

「はい。でも今夜はとくにキレイな気がします」

　前に長野の家の庭から見た星空より、ずっと輝いて見えた。

　もしかしたらとなりに専務がいるからかもしれない、なんてベタなことも思った。

　でも本当に、専務がいると、なにもかもキラキラして見えることがあるんだ。

　そして、心も軽くなる。

　いつもありがとうございます。となりの、専務さん。

「下りのロープウェイの最終便、何分後だっけ？」

「えと、確か十五分後です」

「そうか。じゃあ、あんまり時間はないけど、それまでその辺を歩こうよ」

　はい、と答えて、私は専務が差し出した右手を握った。

　ロープウェイの停留所の先には、展望台や、アイスクリームやお土産を売ってる売店がある。時間が遅いからもう閉まっていたけど。

　展望台も一段高い場所に、簡単な木の柵と小さな望遠鏡が備えつけられているだけだけど。それでも、そこから見える夜景はもっと美しかった。

　そして、星空。

　山の高い場所から見る星は、手を伸ばせば届きそうな気がした。

　好きな人と、手を繋いで、キレイな景色を見ていると思うと、胸がいっぱいになる。このまま時間が止まればいいのに、なんて、またしてもベタなことを思ってしまって。

　でも、本当に。なにもかも忘れて、ずっとふたりでこうしていられたら、どれだけ幸せだろう。

　そんなことを考えていたら、不意に専務が口を開いた。

「ねぇ。……このまま駆け落ちでもしちゃう？」

「え？」

　私が目を見開いて、言葉に詰まると、

「なんてね」

　専務はそう言って、私から目を逸らした。

　冗談？　そんな冗談、やめてほしい。本気にしてしまう。けど、専務はふざけた冗談を言う人ではないと思う。もしかして少しは本気だったかもしれない。

　でも、専務のことを好きだという気持ちが膨らむ一方で、モヤモヤした思いも一緒に膨らんでいく。ここしばらく、そんな気がずっとしていた。

　専務が、私の家族と一緒に過ごしてくれた時間がうれしかった。家族が専務を受け入れてくれて、すごくうれしかった。

　キレイな星空を専務と一緒に見られたことも、うれしかった。

　たった一日だったけど、専務のことを好きだという気持ちが前よりもっともっと大きくなった。

　ずっと一緒にいたい――そんな気持ちが、自分でもセーブできないくらいに強くなってしまっていたから、私はつらい現実に直面せずに、ずっと逃げていた。

　でも、もう逃げちゃいけないよね。

『涼ちゃん、役職を外されるかもしれない』。

　葉津希さんの言葉が蘇ってくる。

　私と一緒にいたら、

「……専務」

　専務は、

「なに？」

　専務は、

「私たち……」

　幸せにはなれないね。

「別れましょう」










初めての……事情




　情けないけれど、その言葉を伝える声が、震えた。

　言いたくなかった。でも、専務のために言わなきゃいけなかった。

　それを聞いて、専務は言った。

「え、ヤダけど」

　ん？

「いや、だから別れ……」

「ちょっと、なに言ってるか分からないな。そんなことより、そろそろ戻らないと下りのロープウェイが出ちゃうんじゃない？」

「は、はい。そうですね？」

　そうして、私と専務はロープウェイに向かって歩き出した。

　あれ、おかしいな。私、マジメに別れ話を切り出したつもりだったんだけど、伝わらなかった？

「あ、あの、専務っ」

　前を歩く専務の背中に、私は呼びかけた。

　専務はなにも答えなかった。いつもだったら、すぐ振り向いて「なに？」って優しく聞いてくれるのに。

「専……」

　ロープウェイに乗り込む前、もう一度だけ専務を呼ぼうとした。でも、ちゃんと呼べなかった。

「話なら、聞きたくない」

　専務に、そう言われてしまったから。

「…………」

　私は黙り込んでしまった。ちゃんと、話さなきゃいけないのに。

　とりあえず、下りのロープウェイにふたりで乗り込む。

　無言だった。

『最終の下り便、動きます』

　そんなアナウンスとともに、ガタンとロープウェイが下り始めた。




　ロープウェイが動き始めてしばらくして、専務が口を開いた。

「昨日の夜、なにかあった？　なんか、様子がおかしかった」

「それは、お父さんが病気で倒れたって誤解していたから」

「その前。電話が来る前。様子がおかしかったし、なにか俺に言いたいことがあったんじゃない？」

　専務は怒る様子はなく、あくまで冷静にそう聞いてくれている。突然、別れ話なんか持ち出したから、ひどく怒ってもおかしくないのに。

「…………」

　言っていいのかな。葉津季さんは専務に話しても構わないと言った。むしろ、専務ときちんと話すべきだと、わざわざ私に会いに来てくれたのだ。

　私は口を開いた。

「専務が、私と付き合っているままだと、や、役職を外されるかもって」

　そう話すと、専務は、

「はーー」

　と、深いため息をついた。

「誰に聞いたのそれ。社長？」

「あ、いえ、昨日の夕方、葉津季さんがアパートに来てくれて、それで」

「おせっかいだな、アイツも」

　専務はもう一度深く息を吐いた。そして「広香が気にすることじゃない」と言った。

　専務は優しいから。私に気を遣って、私が気にしないようにふるまってくれているんだろう。今も、そしてこれからもそうだろう。

　でも、私は本当にそれでいいの？

　違う。専務のことが本当に好きなら、私は、彼の重荷をひとつ〝減らす〟べきだ。それは、私にしかできない。

『足もとにお気をつけください』

　アナウンスを聞きながら、私と専務はふたりきりだったロープウェイを降りた。




　結局、それきり会話はほとんどなかった。

　気まずい雰囲気のまま、私たちは来た道を戻る。手も、繋がない。

「バス、何時？」

　道路に出た時、専務が私にそう尋ねる。

「十五分後、です」

「そう」

　帰りのバス停に向かって歩いている私たちの間には、再び沈黙が訪れていた。

　でも、時間が経てば経つほど、私の中の〝答え〟はより明確になってきて。

　さっきの言葉も、もちろん適当な気持ちで言ったわけじゃなかった。だから、私はとなりを歩く専務にもう一度、言った。

「別れましょう」

　声が震えそうになる。でも、がんばって抑えた。

　少しの間のあと、専務は答えた。

「正直、君の本心とは思えないんだよね」

「…………」

「そんな泣きそうな顔で言われたってさ」

　私は、自分の目が潤んでいることにようやく気づいた。泣かずにちゃんと言わなきゃいけなかったのに。

　専務は続けた。

「葉津季の言ったことなら、本当に気にしなくていい。もともと父とはソリが合わなかったし、あの会社じゃなくたって仕事はできるし」

　専務は淡々とそう答える。だけど、

「そんなこと、思ってないでしょう？」

　私は専務に反論してしまった。

　専務が私に無言で振り向く。

　いつの間にかバス停に着いていた。私たちのほかに、数名が待合所のベンチに座っていた。家族連れと恋人同士かな。みんな、それぞれ幸せそうな人たちで。

　私たちとは違う。

「そんなこと思ってないって、なに？」

　専務に聞かれ、私は答える。

「専務は、あの会社で働きたいんでしょう？　社長とソリが合わないというのは本当なのでしょうが、お母さんやお姉さんの思いを大事にしていけるのは、あの会社だけです」

「…………」

「私のことより、専務自身の気持ちを大事にしてほしいんです」

「お前が俺の気持ちを決めつけるな！」

　専務が声を荒らげた。

　周りの人たちも、一瞬だけ私たちの方を振り返った。

　専務の怒鳴り声を聞いたのは、凛くんから助けてもらった時以来だった。

　お前、なんて初めて言われた。つらい。でも、一方的に別れ話を切り出している私が、つらいなんて思っちゃいけない。

　そうこうしていると、バスが来てしまった。

　最初に家族連れが、続いて恋人同士と思われるふたりが乗り込む。

「続きはアパートに戻ってから」

　専務はそれだけ言うと、バスに乗り込み、それきり私のほうを見なかった。




　日曜の夜のバスはほぼ満席で、私と専務は気まずいながらもとなり同士に座る。

　思えばデートの時だけじゃなく、アパートの自分の部屋にひとりでいても、常に専務が私のとなりにいた。

　普通の恋人同士より〝となり同士〟にいる時間がきっとずっと長かった。

　でも、今は同じ〝となり同士〟でも、専務との距離が、果てしなく長く感じる。そして、その距離が縮まることはもうないんだろうな。

　ふたりとも終始無言のまま、バスは東京に着いた。

　時間が遅かったこともあり、専務はバス停に着くと「危ないからちゃんと後ろからついてきて」と、優しい声で言ってくれた。

〝となり〟じゃなくて〝後ろ〟と言ったのも、別れ話を切り出した私の気持ちを尊重しようとしてくれる専務の優しさなのかもしれない。




　アパートに着くと、専務は「部屋に来て」と言って、自分の部屋に入っていった。

　私も続いて専務の部屋に入った。

　部屋に入ると専務が部屋の電灯を点け、いつものように私にテーブルの前に座るように言った。

　専務もいつものように、私の正面に座った。

　少しの間、沈黙が流れたけど、やがて専務が口を開いた。

「さっきも言ったけど、別れ話は、正直、君の本心とは思えない」

「…………」

「だけど」

　専務は私の目をまっすぐに見つめて、続けた。

「君自身が本心だと言い張るのなら、俺も、ああそうなんだと思うしかない。本心はどうあれ、君がそう言い張るのなら」

　そして、専務は「本当に、別れたい？」と聞いた。私が、別れたいですと言えば専務は別れてくれる。そんな雰囲気だ。

　別れたくないよ、本当は。ずっと一緒にいたい。ずっととなりにいたい。私以外の女の子が専務のとなりにいるのは嫌だ。

　だけど。この答えが、専務にとって一番いいものだから。

　だから私は、

「別れ、たいです」

　泣くのを我慢して、専務の目をまっすぐに見つめ返して、そう言った。

「……そう」

　専務は静かにそう答えた。

　そして「恋人同士のうちに、なにか言い残したこととかない？」と聞いてくれて。

　本当は好きです。伝えたいことなんてたくさんある。さっきふたりで見た星の数に負けないくらい、たくさんたくさんあるよ。

　でも、それを伝えたら離れたくなくなるから。

　伝えちゃいけない気がしたから。

「ない、です……っ」

　私は声を絞り出して、そう答えた。

「分かった」

　専務はそう言ってくれた。けど、

「俺は言い残したこと、あるよ。言ってもいい？」

　と言う。私がコクンと首を縦に振ると……。

　――ドサッ。

「きゃっ」

　専務の右手が私の肩に触れたと思った瞬間、強い力でその場に押し倒された。

「専……？」

　座布団が敷いてあったから痛くはなかったけど、私を見下ろす専務の表情が、無表情と言うよりも、ただただ冷たくて。

　専務は言った。

「ヤらせてくれない？」

「え!?」

「これで終わりなら、一回くらいいいでしょ？　まぁ、ただの思い出作りだけどね。君だって、この際、処女卒業したら？」

　専務らしくない冷たいことを言いながら、専務の舌が私の首筋をつたった。

「ひゃっ」

　初めての感覚に、背中がぞくっと震えた。

「んっ、んっ、んっ」

　重ねられた専務の唇から、無理やり舌を突っ込まれた。押さえつけられているから、抵抗ができない。苦しい。

「んっ、やっ」

　唇が離れた瞬間に、なんとか声をあげるけど、専務は聞いてくれなくて。

「……っ」

　服の隙間から、専務の大きな右手が私の肌に触れる。

　そのまま手は私の背中に回り、下着を外された。

　やっ、このままじゃ、本当に……。

　――でも。

　専務と話せるのは、本当にこれで最後かもしれない。触れ合うことなんて、きっともっとありえない。それなら。

　私は専務が好きで、今日一日で、昨日よりさらに好きになった。これから先、専務以外の人を好きになることもないと思う。

　私は、抵抗するのをやめた。

　だけど、なんか……。

　専務は私の身体に触れたり撫でたりしながらも、なにも言わない。いつもはキスをしながら、抱きしめてくれながら、私の名前を呼んでくれるのに。私を見る視線も、ひどく冷たいもので。

　ドラマとか、映画とか、友達の話とかから想像して、大好きな人との〝初めて〟は、ドキドキするけど、でもそれ以上に幸せで胸がいっぱいになるものだと、ずっと思っていた。

　大好きな人との初めて。それは間違いない。間違いないけど……。

「いい？」

　ずっとなにも言わなかった専務が突然口を開いたと思ったら、そんな質問をされた。

　最初は意味が分からなかったけど、すぐに分かった。専務が私の身体を押さえつけるようにして、私に覆いかぶさる。

「力抜かないと痛いよ」

　冷たい声でそう言うと、専務は右手で私の口を抑えた。

「誰かに聞かれるから、痛くても叫ばないで」

「んっ、んっ？」

　ヤダ。

「じゃあ、いいね」

　ヤダ!!

「力、抜いて」

「ヤダッ!!」

　ドンっ……と、私は精いっぱいの力で専務の身体を突き飛ばした。

　専務はなにも言わずに私から離れて、身支度を整えた。私は、その場に倒れたまま、

「ひっく」

　涙を流した。

　やっぱり、いくら好きな人とはいえ、こんな愛を無視したような、ただの虚しい思い出作りなんて、嫌だよ！

「ひっく、ひっく」

　泣きじゃくる私に、専務が言った。

「ごめん」

「え？」

　専務は私の身体を優しく起こしてくれ、自分がさっきまで着ていた上着を私にそっとかけてくれた。そして「ごめん」ともう一度言うと、私に背を向けた。

「専務？」

　私は呼びかけた。顔は見えないのに、不思議と、さっきまでの怖さは感じなかった。

　専務は、ゆっくりと言葉を紡いだ。

「嫌われようと、思った」

「え？」

　専務の声は、聞いたこともないような、弱々しいものだった。

　今、どんな顔をしているの？　見せてほしい。無表情でも読み取ってみせるから、だから。

「こっちを、向いてくれませんか……」

　私が言うと、専務はゆっくりと振り向いた。

　見たことのない表情。だけど、ちゃんと分かったよ。専務も切なくなっているんだって。

「専務……」

「さっきも言ったけど、君が俺と別れたいって言うなら、それが本心だろうと本心じゃなかろうと、俺にはそれを否定する権利はない。でも、あやふやに別れたって、絶対に君のことを思い出してまたつらくなるから。それならいっそ、嫌われて終わりにしたいと思った。いっそひどいことをして、君の中で忘れられない思い出になりたいとまで思った」

「はい」

「でも、無理だった」

　専務は優しい人だから、ひどいことなんて、無理ですよね。

　きっと、私が泣き叫ばなくても、専務は最後まではしなかった……そんな気がする。

　私、やっぱり、無理です。

「好き、ですっ」

　こんなに大きい気持ちを押し殺すなんて、無理です。

「本当は、大好きですっ。別れたくなんて、ない、ですっ」

　泣いているせいで途切れ途切れになりながらも、私は必死に自分の気持ちを伝えた。

　それは、専務にも分かったみたいで、

「それならやっぱり、無理して別れることなんてないよ。あんな父親の言うこと無視すれば」

　そう言ってくれた。でも、

「それは、ダメですっ」

　それは、専務の夢の、専務の人生の、邪魔になってしまう。専務がなんと言おうと、専務の負担にだけはなりたくない。

　そう思っていることを、今度は素直に専務に伝えた。

「じゃあ、やっぱり別れるしかない？」

　専務が私に問いかける。問いかけるってことは、私に選択肢を与えてくれているってこと。

「はい。ごめんなさい」

　自分の気持ちを伝えることはできたけど、それでも私の考えは変わらない。専務のために、専務と別れたい。たとえ、専務が嫌だと言ってくれても。私は、別れる。

　私の本心はどうあれ、私の意見に首を縦に振ると言っていた専務だったけど、

「そんな理由なら、別れたくない」

　そう、言ってくれた。

　それでも私の気持ちは変わらない。別れようと、思う。

「…………」

　専務は黙り込んだ。でも、私の意見を否定することもしなかった。

　私の一方的な意見を受け止めようとしてくれているのかもしれない。そして、

「もう一回だけ、聞くね」

　専務はふんわりと私を正面から抱きしめて言った。

「俺と、結婚してくれませんか？」

「え？」

「借金、すべて返してあげる。俺は、自分の夢とか自分の人生よりも、君と一緒にいることを優先したいと思っている。それでも、ダメですか？」

　ああ。私、世界一幸せ者だなぁ。

　そう思いながら、私は言った。

「ありがとうございます。でも、ごめんなさい」

　そう、私は世界一、ひどい人間だと思う。

「分かった」

　専務はゆっくりと私から離れた。

　世界一ひどい女。それは分かっている。ならいっそ、もっとワガママ言ってもいいですか？

「私っ、絶対に借金を返して、専務にふさわしい人間になります！」

　突然の、予想外だったと思われる発言に、専務は目を丸くして私を見た。

「あっ、でも決して、だから待っててほしいってわけじゃないです！　何年かかるか分からないし、その間にほかに素敵な女の人が見つかったらその人と……。でも、私はきっとずっと専務が好きです。借金を自力で返して、仕事もがんばって、いつか絶対、社長に文句言わせないくらい立派な人間になります！　もしそうなれた時に、専務にほかに好きな女性がいなかったら、私のことをまた、恋愛対象として見てくれませんか？」

　本当に、ひどいワガママだと思う。待っててほしい、そうは言えないけど。何年か先に、専務に恋人がいなかったら。好きな人がいなかったら。ほんの少しでいいから、私のことを思い出してもらいたかった。

　私のこのワガママを、専務はどう思ったかな？

　不安になって、一度うつむき、でも、もう一度顔を上げると、

　――ちゅ。

　専務の唇が、私のおでこに触れた。そして、

「分かった」

　そう言って、専務は優しく笑ってくれた。でもその笑顔は、それまで見たことのない、切なさにあふれた笑顔だった。それでも、専務は笑ってくれた。

　私は、どんな顔をすればいいんだろう？

　泣く、のは専務の気持ちに失礼な気がした。怒る？　困る？　それは全然違う。だから私も、

「はい……っ」

　涙を流しながら、精いっぱい笑った。

　そんな私に、専務は、

「無理しないでね。元気で、〝石川さん〟」

　専務の、私の呼び方で、私たちの関係がここで終わったことを理解した。

　その後、私は自分の部屋に戻って――一晩中、ずっと泣いていた。泣き声が壁越しに専務に聞こえないよう、声を押し殺して。




　月曜日。私はいつものように出社して、いつものように仕事して。何事もなかったようにふるまって。

　ただ、書類を提出するために別の部署へ向かっていると、廊下で専務と会った。廊下にはふたりきりだった。

「お疲れさまです」

「お疲れさま」

　私たちはそれだけの挨拶を交わすと、それ以上なにも言わずすれ違った。

　あの日、専務の部屋で別れて以降、私たちは、挨拶以外の言葉を交わさないようになり、そのまま、二年の月日が流れた――。










二年後の事情




　それは、突然の出来事だった。

「この壺に、そんな価値があったとは……」

　この言葉を私はこれから一生、お姉ちゃんとともに言い続けることになるのでした。

「これ本物？　本物だよね？」

「本物だよ。ついでにあの壺も本物」

　そう言ってお姉ちゃんは、私の頭を何度も何度も撫でた。

　今、私の両手には、借入金返済完了明細票、つまり、借金をすべて返済したという証明書があった。

　本来なら、あと数年は返済までかかるはずだった。

　でも昨年、長野の家に置いてあった壺が、思いのほか高額だったことが判明した。本当にたまたまだった。お姉ちゃんが観ていたテレビ番組で、有名な陶芸家の特集をしていたのだけど、家にあった壺にもその陶芸家の銘が入っていのだ！

　おじいちゃんとおばあちゃんも、その壺がそんなに高価だとは知らなかった。話を聞くと、おじいちゃんが生まれる前から家にあったらしいから、手に入れたいきさつも詳しく分からなかった。つまり特に思い入れはなかったので、すぐに売れる場所を探して、換金した。手に入れたお金は、もちろん借金の返済に充てた。

　それだけで完済できるほどではなかったけど、その数カ月後、私のお給料とボーナスを加えると、完済できたのだ。

「なんか、信じられない」

　早く借金生活から抜け出したいと思っていたけど、まさかこんなに早いなんて。

　さっきから、長野の家のこたつで明細票を見つめながら、ぼーっとしていると、お姉ちゃんは言った。

「壺のお金も大きいけどさ、でも、広香がすごくがんばってくれたおかげだよ」

「そんなこと」

　私だけががんばったわけじゃない。壺のことはおいておいても、お姉ちゃんだってお父さんの看病をしながら、長野で仕事を見つけ、働いてくれていた。お父さんも、最近は体調がよくなって、少しずつできる仕事を始めてくれていた。

　それでもお姉ちゃんは、

「一番は広香だよ。本当、アンタは自分のことを犠牲にしても家のことを考えてくれて……」

　そう話しながら、なんだか涙ぐんでいた。

　めったに泣かないお姉ちゃんの涙を見て、私も泣きそうになってしまったけど、

「私、別に自分のこと犠牲にしたりなんてしてないよ。家族が一番大切だから」

　泣くのはこらえて、私はそう答えた。だけどお姉ちゃんは、

「犠牲にしてくれたじゃん。響さんとのこと」

　とても申し訳なさそうな表情で、その名前を出した。

　専務と別れて元気をなくしていたころ、お姉ちゃんから電話があり、すぐになにかあったことに気づいてくれたのだった。

　心配をかけてしまうと思ってためらったけど、お姉ちゃんは優しく《話していいよ》と言ってくれたので、私は専務と別れたことを泣きながら話した。ついでに壁のことも（それに関しては《なんで黙っていたんだ》と怒られたけど）。

　私は首を横に振った。

「ちがうよ。専務とのことは、家族のために犠牲にしたんじゃない。私が、自分自身に自信がなかっただけなの」

　家の借金のことがまったく関係ないわけじゃなくても、それでも、最後に別れを決めたのはほかの誰でもない、私だ。

　専務のためにと思って別れを決意したつもりだったけど、自分に自信があれば、別の答えを出したかもしれない。たとえ借金があろうと、社長に何かを言われようと。

　それにもう二年も前のことだ。考えたって、仕方ない。

「借金も返したし、響さんとヨリを戻せる可能性はないの？」

　お姉ちゃんが聞いてくる。

「どうかな……」

　専務には、私が借金を返し終え、かつ立派な人間になったら、また私を恋愛対象として見てほしいとお願いした。立派な人間になったかは別として、借金は確かに完済したから、報告はするべきだと思う。ヨリを戻す戻さないはさておき、きっと、たくさん心配してくれていたから。

　でも、二年も話してなかったから、なんだか声をかけづらい。

　相変わらずアパートのとなりには住んでいるけど、私たちの距離感はすっかり変わってしまったように思う。

　それを選んだのは私なのだから、私がとやかく言うことはできない。それに、専務にはほかに好きな女性ができたかもしれない。

　それなのにわざわざ完済の報告をしにいったら、今にもヨリを戻したいというアピールみたいで、専務を困らせてしまうんじゃないかな。

　もちろん私は、今でも専務のことが好きだけど。




　結局、専務にはなにも言えないまま、一週間が経った。

　借金がなくなったこと以外は、いつもと変わらない日々だった。




　ある日の夕方、仕事にひと段落ついたころ、大樹くんが私に話しかけてきた。

「今日の夜ヒマ？　合コン行かない？」

　大樹くんは今夜の合コンの幹事で、急に来られなくなった女性の代わりを探しているらしかった。

「いや、私はちょっと」

「えー。お金なら女子からはそんなに取らないって」

「いや、その」

　私は今も専務に気持ちがあるから、合コンに行って、ほかの男性の中から彼氏を見つけようとは思えないなぁ。

「大樹くんっ！　その合コン、広香ちゃんが行かないなら私が行ってもいい!!」

「鹿野さん！　もちろんですよ」

「もうさぁ、璃恵ちゃんが係長とくっついてから私と遊んでくれないんだもん！　私のほうが年上だからさすがに焦るし！」

　月野さんと係長は、二カ月前くらいから付き合い始めた。月野さんが何度もアタックして、やっと思いを実らせたと聞いた。

　月野さんは、自分の気持ちに正直であり続けたから、今の幸せを手に入れたんだろうな。私は、自分の気持ちにウソをつき続けているなぁ。

　そんなことを考えながら仕事を続け、就業時間近くになったころだった。

　コンコン、と商品企画部のドアをノックする音が響いた。

「どうぞ～」と部長がのんきな声で返事をすると「失礼」と部署に入ってきたのは、なんと社長だった。

「どっ、どうなさいましたか社長！」

　社長がこの部署に来ることなんて、めったにない。私ももうこの部署で働き始めて三年目だけど、社長が来たのはほんの数回だった。

　しかも、みんなの様子からして、社長は連絡しないで来たみたいだ。そんなことは今まで初めてだった。

　だから、もしかしたらって思ったけど、

「石川さん、ちょっといいかい？」

　社長が私にそう声をかけてきた。

「は、はいっ」

　私はザッと机の周りを片づけ、先に部署を出た社長のあとを追いかけた。

　社長の突然の呼び出しに、皆あっけに取られていた。

　私自身は落ち着いてはいた。呼び出された理由は、なんとなく予想がついたから。それでも、緊張するのに変わりはなかったけど。




「やぁ。久しぶりだね」

　廊下に出ると、社長は小声でそう言った。

「面と向かって話すのは、あの日以来だね」

「は、はい」

　あとをついていくと、社長室の前まで連れてこられた。

「ここで話そう」

「え？　いえ、お話ならあちらのロビーでも。急に人が来ることもなさそうですし」

「誰かに聞かれたくないプライベートな話っていうのは、君も分かっているだろう？」

　そう言われ、私は社長室へ入った。社長の向かいの席に座るように言われる。

「コーヒーでいいかい？」

「あ、あの、私がやります」

「いいから座ってて」

　落ち着いているつもりだったけど、やっぱりオロオロしてしまう部分もあって。こういう性格、昔から変わらない。立派な人間にはほど遠い。私はまだまだ精神的に子どもなんだなって思ってしまう。

「はい、どうぞ」

　座っている私に、社長が淹れたてのコーヒーを差し出してくれた。

「す、すみません」

　コーヒーを受け取ると、社長も座った。

「借金、返済し終わったみたいだね」

「え？」

「興こう信しん所じょで調べさせた」

　社長の顔を見ると、社長は相変わらずニコニコと笑っていた。でも、前とちがって、その笑顔に怖さは感じなかった。

「お話は、それだけじゃないですよね？」

「うん。涼太とは、最近どうなんだい？」

　社長は真剣な顔になって、私に尋ねた。

「え、どうっていうのは」

「別れたんだよね？」

「は、はい」

　なんだろう。ヨリを戻さないようにクギを刺すために私を呼び出したのかな？

「いつお知りになったんですか？」

「涼太から聞いたよ」

「専務から？」

　意外。専務が社長にそんな話をするなんて。まだあのアパートに住んでいるってことは、和解をしたってわけでもなさそうだけど……。

　ぼんやりと考えていると、社長は続けた。

「君と別れたらしい数日後に、会社ではなく、わざわざ家に帰ってきて話してくれたよ。石川さんとは別れたから、今後、君に目をつけないようにって。驚いたよ。あの涼太が、自分以外の誰かを、しかも別れた女の子のことを、そんなふうに真剣に考えるなんて」

　私も驚いてしまった。まさか専務が、あれだけソリが合わないと言っていた社長に、私のことを話しに行ってくれていたなんて。

　さらに社長は続けた。

「涼太は、昔からどうもひねくれていてね。頭がよかったせいか、子どものころは、自分以外の人間はみんなバカだと思っているようなふしがあった」

　子どものころからそんなふうだったなんて驚きだけど、専務は実際、どこか冷めたようなところもあったし、誰かとつるむタイプでもなかったから、納得するところもあった。

「だけど、葉津季ちゃんとは昔から仲がよくてね。たぶん、葉津季ちゃんのことを妹みたいに、家族みたいに思っていたからなんだろうけど。それでも、涼太が心を許す数少ない子だったから、涼太のためにも、葉津季ちゃんと結婚してほしいと思っていたんだ」

　あれ、おかしいな。なんか、それだと。

「疑問があるなら、なんでも聞いていいんだよ。せっかくふたりきりなんだから」

　そう話す社長は、私が言いたいことは分かっているって感じの笑顔だった。

「あの、専務と葉津季さんの結婚は、この会社の繁栄のために社長が決めたって伺っていたので。その、今のお話だと、会社のこととかは関係なく、社長が、純粋に専務のために葉津季さんとの結婚を決めたってことですよね」

　そう聞くと、社長はふふ、と笑った。

「涼太はね、他人に興味がないくせに、誰かのことを本気で好きになれない自分を気にしていたみたいでね」

「専務がそんなことを言ったんですか？」

「言ってないよ。でも分かるんだ。昔の私そっくりだし、一応、父親だからね。涼太にはずいぶん嫌われてしまっているけれど」

　父親。それは当たり前の言葉なのだけれど、正直、社長と専務は、会社のトップとその跡継ぎ、という割り切った関係に見えていた。だから、ひとりの父親として、社長が専務のことをずっと心配していた、というのが意外だった。

「話は戻るけど、そんなことを気にしていた涼太は、一時期、女性なら来る者拒まず、って感じでね。誰かに告白されては付き合って、告白されては付き合って、って。もちろん、相手のことを好きじゃないのに」

「…………」

「社会人になってからはずいぶん落ち着いたようだけど、誰かのことを本気で好きにならないのは相変わらずだった。涼太に告白する女性社員はたくさんいてね。涼太がいつかちゃんと誰かを好きになれるなら、と思って黙って見ていたけれど、だんだん見ていられなくなって。涼太と別れたことをきっかけに、会社を辞めてしまった女性社員もいたし。だから、どうせ誰も好きになれないなら、葉津季ちゃんと結婚して、これ以上、誰とも付き合うなと言ったんだ。冷たい言い方なのは承知だったけどね」

「そうだったんですね。そういえば、専務は女性社員とのいざこざで、社長に注意されたって言っていました」

　専務にも、いろんな過去があったんだな。それは当たり前だけど。社長は、それをずっと見てきたんだ。専務はいちいち社長には話さなかっただろうけど、社長は気づいていたんだろう、父親だから。

　社長はさらに続けた。

「涼太が子どものころから、私はああいう性格をずっと心配してきてね。昔からけっこう厳しくは育てていたんだ。将来のこともあるしね。でも妻が死んで、私も精神的に参ってしまった時期があってね。そのころは、涼太にきつく当たってしまった」

「…………」

「涼太が心を許せるのは、妻と、涼太の姉と、そして葉津季ちゃんくらいだった。妻が死んで、涼太の姉も嫁に行き、残ったのは葉津季ちゃんだけだった。私は今さら涼太に歩み寄れなくなっていたし、そんなことをしても涼太も迷惑だろうと思った。だから余計に葉津季ちゃんをそばに置いておきたかったんだ。涼太をひとりにさせないために」

「そんな事情が……」

「葉津季ちゃんにほかに好きな人ができてしまったのは仕方ないけどね。葉津季ちゃんも涼太のことが好きだと思っていたんだよ。葉津季ちゃん、実はずっと男性が苦手で、涼太が唯一の普通に話せる男性だってずっと言っていたから。今思えば、葉津季ちゃんにとっても、涼太は異性じゃなくて兄みたいなものだったのかもね」

　そうかもしれない。

　初めて葉津季さんと会った時は、専務との仲を疑ったけど、専務が役職を外されるかもしれないっていう話を私にわざわざ言いにきてくれた葉津季さんは、専務のことを本当の家族のように心配していた。

　それはお姉ちゃんが、私のことをいつも心配してくれる時と似ていた。

「だけどね、君と出会ったころから、涼太の表情が少しずつやわらかくなったんだ。周りが気づくほどではなかったと思うけど、私には分かったよ。好きな人ができたんだろうなって。あの涼太が本気で好きになった相手はどんな人だろう、ってずっと気になっていた。だからつい、交際を始めてまだ間もない君を家に招いてしまった」

「はい」

「君のことは、いい子だなと思ったよ。だけど、また昔と同じになるんじゃないかって思った。涼太が本当に相手を好きでい続けられるのかって。だから、交際は賛成できなかった」

「もしかして、家の借金は関係なかったんですか？」

「いや、関係なくはなかったかな。葉津季ちゃんとの結婚も、家のために、会社のためにっていう考えもあったし、逆に、君をこの家に迎え入れるのは、不安要素だらけだったし」

「で、ですよね」

「涼太の本気も知りたかった。私が反対して、どう動くのか。でも、まさかすぐに別れるとは思わなくて。別れを決めたのは君たち自身だし、私のせいだと思ったわけではなかったが、涼太の気持ちはしょせん、その程度だったのか、それとも君のことを本当に大切に思っているからこその別れなのか、私には分からなかった。いかんせん、涼太は自分から私に自分のことを話さないからね。私から気づいてあげられることにも限界がある。まあ、その溝を作ってしまったのも私だけれど」

　そう話す社長は完全に父親の顔をしていた。そして、

「君は立派な人間だね」

　突然、社長がそんなことを言ってきた。

「な、どうしたんですか急に!?」

「なんで謙けん遜そんするんだい？　借金、完済したじゃないか。君の家の事情は大体は把握している。お父さんがなかなか働けないから、君の収入を主に返済に回していたんだろう？」

「い、いえ、姉も働いてくれていましたし、父も。それに、あの、壺……。と、とにかく、私、立派な人間なんかじゃ……」

　立派な人間になることは、私にとって大事な目標だったけど、自分のことを立派だなんて、やっぱり思えない。だから言った。

「私、実はコーヒーが飲めないんです」

「え？」

「初めに言うべきでした。でも、社長が淹れようとしてくださっていたので言えなくて。がんばれば飲めるかなと思いました。でも無理でした。私、急な出来事にうまく対応できないんです。すぐ慌てちゃって。そういう、まだまだ立派とはほど遠い部分がたくさんあって」

　さっきも感じた正直な気持ちを、私は社長に話した。すると社長は言った。

「完璧な人間なんていないよ。自分の弱いところに気づいているなら、それを涼太に補ってもらえばいいじゃないか」

「え？　え？」

「あとは、自由にしたらいい」

　そう言うと、社長は席から立ち、私を残して外に出ていってしまった。

　自由にしたらいい？　それは、つまり、許しが出たってこと？

　でも、社長から許しは出ても、今の専務の気持ちは？

　恋愛は、片方の気持ちだけじゃ成立しない。しかもあれから二年も経っているのだ。

　専務の気持ちを確かめたい。でも、それは怖いことだった。




　アパートに帰ると、自分の部屋でひと息ついた。

　結局、あのあと、部署に戻ってから、皆に社長と何を話したのか探られたり、仕事が立て込んだりといろいろあって、いつもより帰りが遅くなってしまった。社長と話した緊張もあって、疲れてもいた。

　専務はまだ帰ってきていないみたい。でも、もう遅いし、そろそろかな。

　別れてからも、壁越しに、専務が帰ってきたり出かけていったりする時間は気になった。動いている気配も、感じていた。感じないなんて、無理だった。

　私はそっと壁に手を当て、そのままコツンと、おでこを壁に預けた。

　近くて遠いっていうのは、思ったよりもずっと辛い。

　自分でこの距離を保とうと決めたけれど、何度、その決心を破って専務に抱きつきたいと思ったか分からない。そして、今は距離を縮めたいと思っても、専務が私のことをどう思っているのか分からないから、怖くてできない。でも、

『誰かのことを本気で好きになれない自分を気にしていたみたいでね』

『昔は来る者拒まずって感じで』

『あの涼太が、自分以外の誰かを、しかも別れた女の子のことを、そんなふうに真剣に考えるなんてって』

　そう社長は言っていた。

　それらの言葉から、専務は私と付き合っていた時、私が思っていた以上に私のことを思ってくれていたことが分かった。

　それなら、やっぱり専務の今の気持ちはどうあれ、こんな私のことをそんなに好きでいてくれた専務に、今の私の気持ちは、きちんと伝えたい。

　自分の気持ちに素直になることは、相手にとって迷惑なことなんかじゃないよね。

　そんなことを考えていると、専務の部屋の玄関のドアが開く音が聞こえた。

　専務、帰ってきたんだ。ええと。今の自分の気持ちと、それから借金を完済したことを伝えにいこうって決めたのはいいけど、どのタイミングで？

　今は、帰ってきたばかりだし、やめたほうがいいかな？　じゃあ、いつ？　一時間後？　いや、でも一時間経ったらけっこう遅い時間だし。じゃあ、明日？　でも明日になると、決意が揺るぎそう。

　うーん。どうしよう。

　私が壁の前でいろいろ考えていると。

『だし……それは……』

　ん？　専務の部屋から、話し声？　誰か来てるのかな？　まさか彼女!?

　そう思ったけど、どうやらテレビの音みたい。

　珍しいな、専務の部屋からテレビの音が聞こえるなんて。

　修理したとはいえ、建物のもともとの構造的に、壁は相変わらず薄い。テレビの音なんて丸聞こえだ。だから専務は、テレビを観る時はいつも小さい音にするかイヤホンで聞くかだった。といっても、付き合っている間も、朝と寝る前にニュース番組を観ていたくらいだったし、こんな時間にテレビの音が聞こえてくるのは初めてだった。

　何、観ているのかな。

　私はつい、壁に耳を当ててしまった。すると、聞こえてきた音声は、

『あっ、あん、あんっ』

「!?」

『も……ダメ、あっ』

　こ、これ……ＡＶ!?

　なんてもの観てるの、あの人!!　いや、観てもいいんですけどね男性だし!!　けど、それこそイヤホンつけるとか!!　いつもより音量大きめの意味が分からないんですが!?

　壁から離れて耳をふさいでみたけど、ずっとそうしているわけにも……それにどうしても意識が耳に集中してしまって、うっすらと聞こえてきてしまう。

　しばらくしてゆっくり手を離してみたけど、やっぱり女の人のあえぎ声は聞こえる。

　私はたまらず、

「音量を！　下げてください!!」

　そう言って壁をバシンと叩いた。

　すぐにテレビの音は聞こえなくなった。

　すぐに、ハッと我にかえった。

　ヤバい！　今のが二年ぶりの会話って！　これから自分の気持ちを伝えにいこうと思っていたのに、そんな雰囲気じゃなくなっちゃったよ!!　でも専務も悪いでしょ！なんで聞こえるようにＡＶ!?　あぁあ～どうしようどうしよう。

　私がひとりパニックになっていると、

　――コンコン。

　誰かが玄関のドアをノックする音が聞こえた。

　誰？　タ、タイミング的に専務!?　ど、どうしよう！　なにを話せば！　じ、自分の気持ちを伝えればいいんだよ！　でも、さっきのが二年ぶりの会話になってしまったばかりで、えーとえーと！

　私がオロオロしていると、専務が入ってきた。

　か、鍵をかけてなかった……。

「あ、あの、専っ」

　言い終わる前に、専務が無言で私を抱きしめてきた。そしてなにも言わず、私を突然、その場に押し倒した。

「わっ、あのっ」

　私は、頭の整理がつかず、ぽかんと天井を見つめていた。私の顔のすぐ横に専務の顔があることは分かったけど、強い力で押さえつけられていたから動くことができず、専務の表情を見ることもできなかった。

「こ、ここ玄関です！」

　やっとのことでそう言うと、専務は力を弱めて身体を少し起こし、私の顔を見下ろした。二年ぶりに至近距離で見るその顔は、相変わらずカッコよかった。そして動かない表情の中にも、切なさがにじんでいるのが私には分かった。二年間、ずっと専務のことを考えていたせいか、その気持ちは簡単に読み取れた。

「専、務？」

　私がもう一度、呼びかけると、

「借金、返し終わったんだね」

　専務はまっすぐに私を見つめ、そう言った。

「は、はい。で、でもなんでご存知なんですか？」

「父さんが教えてくれた」

　専務が二年前、私との別れを社長に報告していたことも意外だったけど、今日、社長が私のことを専務に報告していたことも意外だった。

　また、社長が自分のことを『父親』と言い、専務が社長のことを『父さん』と呼んだことも不思議だった。しかも以前、専務が社長の話をする時は、ピリッとした空気になったけど、今はそれがなかった。

　社長と専務の間に、何かあったのかな。社長が私のことを少し認めてくれたことと関係があるかも、というのは考えすぎかな。

　でも、これだけは言わずにはいられなかった。

「あ、あの、なんでさっき、あ、あんなビデオを？」

「なんでもいいから、君と会話がしたかった」

「え？」

「君の声が聞こえるなら、たとえ顔が見えなくても、壁越しでも、なんでもいいと思った。でも、無理だった。声を聞いたら、抱きしめたくなって、仕方なくなった」

　専務は続けた。

「なんで言いに来てくれなかったの？　もし完済したら、すぐに言いに来てくれると思ったよ。言いに来てくれなかったのは、今、ほかに好きな人がいるから？」

「えっ、ち、違います！」

　私は慌てて否定して、そしてなんとか上半身を起こした。至近距離に専務の顔があるのは、変わらなかったけど。

「あ、あの、本当はすぐに言いたかったです。でも」

「でも？」

「せ、専務にほかにいい人ができていたらって思ったら、怖くて」

　そう言うと、専務は私の頭を引き寄せ、優しく、それでいて強く、私にキスをした。

「は……」

　それはだんだん深いキスに変わり、私は息苦しくなって、専務から唇を離した。

「ずっと、触れたくて触れたくて、仕方がなかった」

　専務はそう言うと、私のことをぎゅっと抱きしめた。

　温かい。優しい。懐かしい。安心する。涙が、出そうになる。

「専、務っ」

　もう、ダメだ。もう、こらえきれない。

「好きですっ！」

　私も、専務のことを強く強く抱きしめ返した。

「広香……」

　専務も、より強く、私のことを抱きしめてくれた。

　幸せだ。

　自分の気持ちを伝えることで頭がいっぱいだった。専務が今も私のことを、なんて、そんな奇跡、絶対ありえないと思っていたから。

　でも、思ってくれていた。変わらず、私のことを。変わらず……。

「ねぇ、広香」

　専務は、懐かしい、優しくてキレイな声で、ささやいた。

「あの日の続き、してもいい？」

　あの日の続き。それは、つまり……。

「嫌ならしないけど」

「い、嫌ではないです！　ただ、その……。あ、あの日は、なにも言ってくれなくて怖くなったので……。だから今日は、たくさん、名前を呼んでくれますか？」

　私がそう聞くと、専務は、

「もちろんだよ。何度でも」

　そう言って、もう一度、そっと唇を重ねてきた。

　その後、私たちは部屋の中まで移動し、〝あの日の続き〟をした。専務は、約束どおり何度も何度も、優しく優しく私の名前を呼んでくれた。

　優しくて、安心できる。胸もドキドキするけど、嫌な苦しさじゃない。

　大好きな人と、ようやく結ばれる。私にとって、初めての行為。

　少し怖いけど、幸せのほうが大きくて。

　幸せで、幸せで、幸せで。

「っつ、いたーいっ!!」

　いざ、っていう時に、あまりに痛くて、私ははしたなく声をあげた。

「ちょ、そんな大きい声出したらヤッてること大家さんにバレるって」

「だ、だって本当に痛い……」

　専務は困ったように頬をポリ、と掻いた。

「けど、今さらやめろって言われても無理」

「い、痛くない方法は？」

「ないね」

「そんなアッサリ！」

「じゃ、続きするよ」

「ちょっと待ってちょっと待ってください！　ずるいずるい！　いいですよね男性は痛くなくて！」

「いや、こっちもけっこう、気を遣っているんだけど」

「うわーんっ」

　幸せを感じていたけれど、痛みはつらかった。でもその後、私の初めての夜は無事に終わった。




　そんなこんなで、私たちの交際は、再び始まった。

　まだまだ、前途多難。社長にも、付き合うことは許してもらえたけど、結婚まで許してもらったわけではない。はっきり反対されているわけでもないけど、きっとまだ許されない。

　でも、二年前とは違う。もっと前向きな気持ちで、いつかちゃんと専務のお嫁さんになれるようにもっとがんばろうって思うんだ。

　自分にも、もっと自信が持てるように。




「専務、なに見ているんですか？」

　ある日の休日。専務の部屋で一緒にまったりしていたら、ふと、専務がなにかを真剣に見ていることに気づいた。

　なにかのパンフレットかな？

「これ？　結婚式のパンフレット。この前、葉津季からもらってたの思い出した」

「え!?　葉津季さん結婚するんですか!?」

「そうじゃないよ。まあ、交際は順調みたいだけど」

「葉津季さんも、お父さんに交際を許してもらえてよかったですね」

「うん。ていうか、今ふたりきりなんだけど？　ふたりきりの時はなんて呼ぶんだっけ？」

　あ、出た。専務の意地の悪い笑顔。う～～、まだ恥ずかしいって言ってるのに。

「りょ、涼太さん」

「さん、はいらないけど。まぁいいや、よくできました」

　そう言って専、涼太さん、は私に手招きして、自分のとなりに座るように促した。

　私が座ると、彼はそっと私の肩を抱き寄せた。

「え、えと、そのパンフレット、なんでもらったんですか？」

「葉津季が、広香のためにって。広香に素敵な結婚式を準備してやれって。知り合いからもらったらしいこれをくれた」

「け、けけ結婚ですか!?　そ、そのヨリを戻してから、まだそんなに経っていませんし、いきなり結婚だなんて！」

「それはそうだけどさ。でも、パンフレット見ながらなんとなく予定を立てるくらい、いいでしょ別に？　広香がどんな感じの結婚式をやりたいか、知っときたいし」

　優しい表情でそんなふうに言われたら、うれしくてたまらなくなってしまいますよ、涼太さん。

「え、えと、じゃあ、ちょっとだけ見せてください」

　私は身を乗り出し、涼太さんの見ていたパンフレットをのぞき込んだ。

「あの、涼太さん？」

「なに？」

「豪華すぎます」

　涼太さんの見ていたページは、庶民の私からしたら考えられないくらい華美なプランだった。

　ページ、というより、このパンフレットの全部がそういうプランばかり。

　豪華な結婚式に憧れがないわけじゃない。でもさすがにこの金額はない。私の思っていた金額よりゼロの数がひと桁多いんですけど。

「涼太さんとお付き合いをもう一度始めてしばらく経ちますが、金銭感覚の溝は埋まりませんね」

　まあ、仕方のないことかもしれないけど。

　大企業の社長の息子と、つい最近まで借金の返済に必死だった私。一緒にいられること、となりにいられることは、やっぱり奇跡かもしれない。

　でも、それで自分のことを卑下したりは、もうしない。

　自信を持ちたいなら、まずは自分で自分のことをいっぱい褒めてあげないとね。

　昔の私には難しかったかもしれないけど、今の私にはそれができると思う。

　となりに涼太さんがいるから。

「そうだ。じゃあさ、結婚式の話はちょっと置いといて。実は、住宅のパンフレットももらってあるんだ。一緒に見ない？」

「え？」

「一緒に暮らそう。といっても、今もほぼ毎日一緒にいるから、そんなに変わることはないかもしれないけど」

「はいっ」

　涼太さんと一緒に暮らす。

　確かに今だってほぼ毎日、どちらかの部屋でずっと一緒に過ごしているから、新しく部屋を借りて一緒に暮らし始めても、特別に変わることはないかもしれない。

　それでも、やっぱりうれしい。一緒に暮らしたい。

「でも、いいんですか？　前々から気になっていたんですが、社長と和解されたなら、ご実家に帰られたほうがいいのでは？」

「別に、君のことでは和解したけど、仲がよくなったとかじゃないし」

「で、でも社長が涼太さんに厳しかったのは、ちゃんと事情があったじゃないですか」

「いいんだよ。仲良しこよし、しないほうが。そのうち社長の座を奪いやすいから」

　涼太さんは、珍しく分かりやすい表情で「あはは」と笑った。

　私もつられてあはは、と笑った。まあ涼太さんらしいかもしれない。それに、口ではこんなことを言っているけど、社長の話をする涼太さんの表情や雰囲気は、前よりずっと優しいから。

「でも、ちょっと寂しいですね。このアパートと離れるのは……」

　家賃が安いのは魅力的だったけど、不便な部分も多かった。借金がなくなったのだから、もう少し暮らしやすい物件に引っ越したいのも本音だ。

　それでも、思い出がたくさん詰まったこのアパートから離れるのは、やっぱり寂しい。それに、私たちがこのアパートから去ったら……。

　中野さんは、今は念願叶って語学留学中だ。私と涼太さんが離れている間に引っ越して、今もたまに、海外からメールやハガキを送ってくれる。

　凛くんも、この間、アパートを去った。音楽を捨てられないと言って、お父さんを説得して、その道へ進んだ。彼も時々、連絡をくれる。まだすごく有名というわけではないけれど、あのバンドで少しずつ活躍の場を広げていっている。

　もともと私たち四人しか暮らしていなかったこのアパート。中野さんと凛くんがいなくなって……今ここに住んでいるのは、私と涼太さんと、そして大家さんだけ。

　大家さんは、私と涼太さんが付き合っているのを知ってから、『こんな狭くて古いアパートにいつまでもいないで、ふたりでもう少し広い家に引っ越しなさい』と何度も言ってくれている。でも、私たちまでここを出ていってしまったら、このアパートはどうなるんだろうとも考えてしまって。

「じゃあ、一緒に暮らすのやめる？」

　私の心を見透かしたように、涼太さんが言った。

「このアパートの一室じゃ、狭くて一緒に暮らすのは難しいし」

「う……」

「大丈夫」

　涼太さんは優しい表情で言った。

「ここに住み始めた俺たちみたいに、このアパートが必要な人たちが必ずいるよ。きっとなくなったりはしないよ」

「そうですね」

　思い出はいつまでも大事にしたいけど、それにしがみついているのもなにか違うよね。中野さんも凛くんも、自分の夢を叶えるためにこのアパートから出ていったんだし。私も、前向きな気持ちでいよう。

「涼太さんの夢はなんですか？」

　中野さんと凛くんのことを考えたら、涼太さんの夢も聞きたくなった。

「え？　なに急に。そりゃあ、会社を大きくすることと、広香を幸せにすることだよ」

「私はもう幸せですよ」

　私がそう言うと、涼太さんは人差し指で私の唇に軽く触れた。

「一緒にいられるだけで幸せです、なんて君はよく言ってくれるけど、そういうんじゃなくて。借金がある時、なにもしてあげられなかったから、今度はちゃんと、幸せにしたい」

「そんな、なにもしてくれなかったなんてことないです。もとはと言えば、私が涼太さんを遠ざけてしまったんだし、別れたとはいえ涼太さんの存在があったからがんばれたんです」

「それでも」

　言葉の途中で、涼太さんは私に優しくキスをして、

「それでも、俺にできることはなんでもしたい」

　と、言葉を紡いだ。

「恥ずかしいです」

「え？　クサかった？」

「いえ、うれしいです。うれしいですが、単純にドキドキしてしまって」

　好きな人からそんなことを言われたら、ドキドキしない女性はいないと思うけどね。

　でも、なんか違った。普通の女性なら純粋に喜べたと思うけど、私の場合は……。

「これ以上、幸せにしてもらいたいなんて、やっぱり思えないです」

「なんで？」

「借金があって、涼太さんと別れていた時のことを考えたら、今は一緒にいられるだけで充分幸せだし。それに、今は完済したとはいえ、もともと借金があったっていう事実は変わりませんから。私は涼太さんに、やっぱり釣り合っていないんです」

「釣り合ってないなんて、そんなこ……」

「だから！　私なんかが涼太さんに幸せにしていただくなんておこがましいので、私が涼太さんを幸せにできるくらいの立派な人間になります！　今まで、立派な人間ってどうしたらなれるんだろうって思っていましたが、涼太さんを幸せにすることを目標にすれば、きっと立派な人間になれますよね！」

　私が張り切ってそう言うと、涼太さんは少しの間のあと、また、あはは、と笑った。

　さっき社長の話をしていた時みたいな黒い笑いじゃなくて、もっと純粋な、子どもみたいな笑いで。

「君って、本当におもしろいね」

「え？　おもしろい？　私、大マジメで……」

「じゃあ、幸せにしてくれますか？」

　そう言って、涼太さんは私の頬にキスを落とした。

「もう……」

「あれ？　返事は？」

「もちろん、幸せにしますよ！」

　そう答えると、私は、初めて自分から涼太さんにキスをした。

　でもね、涼太さん。私が涼太さんを幸せにするには、涼太さんに私のとなりにいてもらわないといけないから。

　これから先、このアパートの〝となり〟同士じゃなくなっても、ずっと〝となり〟にいてください。

「涼太さん、もう一回、キスしてもいいですか？」

「もちろん、何度でも」

　すぐにキスができる、となりというこの距離で、ずっと一緒にいましょう。

　となりの、大好きな大好きな人。
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その後の事情




「ん……」

　カーテンの隙間からこぼれる陽差しと、窓の外から聞こえる小鳥のさえずりで目が覚め、眠い目をこすれば、タイミングよくジリリリリ、と目覚まし時計の音が部屋に響いた。

　住む家が変わり、自分をとりまく環境に変化があっても、この少し壊れかけた時計の音が聞こえてこないと、どうにも朝っていう感じがしないから不思議だ。今どきこんなアナログな時計で起きている人が何人いるんだろうって、時々思ってしまうけど。

　私はベッドの中から手を伸ばし、枕元の目覚まし時計をパシンと叩いて音を止めた。

　よし、起きなきゃ。いろいろやらなきゃいけないことがある。まずは朝食を作るでしょ。今朝はなにがいいかな。卵料理はどうかな。スープはなににしよう。

　そんなことを考えながらベッドから上半身を起こそうとすると、となりからガシッと、腕を掴まれる。

「わわっ」

　起き上がろうとした瞬間だから、バランスを崩して私は毛布の上にドサッと倒れ込んだ。そして身体ごとずるずると再び毛布の中へと引きずり込まれた。

「ちょ、ちょっと涼太さん、ダメですよ」

　いつもどおりとなりで眠っていたはずの涼太さんは、毛布の中で今度は両手で私の腰をホールドすると、「なんで？」と聞いてくる。

　寝起きのはずなのに透き通った声。それだけで私の心臓はドキドキと鼓動する。

　私が耳もとでささやかれるのに弱いのを知っていて、わざとやっている！

「な、なんでじゃないですよ。早く起きて、朝ご飯作ったり、お洗濯したり、お掃除したり、いろいろやることが……」

「せっかくの日曜なんだからいいじゃん」

「日曜だからこそです、ひゃっ」

　言っている途中で、ペロ、と耳を舐められてしまう。ぞくっとして、思わず変な声が出てしまった。

「なに？　耳舐められるの、好き？」

「ち、ちがっ、ひゃぁ」

　私の反応に気をよくしたのか、涼太さんは私の耳もとに唇をくっつけ、何度も舌で刺激してくる。

「ダ、ダメですよ、起きなきゃ……」

「ヤダ」

　即答すると涼太さんは、ベッドの上に私を組み敷き、今度は私の唇を強引にふさいだ。起きなきゃ、って言ったばかりなのに、そのキスに私は思わずうっとりして目をつむった。

　キスをしながら、涼太さんは私の頭を撫でて髪を梳き、私の指と自分の指を優しく絡めた。

　頭を撫でられるのも髪を梳かれるのも好きだけど、やっぱり、お互いの体温を感じ取れるから、指と指を絡み合わせるのは、すごく好き。

「ん、はあ」

　その後、何度キスをしたか分からない。自然と身体を重ね合って……指からだけじゃなく、全身で体温を感じ合った。

　結局、私たちがベッドから出たのは、目覚まし時計が私たちを起こしてくれてから二時間も経ったあとのことだった。




「午前中にやろうとしていたこと、ほんとにたくさんあったんですよ。でも、もうお昼になっちゃう」

　朝ご飯（兼昼食になってしまった）を食べながら私がそう嘆いても、テーブルを挟んで座っている涼太さんは機嫌がよさそうに、

「とってもいい朝だったね」

　と、彼にしては分かりやすい笑顔でそう答えた。

「も、もう！　今度はもう、朝からはダメです！」

「ヤダ」

「ま、また即答！　ダ、ダメったらダメです！」

「なんで？　あんなにかわいかったのに」

「なっ！」

「あ、ちょっと語弊があったかな。夜もかわいいよ」

「わー！」

　私は思わず大声を出して涼太さんの言葉を遮る。朝からそんなことを言われて、恥ずかしくてたまらない。




　涼太さんと再び付き合うようになったあの日から約三カ月後、私たちはあのアパートを引っ越し、都心寄りのマンションで同棲を始めた。それからも、毎日ずっととなり同士で寄り添ってきた私たちだけど、同棲を始めて一年数カ月経った先日、ついに正式に結婚をした。

　今までもずっと一緒だったから、結婚したことで急になにか変わるというわけでもなかったけど、〝新婚〟という言葉は、それだけで私を幸せにさせた。

　ただ、幸せなのはいいことなんだけど。

　涼太さんの、基本的に無表情なところは相変わらずだけど、なんというか、愛情表現がより激しくなった気がする。昔から優しかったけど、それがより分かりやすくなったというか。

　一回目の付き合いのころは、アパートの同じ部屋で眠っていても、涼太さんは私になにもしてこなかった。あのころと比べたら、今の涼太さんはまるでオオカミだ。

　もちろん、そんなところも嫌いじゃないけど、いや、でもそれは恥ずかしくて言えない！

「さて、おいしいご飯もいただいたことだし、そろそろ出かけようか」

　食器の後片づけが終わったころ、涼太さんが私にそう言った。

　今日の午後は、ふたりで涼太さんの実家に行くことになっている。

　とくに用事があるわけではないけれど、たまには実家にも顔を出さなきゃ、と涼太さんが言うので、私も一緒に行くことにした。結婚後はなにかとバタバタしてほとんど顔を出せなかったし。きっとばあやさんも、涼太さんと会えなくて寂しい思いをしているんじゃないかな、なんて思ったし。

　出かける準備が整ったころ、玄関で涼太さんがまた、こんなことを言う。

「出かけたら数時間キスできなくなるかもしれないから、今させて」

　早く、と急かされてなんだか照れる。

〝いってらっしゃいのキス〟なら、あのアパートに住んでいた時からいつもしていたけど、今日はこれから一緒に出かけるのに。なんだか毎朝の〝いってらっしゃいのキス〟より恥ずかしい。でも、キスしないといつまでたっても出発できなさそうな雰囲気だ。

　私は背伸びをして、背の高い涼太さんに顔を近づける。涼太さんも、私の頬に右手を添え、少し身を屈める。目を閉じると涼太さんの唇が私の唇にそっと触れる。温かくて、心地のよい感触。いつまでもこうしていたくなってしまうような、そんな感覚。

　だけど、ん？　ん？　ん？　長くない？

　いつもの〝いってらっしゃいのキス〟は触れるだけなのに、どういうわけか今日はなかなか唇が離れない。不思議に思っていると、涼太さんは突然、私の頭をガシッと掴むように、後ろから手を添えた。その力が強くて、唇を離すことができない。戸惑っていると、キスがどんどん深いものへと変わっていき、私はますますどうしたらいいかわからなくなる。

　ようやく唇が離れ、私が息を整えていると涼太さんは、

「さっき言うのを忘れてた。ごちそうさまでした」

　そう言って、意地悪げな笑みを浮かべて、ペロ、と自分の唇を舐めた。その言葉に、表情に、仕草に、顔が真っ赤に染まっていくのが自分でも分かった。

　いつもいつも、涼太さんのペースに振り回されっぱなしだ！　いや、それが悪いことだと思っているわけじゃない。でも、たまには私のほうから涼太さんをドキドキさせたい。けど、どうすればいいんだろう。

　涼太さんはよく私に「態度や表情でなにを考えているか分かりやすい」って言うけど、正直、涼太さんは分かりにくい。出会ったころに比べれば、ずいぶんましにはなったものの、まだまだ分かりにくい部分も多い。逆に、私はぼんやりしていて隙だらけだから、涼太さんにすぐ主導権を握られてしまうのだ。もっとしっかりして、時には私が主導権を握るくらいにならなければ。

　でも、主導権を握るといっても、いったいどうすれば？




　涼太さんの実家に着くと、ばあやさんが私たちを明るく出迎えてくれる。

　リビングに入ると、そこでは社長、いやお義父さんがソファに座って紅茶を飲んでいた。

「やあ広香ちゃん。久しぶり」

「お、お久しぶりですっ」

　結婚を許してもらってからは、何度も顔を合わせているのに、会社の社長だということもあり、お義父さんと話をする時は、いまだに緊張してしまう。

　促されるまま、私はお義父さんの正面に座った。

　ばあやさんは、私と涼太さんの分の紅茶を淹れにいった。涼太さんも「そういえば今度の会議で使いたい資料が部屋にあったな」と言って出ていってしまった。

　広すぎるリビングに、お義父さんとふたりきりになる。

　少し焦る私にお義父さんは、

「涼太とは仲良くやっているかい？」

　と、尋ねてきた。だけど続けて、

「なんて聞くまでもないね。見れば分かる」

　と、笑いながら言った。

　お義父さんと話すのは緊張するけど、私と涼太さんの交際を反対していたころと比べたら、ずいぶん話しやすくなった。笑顔も、あのころみたいな作りものっぽい感じじゃなくて、安心できるような表情を見せてくれるようになったから。

　だからか、私はつい、

「確かに仲良くしています。でも本当は、私のほうから涼太さんにもっと喜んでくれるなにかをしたいと思っているんですけど、なかなか」

　と、こぼすように言ってしまった。

　するとお義父さんはクスっと笑った。

「たまには自分が主導権を握りたい、みたいな感じかな？」

「そ、そうですっ。まさに今朝、そう考えていました」

「そうか。じゃあいいことを教えてあげよう。涼太から主導権を奪えて、涼太に喜んでもらえる方法だよ」

「え!?　ぜ、ぜひお願いします！」

　それから、私はお義父さんが教えてくれることを、必死に頭に叩き込んだ。

　その内容は私には難易度が高く、大丈夫かな、と不安になったけど、きっと涼太さんは喜んでくれる！　お義父さんがそう言うんだし！

　その後、涼太さんがリビングに戻ってきた。

「どうしたの？　なんか広香、顔赤くない？　熱でもあるんじゃない？」

「えっ、いえ、そんなことないです！」

　心配してくれる涼太さんにそう答え、私は熱っぽい顔を必死に冷まそうとしながら、今夜がんばってみよう、と心に誓った。




　夕方、マンションへと戻ってきた。

　いつもどおり一緒に夕飯を食べて、お風呂に入って、「そろそろ寝ようか」と、ベッドに入る。

「広香」

　涼太さんが、優しく私の頭を撫でる。いつもなら、このまま涼太さんに身を任せるのだけど。

「あ、あの、涼太さんっ」

「ん？　なに？　わっ」

　私は勢いよく涼太さんに抱きつき、涼太さんの上に覆いかぶさった。初めて私から、彼を押し倒した。

「広香？」

　珍しく、分かりやすく目を丸くさせた彼に、私は言った。

「きょっ、今日は、私が涼太さんを、襲います！」

　自分の顔が、カカカッと熱くなるのを感じた。

　自分で言っておいて、こんなふうに照れてちゃダメだ！　冷静に沈着にリードすることで涼太さんが喜んでくれるって、お義父さんが言ってたんだから！

　でもダメ！　やっぱ、恥ずかしすぎる!!

　緊張のあまり、その後、フリーズしてしまった私に、涼太さんは動揺することなく、むしろ平然とした様子で、

「誰の差し金？　父さん？　ばあや？　それとも葉津季？」

　と、あっさりと私の身体をどかし、上半身を起こしながらそう言った。

「え、えと、お義父さんが、『涼太を喜ばせたいなら、積極的に押し倒してごらん』って言ってて……」

「広香はほんとに人を疑わないなぁ。ウソに決まってるでしょ。ていうか明らかにからかわれてるじゃん」

「ウソ!?」

「俺も周りからよくＳだのなんだの言われるけど、あの人のほうが相当だからね。あの人の最近の趣味、教えてあげようか？　騙されやすい広香をからかうことだよ」

「んななっ！」

　な、なんてこと！　私を心配してアドバイスをくれたのだと思ったのに、まさかからかわれていたなんて！

　お義父さんとは、前よりはずいぶん仲良くなれたような気がしていたけど、こんなふうにからかわれるってことは、まだまだ嫌われているんだろうか。

「騙されやすくてかわいいとこが母さんに似ているから、父さんも意地悪したくなるんだろうな」

「え？　なんですか？　聞こえませんでした」

「いいの。こっちの話。それより」

「ひゃっ」

　涼太さんがいきなり私の腕を掴み、後ろに倒れ込んだ。仰向けになった涼太さんの上に、私も一緒に倒れ込んでしまった。そして。

「広香が上にいるのも、確かに悪くはない」

　意地悪な笑みでそう言われて、私の顔はますます熱くなった。

「俺を喜ばせる方法を知りたかったってことだよね？　それとも、俺のことドキドキさせようとしてくれたの？」

「どっちもです」

「気づいてないの？」

　そう言うと涼太さんは私の手を取り、その手の平を自分の左胸へと持っていった。

「君がとなりで、笑顔でいてくれるだけで。いやとなりにいてくれるだけで、俺はとてもうれしくて、こんなにドキドキしているのに」

　そんな、そんなふうに言われたら、感激して涙が出ちゃいそうになる。涼太さんの心臓も、確かにドキドキと、ドキドキと……ん？

「どう？　わかった？」

　ええと確かにドキドキはしていますが。だって心臓だし。でもなんていうか……。

「普通？」

　そこまで心拍数が上昇している感じはしなかったので、ついそう言ってしまった。分かりました、って言えばよかったのかもしれないけど。

　すると、涼太さんは「うーん」と少し考え込んだ。

「俺的にはドキドキしてるつもりなんだけどなあ。なんで伝わらないんだろう。俺の心臓、なにかおかしいのかな？　ちょっと、広香の心臓と比べてみてもいい？」

「え？　比べるってどうやって、ひゃっ！」

　私はビックリして、またしても固まった。涼太さんが私の手を離し、今度は自分の手を私の左胸にあてたからだ。

「あー、すごいドキドキしてる。さすがにこれにはかなわないなぁ」

　私は、恥ずかしさと怒りで、また顔が真っ赤に染まるのが分かった。

「最初からこれが目的でしたね！」

「あ、気づいちゃった？」

「ひ、ひどい！　もう！　早く手をどかしてください！」

　私は身体を起こし、涼太さんの手を胸から離そうとしたけど、逆に両手を背中に回され、強く抱きしめられてしまった。

「本当だよ。君がとなりにいてくれるだけでドキドキしてる、っていうのは」

　涼太さんの体温が、ゆっくりと私の体温と交じり合う。澄んだ声と優しい言葉が、私の心をさらに温かくする。

「涼太さん」

　私が名前を呼ぶと、涼太さんは抱きしめる腕の力を少し弱め、私の顔を見つめる。

「なに？」

「キス、してもいいですか？」

　ドキドキさせたいとか、主導権を握りたいとか、そういうことじゃなくて。ただ、純粋に。自分からもっと涼太さんに近づきたかった。

　キスしてもいい？なんてけっこう、勇気を出して聞いたつもりだったんだけど。

「ふっ」

「な、なんで笑うんですか!?」

「いや、ごめんごめん」

　膨れる私の頭を、よしよしとあやすように撫でながら、涼太さんは続けた。

「前も、似たようなこと聞かれたことがあったなと思って。まだあのボロアパートにいたころ」

「あ、はい。そういえば確かに」

「俺があの時、なんて答えたか、覚えてる？」

　そう言いながら、涼太さんは私にそっと顔を、唇を近づけてくる。

『もちろん、何度でも』

　そう答えてくれたあの時のことを思い出しながら、私は涼太さんにキスをした。

　そっと触れるだけのつもりだったけど、涼太さんのほうが私の唇を離さなかった。キスはどんどん深くなり、そのまま身体を反転させられ、今度は私が押し倒される。

　そのまま身体を重ね、お互いの愛を感じ合った。それは温かくて優しい時間だった。

　それにその時だけは、いつもとは違う、少し余裕のない涼太さんが見られたから、私はそれで充分満足してしまった。




「夕ご飯ができましたよー！」

　翌日。私がキッチンから声をかけると、涼太さんはダイニングテーブルを見て驚いていた。

「どうしたの？　なんかごちそうじゃない？」

　ご指摘のとおり、今日のテーブルには、いつもより豪華な食事を並べていた。

「えへへ。涼太さんを無理にドキドキさせたり、主導権を握ろうと考えたりするのはやめたんですが、〝もっとしっかりした人間になろう〟という考えは悪くないかなと思いまして」

　もともと私には、〝涼太さんに釣り合うような立派な人間になる〟という目標があったわけで。

「やるべきことはいろいろあると思うのですが、まずは自分の得意分野からと思って、料理をがんばってみました」

　そう言うと涼太さんは、「そんなに無理しなくていいのに」と言いながら、「でも、ほんとにおいしそうだね。さすがだな」と言ってくれた！

「ありがとうございます！　味はどうでしょうか？」

　私と涼太さんは食事を始めた。

「うん。おいしい」

「ほんとですか？」

「広香の料理はいつもおいしいけどね。俺は料理できないから、おいしい料理が作れる人はほんとにすごいなって思うよ」

「うれしいです。まあ私の場合はほかにできることが少ないので。あ、もしよければ、涼太さんも今度、一緒に料理を作ってみませんか？」

「えー、べつにいい」

「相変わらずの即答！　涼太さん、たいていのことはなんでもすぐにこなせるんですから、料理もすぐにできるようになると思いますよ？」

「広香が毎日おいしいご飯作ってくれるから、俺が自分で作る必要ないもん。でも広香がそう言うなら、一回くらいなにか作ってみようかな」

「はい！　ぜひやってみましょう！　最初はカレーとかがいいかもしれませんね。失敗が少なくて」

「うん、でも」

　そう言いながら、涼太さんがスッと、私の右手を優しく手に取る。そして、

　――パク。

「!?」

　涼太さんは、私の人差し指をいきなり口に含み、甘噛みした。

「あっ、あのっ!?」

　そして、私の指を唇から離すと、めいっぱいの、意地悪な顔で、

「俺はどっちかというと、つまみ食いのほうが好きかもしれない」

　と答えた。

「もう！　涼太さん！」

　前言撤回です。やっぱり、振り回されるばかりなのは悔しいです！

　でも、そう思ってしまうのもきっと。

　いつもとなりにいてくれる涼太さんのことが、大好きで大好きで仕方ないから。





Ｅｎｄ












あとがき




　このたびは、私にとって初のベリーズ文庫『となりの専務さん』をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　この作品は、『第５回ベリーズ文庫大賞』で、恐れ多くも大賞をいただけた作品です。受賞の連絡をいただいた時は、もちろんうれしかったのですが、それ以上に「私の作品でほんとにいいのかな」と、戸惑いもありました。「受賞は何かの間違いかもしれない」と数日間疑ったりもしていました（笑）。ですが、担当編集さんから改めて連絡をいただき、改稿作業が始まると、ようやく「本当に本になるんだ！」と実感し、幸せな気持ちでいっぱいになりました。

　内容は、文庫大賞のテーマが「ワケあり恋愛」だったことから、「ワケあって同居する男女を書きたい」と思ったのが始まりでした。実際に書いてみたら、同居ではなくなりましたが。でも、アパートやマンションを舞台にした物語はいつか書いてみたいと思っていたので、今回書けて良かったです。

　ヒロインの広香は、最初はただただ「どこか気の弱い主人公」という設定でした。ですが、書いていくうちに、とても芯の強い子になっていき、作者の私がこんなことを言うのもおかしいですが――自分もこんな女性になりたいと思いました。

　また、書籍化にあたって、番外編も書き下ろさせていただきました。こちらでは、本編ではあまり書くことのできなかった「甘々」で「イチャイチャ」な広香と涼太を書くことができて、書き切った後は何だか満たされました（笑）。

　最後になりますが、いつもサイトで私の作品を読んで下さる読者様、本当にありがとうございます。何よりの励みになっております。これからも頑張りますので、願わくば、今後もどうぞよろしくお願いします。

　そして、人見知りの私に明るい対応と丁寧なアドバイスをしてくださった担当編集の増子さん。的確な編集をしてくださったアキヤマさん。素敵な表紙を担当してくださった早瀬あきらさん。この本を無事にこうしてできたのは、皆さまのお力のお陰です。ありがとうございます。

　最後に――この本を手に取ってくださったすべての方に、最大の感謝の気持ちをお伝えしたいです。本当にありがとうございました！　またお会いできる日が来るように、今後も頑張ります！


降ふり川かわみつ
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